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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ACT.1







　西せい暦れき一九九九年七の月、恐きよう怖ふの大王もアンゴルモアの大王も地球に降臨しなかった。

　だから。

　四月だというのに、もうセミが鳴いていた。




　市立今いま久く留る主す高校一年生としての初の登校日。空はペイントツールでデジタル彩さい色しよくしたかのような、どこまでも均質な群ぐん青じよう色。青いなあ。眩まぶしいなあ。太陽がギラギラと黄色いなあ。

　ああ、あちい。入学式の日から、もう夏服着用かよ。

　ＣＯ２濃のう度どの上じよう昇しようによる地球温暖化の影えい響きようとやらで、死火山の麓ふもとに広がる俺の街は今や沈ちん没ぼつ寸前のシーサイドパークと化していた。あと十年ほどで人類は地球上の全すべての石油資源を採さい掘くつし尽つくし、深刻なエネルギー危機が訪おとずれ、しかも石油の枯こ渇かつとほぼ同時期に南極と北極の氷が本格的に溶とけはじめ、その結果人類を含ふくむ動物全ぜん般ぱんがとっても困ることになるらしい。まあ少なくとも俺は困る。両親が住宅ローンを払はらい終える前に、家が水すい没ぼつするだろうからだ。さりとて今から火災保険のオプション契けい約やくの一つである水害保険に加入しようとすると、新築の家をもう一いつ軒けん買い足せそうなくらいに高額だし。

　しかしながら俺を含めて、この街の誰だれ一人として真しん剣けんには困っていない。「まあなんとかなるだろう」「どうせ何も起こらないさ」という、諦てい念ねんだか安あん心じん立りゆう命みようだか則そく天てん去きよ私しだかよく判わからない癒いやし系精神の持ち主ばかり。かくいう俺だって、メディアがおもしろおかしくショーアップしながら煽あおっている「地球温暖化で日本は全部水没」なんて話はどうせ単なる視し聴ちよう率りつ稼かせぎのためのネタだと思っている。七割ぐらいは。

　だから俺は、いつ津つ波なみに吞のまれてもおかしくない臨海施し設せつと化した海辺の県立高校に平然と入学して、その高校の入学式に出るためにこうして登校しようとしているのだ。




　そう。思い起こせば西暦一九九九年七の月、恐怖の大王もアンゴルモアの大王も地球に降臨しなかった。長年のあいだ環かん境きよう破は壊かいやら原発事故やら最終戦争やらに怯おびえていたらしいホモサピエンス約六十億人（推定）は、これで「なんだ、何も起こらなかったじゃん」「人類、超ちよう安あん泰たい」とすっかり安心した。で、二十一世紀に入ると同時にそれまでの反動であらゆる国のあらゆる人間がいっせいに好き放題に自らの欲望を解放した、らしい。その結果、地球という限りあるアナログなリソースはたちまち涸かれ果てた、のだそうだ。

　どうやら人類ってのは、大勢の「のび太」の集団だったらしい。

　まあ俺自身の十五年と六カ月に及およぶ過去の歴史を振ふり返ってみても、一九九九年七の月に発生した主なイベントといえば俺と玲れ於お奈なが同じ母親の腹から同時に産まれたことぐらいだ。正確に言えば俺のほうがほんの数分ほど遅おくれて取りだされたせいで、一いつ生しよう涯がいにわたってあのゴクツブシの究極ダメ人間を「姉貴」と呼んで敬わねばならないという不条理な義務を背負わされることになったのだが。あの時もしも俺のほうが先に引っ張り出されていれば、あのヒキコモリのグータラ牢ろう名な主ぬし娘むすめは俺の「妹」だったのに。あいつがせめて俺の妹だったら、俺の個人史はもうちょっとマシなものになっていたかもしれない。

　環境破壊とか水没とか温暖化とかエネルギー資源の枯渇とかスペースシャトルの落下とか放射能漏もれとか、そういう地球スケールのイベントは全て俺の個室の壁かべに埋うめられた液えき晶しようモニタの画面上で発生している〝外の世界〟の話。俺という個人はそのような〝外の世界〟とはいっさい関かかわり合うことなく、平へい凡ぼんで退たい屈くつで「ちょっと姉がうざい」程度のミニマムな苦く悩のうしか抱かかえられない典型的かつ徹てつ底てい的なパーソナルライフを送っている。そして俺はそんな平々凡々な自分がちょっとだけ好きだ。少なくとも俺は、生涯をかけてあがなわねばならないような大罪を背負っていない。それはきっと、とても幸運なことだ。




　今、俺は（ザ、ザ……）なんて波が浜はま辺べに押し寄せるロマンチックな音を聞きながら、今久留主高校の正門前に立っている。まあ裏門は満潮になると水没する危険地帯なんで、どうせ正門しか開いてないんだけどね。

　続々と正門をくぐる女の子たちもみんな薄うす手での白い夏服で、スカートもやたら短い。そりゃそうだ、暑いんだから。

　この学校の生徒の半数は女子らしいのだが、やや残念なことに今日からはじまる俺の高校生活とは関係ないんだろうな。中学時代と同様に。〝個人の世界〟ってのは、果てしなく広がっているようでその実、本当に狭せまい。俺の周囲、半径三メートルぐらい？

　ちなみに男も、俺と同じようなクールスクールな服装のヤツばかり。半はん袖そでの白いシャツに半ズボン。特とく殊しゆな趣しゆ味みの人が見たら小こ躍おどりしそうな光景だが、あいにく俺はそういう趣味の持ち主ではない。

　かと思ったら、一人だけ時代錯さく誤ごの「冬服」を着ている男が、いた。

　詰つめ襟えりの黒服、これまた真っ黒な長ズボン。

　袖には「風紀委員会」の腕わん章しよう。

　すげえ。こんなヤツ、昔のアニメでしか見たことがない。

「おい新入生。制服の胸むな元もとが開いているぞ。校則違い反はんだ」

　そいつはプラチナブロンドの短い髪かみを指でかきあげながら、正門をくぐろうとしていた俺の前に立ちふさがった。細身だが、俺より五センチほど背が高い。細ほそ面おもての顔はやけに蒼あお白じろく、目は切れ長で、まるでキツネのようにつり上がっている。今どき髪染めてるし、風紀委員会の腕章をつけていなければ「新入生をカツアゲ（これも死語）する困った先せん輩ぱい」にしか見えない。

「ああ、悪かった。あまりにも暑いので、つい」

「『悪かった』だと？　君は新入生のくせに、この風紀委員長・笹ささ木き亜あ久ぐ里りにタメ口をきくのか？」

　キツネ目の男は顔中から大量の汗あせをだらだらと流し、身体からだの周辺からは「ゆらり」と揺ゆれるオーラ……のような湯気を発散させている。

「風紀委員長だったのか」

「ふん。君は知らないだろうが我が校における風紀委員会の権力は絶大なものなんだぞ」

「ほう。そうなのか」

「うむ。そうなのだ……って、だからどうして君は僕にタメ口なんだ？　僕は上級生だぞ？　二年生だぞ？　この胸のバッヂが見えないのか？」

「ふうむ。俺よりたかが一年程度早く生まれた相手だからといって、いちいち尊敬語Ⅰと謙けん譲じよう語Ⅲと丁てい重ちよう語αと美化語εで話しかけねばならないのか？　まったくこの世は先に生まれたもの勝ちだな」

　俺は同年代の上級生に敬語を使わされるとアレルギーが出るのだ。ほんの数分俺より早く誕生しただけのダメ女を姉と敬わされ続けてきた十五年の間に、俺はすっかりそういう体質になってしまったのだ。

「敬語の種類を勝手に増やすな。君、名前は？　生徒手帳を提示したまえ」

「これか？」

「ふむふむ。一年Ａ組、尾津智弘……オヅ・トモヒロ……か……よし覚えた。今後、君は素行不良生徒として風紀委員会の監かん視し対象に……」

「トモヒロじゃない。チヒロだ」

「お前！　僕がイタリア帰りの帰国子女だからってバカにしているんだな？　そうなんだな？」

「おっ。今のはなかなか良い切り返しだ。劣れつ等とう感の持ち方は人それぞれだな。そうか、イタリア帰りなのか」

「僕が悪かった。頼たのむからイタリアの話は、もうやめてくれ」

「お前がイタリア帰りだということなど、神ならぬ身の俺はたった今まで知るよしもなかったわけだが」

「イタリアって言うな！　イタリア帰りという心の傷は……一生……残る」

「ほう。イタリアで何があったんだ。おいこらイタリア帰りの先輩、心をオープンにしてイタリアの話を語ってみろ、イタリアにいた時のことを克こく明めいに思いだしながら、イタリアなんて言われてもアルデンテとルネサンスとアル・パチーノくらいしか言葉が浮うかばない無知な俺の脳のう裏りにすらイタリアの風景がありありと浮かぶような、そんな細密なイタリア話を語ってみるんだ。そうすればきっとイタリアに対する強きよう迫はく観かん念ねんが薄うすらいで楽になるぞ」

「やめろイタリアイタリアって連呼するな頭が割れる！　本当にイタリアの話をしてもいいのか？　きっと長くなるぞ。大おお幅はばに話を圧縮しても文庫本一冊くらいのボリュームになるぞ」

「いいや、俺はイタリア話など一行たりとも読みたくないね」

「貴様というヤツは、水みず臭くさいじゃないか」

「お前は汗臭いぞ、先輩。それにしても会話がこれだけ見事にすれ違ちがい続けると、だんだん寂さびしくなってくるな。先輩、お前には人とコミュニケーションをとる能力が著いちじるしく不足しているのではないか。それはきっと現代病だ」

「貴様が一方的に逆走しているだけだろうが。いいから僕のイタリア話を聞け」

「イヤだ。そんなイタい話」

　もしかして俺は今後毎日こいつのイタリア話を聞かされる悩なやみカウンセラーにされてしまうのだろうかと内心そろそろ恐おそれはじめていたその時。




　バアアン。

　轟ごう音おん。

　空気が、爆はぜる音。




　爆ばく発はつを起こしたのは、正門の対角に建っている南校舎、らしかった。

　二階部分の窓ガラスが、全すべて吹ふき飛んでいた。

　その割れた窓まど枠わくから黒こく煙えんが漏もれはじめる。

　南校舎から、生徒たちが続々とグラウンドへ移動しつつあった。

　むろん、退たい避ひ中の生徒の中にはパニックに陥おちいっているようなヤツは一人もいない。

　校舎内で何かが爆発して廊ろう下かの窓ガラスがことごとく破損したとしても、すぐに新しい窓ガラスが調達される。壊こわれた教室はてきぱきと修理され、すぐに何ごともなかったかのようにたんたんとカリキュラムが進みはじめる。少しスケジュールが遅ち延えんするだけだ。

　しかし。

　俺だけは、爆発事故が絶賛発生中であるところの南校舎へと足を向けていた。

　なにかのトラウマスイッチが入ってしまったらしいキツネ顔の風紀委員長にイタリアの話を聞かされるくらいなら、黒煙がもうもうとあがっている校舎の中に入って一人きりになったほうがまだマシだ。




　無人と化した南校舎に入り、階段を上って二階の廊下へ出ると。

　廊下と教室に塡はめられた窓ガラスが全て、粉みじんに割れていた。

　もう爆発音は聞こえないし炎ほのおがあがっているわけでもなかったが、廊下はうっすらとスモークに覆おおわれていて視界は著しく悪い。

　そのために、土ど壇たん場ばになるまでお互たがいに気づかなかった……らしい。

　いきなり煙けむりの向こうから

「ああっ誰だれだよキミはっ、なのだっ！」

　カン高いアニメ声というか、頭の悪そうな幼女声が聞こえてきた。

「え？」

　俺が返事をする前に、黒煙のカーテンが真っ二つに割れた。そしてその中から、制服を着た小こ柄がらな女の子が、信じられない速度で廊下を突とつ進しんしてきた。

　茶色い髪かみの毛を乱雑に頭の後ろで一本に括くくった、一見すると小学生に見えなくもない幼い少女。胸のリボンの色は、俺と同じ一年生のカラー。

　しかし、今から少年と少女の出会いが始まるという雰ふん囲い気きでもなかった。

　だって、その小さな手には、どういうわけか巨きよ大だいな「槍やり」が握にぎられている。

　柄えの長さは、約二メートル弱。

　その先せん端たんには……白銀に輝かがやく、鋭するどく尖とがった大きな穂ほ先さき。

　一ひと突つきで人間を殺傷できる槍を構えた女の子が、ケダモノじみた凄すさまじいスピードでこっちへ向かって走ってくる。

　人間の足が生みだす速度では、なかった。

　俺は彼女の進行ルートから逸それようとしたが、もうその時には時間切れ。運動能力に差がありすぎる。

「わーっ？　どいて、どいてっ！」

「そっちが止まれ！」

「オイラ、急に止まれないんだよおおっ！　寛かん平ぺいの法則が邪じや魔まをしてるのだ！」

「それを言うなら慣性の法則だ！」

　あ。

　あと数センチで、槍の穂先と俺の胸が、衝しよう突とつする。

「気き狂ちがいピエロ」のジャン＝ポール・ベルモンドぐらい間ま抜ぬけな最さい期ごだ。

　いかん。ゴダールなんて、間はざま寛平の百倍知名度の低いネタだった。フランス映画をお洒しや落れな文化として崇あがめる風習は、七年前に絶ぜつ滅めつしてしまったのだから。夢の新エネルギーを世界に先さき駆がけて採用した巨大発電所の大爆発でフランス全土が木こっ端ぱみじんに吹き飛んでしまったのとおおむね同時にね。

　だが、さすがは入学式当日。

　余命いくばくもないこの状じよう況きようで、またしても新たな出会い（？）が。

　俺と槍そう兵へい少女の背後から、もう一人の新たなる女の子が恐ろしい早口でまくしたててきた。

「誰よ誰よ、お前は？　いったいどこから紛まぎれ込んだのよ狩かりの邪魔でしょっ公務執しつ行こう妨ぼう害がいでしょ！　どきなさいっどかないと強制排はい除じよするわよほらほらあたしはお優やさしいから三秒だけ待ってあげるから急いで大至急で懸けん命めいに一目散に現場から撤てつ退たいしなさい三、二、一！　ブッブー時間切れっバカじゃないのぉあたしの警告を無視するなんてっ人の情けを踏ふみにじるなんて生きる値打ちがないわねだから男はダメなのよ！　それじゃ一いち撃げきで思う存分強制排除しちゃうわよ宇宙の果てまで飛んでいけぇぇぇっ！」

　リアル三倍速再生。早回しで喋しやべってるせいか、声のピッチも高い。そして……

「早口すぎて何言われているのか咀そ嚼しやくできねえ！」

　ごきゅっ。

　前方から迫せまってきた槍に腹を貫つらぬかれる寸前、俺は背後からおそらくはノーモーションで飛んできたもう一人の少女の長い脚あしに側頭部をしたたか打ち抜ぬかれ、そのまま脇わきの壁かべへとふっ飛ばされていた。

　俺の身体からだが廊下脇の壁へ叩たたきつけられていく刹せつ那な。

　さらにリアリズムを著いちじるしく欠いた光景が、目の前で繰くり広げられていた。

　背後から俺をハイキックで強制排除した少女（なぜか金きん髪ぱつ碧へき眼がん。胸のリボンによると二年生。俺より年上なのに少女というのもヘンだな）は、そのまま突進してきた槍兵娘むすめの正面に立ちはだかった。学校指定の肩かた掛かけ鞄かばん、そのストラップ部分を高校生離ばなれした豊かな胸の谷間に挟はさみ、腰こしに手を当てて仁に王おう立だち。

　うん。貧ひん困こんなボキャブラリーで申し訳ないが、美人だ。無理してもうちょっと別の語ご彙いで言えば、明めい眸ぼうの人だ。器量好よし。見目好し。瑞みず々みずしい。優ゆう麗れい。優美。豊満。娟けん麗れい。だんだん対象から外れてきたな。

　さらに、髪や指や胸むな元もとにぶらさがっている高価そうな豪ごう華かアクセサリーの数々も否いや応おうなしに目を引く。

　一いち瞥べつしただけで、彼女の実家がいわゆるセレブであろうことが容易に読み取れる。

〝外の世界〟には、こんなに恵めぐまれた人もいるんだね。

　で。

　金髪の女の子は俺を蹴ける際に高々と振ふり上げてた脚を下ろしつつ、鼻先に迫ってきた巨大な槍の穂先を……

「こらこら、このチビっ子！　入学早々こんな事件起こしてただで済むと思ってるとしたら大おお間ま違ちがいよっあんたは重罪人だからっ金きん閣かく寺じに火をつけた坊ぼう主ずなみに重罪だわっお子様が学内でこんなもの振り回したら危ないじゃないのよ人命が危険じゃないのよっこの魔女っ！」

　むんず。

　……早口で怒ど鳴なりながら、片手一本で止めてしまった。

　実に無造作に、鋭い槍の穂先を人差し指と親指とで摘つまんで、止めた。

　まるで、飛んでいるハエを箸はしで摘むかのような、有り得ない動作。

　魔女って……何だ？　この槍を持ってる子のことか？

「げっ？　もしかして、イマジン？　〝ボルグガゲイ〟を見られた!?」

　槍やりと一いつ緒しよに突とつ進しんを止められた茶ちや筅せん髷まげの女の子は槍を奪うばい返そうと腕うでに力を込こめて踏ん張ろうとする。が、穂ほ先さきを金髪の子に（二本指で）がっちりと握にぎられてしまって身動きがとれない。

「あらぁ～。あらあらあらあらあ？　この槍が、伝説の魔ま槍そう〝ゲイ・ボルグ〟だって自分でゲロっちゃってるのォ？　そうよこの感触はまちがいないわ、この世界には実在しない神話上のアイテムだわっ！　こんな危険かつ非現実的なモノをこの今久留主高校でぶんぶんと振り回して、あんたもしかして許されるとでも思ってるの未成年なら少々ハメ外してもお説教で済むとでも思ってるのっ？」

　突つっ込みを入れるのも馬ば鹿か馬鹿しくなるくらいの握あく力りよくで槍を摑つかんで放さない金髪の女の子は、碧あおい大きな目を光らせながら自分よりもずっと背の低い槍少女を見下ろしている。くすくす、くすくすと笑いながら。まるで、獲え物ものを見つけた肉食獣じゆうのようだ。それにしても早口だ。彼女一人だけ一・五倍速再生だ。

「う、う、うるさいうるさい。こ、この槍は〝ボルグガゲイ〟だもん、なのだ」

「〝ゲイ・ボルグ〟よ！　〝ゲイ・ボルグ〟〝ゲイ・ボルグ〟〝ゲイ・ボルグ〟〝ゲイ・ボルグ〟〝ゲイ・ボルグ〟！　あらぁ？　あら、あら、あら～？　あなた、自分が憑つかれている神さまの正体すら判わかってないのかしら？　ひょっとして、もしかして、あんたって超ちようがつくおバカさん？　どーやってこの高校に入ったのよあんたみたいなおバカさんがっ？　カンニング？　カンニングなのねっ？　ちなみにあたしは裏口入学！」

「オ、オイラ、バカじゃないもんなのだ！　今久留主高校超人バトルトーナメントで優勝したいから伝説の槍を持ってきただけなのだ！」

「何それ。そんなトーナメント聴きいたことないっ！　もうちょっとマシな妄もう想そうに憑かれなさいよっ学校でトーナメントが開かい催さいされるなんてきょうび少年マンガでも打ち切り目前の不人気作品かさもなくばキャラクター出し過ぎて処理に困った学園ハーレムマンガでしかありえないわ決してありえないのよっ！　おチビちゃんってば、ちこりさまにあくまでも抵てい抗こうして頑がんとして槍を渡わたさないというのならもうマジで死し刑けいよっ！」

　死刑などという言葉を軽々しく使うなんて、彼女もきっと現代病だね。

「三秒以内に槍を捨てて投降しなさいさもなくば、三、二、一、ブッブー！　タイムア～ップッ！　なんて極ごく悪あく人にんなのかわいい顔して死刑宣告をシカトするなんて恐おそろしい子ねっとっとと食くらいなさい、ちこりさまが下す正義の鉄てつ拳けんっ！　悪・即そく・斬ざんっっっっ！」

「ええっ？　ま、待つのだ。さ、さ、三秒経たってないのだっ」

　ああ。〇コンマ七秒くらいしか経ってない。

　ブンッ。

　高々とあげられた金髪の子（ちこりさま、だそうだ）の脚が、槍兵の子の頭頂部めがけて無む慈じ悲ひにも振り下ろされた。

　圧あつ倒とう的な身長差を利用した踵かかと落おとし。

　それって「鉄拳」じゃないぞ。

　しかし。

　脚あしを振り下ろそうとした瞬しゆん間かん、槍を捕とらえていた指がほんの少し緩ゆるんだらしい。

　槍兵の子が、ちこりに握られていた槍を素す早ばやく引き抜ぬいた。

　そして、再びちこりへと突進した。

「生徒を虐いじめるイマジンは悪なのだ！　悪は滅ほろびるのだ！」

　イマジンって……何だ？

「だだだだ誰だれが悪よ？　あたしは学校の治安を守る正義の味方よっ？　見て判らないのっこの北ほく欧おうからやってきたエルフのごとき美しいブロンドの髪かみを見て神こう々ごうしいと思わないのっ誰がどう見たってそっちが悪者でしょっ学内アンケートとったら一〇〇対〇の全会一いつ致ちであたしが勝利するに決まってるじゃないのよっ！」

　ああ。無む駄だなお喋しやべりしているうちに刺さされる。さっきの俺と同じだ。バカだ。

　しかしちこりは、自らの腹部を直ちよく撃げきするはずだった槍の穂先を、ふわりと身体からだを空中で回転させて間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひ。と同時にすでに振り下ろしつつあった脚の軌き道どうをも瞬時に変へん更こう。そのまま自分の側へ突進してきた槍っ子の腕を、鞭むちのようにしなやかな脚でしたたか打ち据すえた。おお。今、凄すごい角度で股こ関かん節せつが曲がった。普ふ通つう、人間の身体はそんなふうには制せい御ぎよできないと思う。

「ううう、腕が折れたのだっ？」

　槍兵の子は、目に涙なみだを浮うかべてふるふると震ふるえながら槍を落とした。

　確かに、右手が妙みような角度に曲がっている。

「おおげさねぇ、肘ひじの関節をガコッと外しただけよ。その程度でギブアップするなんてあなたには元々四角いリングという名のジャングルに上る資格がなかったのよちこりさまのライバルになろうなんてしょせん力不足だったのよ！　さてと……お前た、お前た、お前た！　よくもよくもよくもこのちこりさまに逆らってくれたわね……槍が刺さったら痛いじゃないのよ血が出たらどーすんのよあたしのこのパーフェクトで完かん璧ぺきな肉体にキズがついていたらどーやって損そん害がい賠ばい償しようするつもりだったのよっ？　今度こそお前は死刑よ！　うふ、うふふふっ」

「ひいいいっ？　怖こわいのだ、目を輝かがやかせながら舌なめずりして近寄ってくるな、なのだっ」

「シ～ケ～イ！　シ～ケ～イ！　ドイツ語で言うとTodesstrafeトーデスシユトラーフエ！　英語で言うと……エット……Ｃ─Ｈ─Ｉ─Ｋ─Ｅ─Ｉ？」

　それは英語じゃなくてローマ字だろう。しかも綴つづり間ま違ちがっている。

「ひゃああああっ」

　槍兵の子（もう槍は落としていたけど）が、後ろを振ふり返ってちこりから逃にげようとする。

　しかしその退路は。

　茶色の紙袋を被かぶった、三人目の女の子によって塞ふさがれていた。

　その生徒は、顔にすっぽりと茶色の袋を被っていた。だから、顔が見えない。首から上の部分で露ろ出しゆつしているパーツは、布にあけた一対ついの穴から覗のぞく目玉だけ。本当に女の子かどうか微び妙みようなところだ。でもたぶん、女の子だと思う。女子用の制服着てるし。身体、小さいし。

　でも。

　さすがに、今度ばかりは俺にも突つっ込ませてほしい。

　何だ、このいでたちは。

　どこのアマデウスに「レクイエム」を発注しに来た使者の人だ。

　この灰色ずきんの女の子も、早口でペラペラ喋るちこりの仲間らしい。

「……ごうもん……」

　紙袋を被った女の子は、無感情な声でたった一言、そう呟つぶやいた。次に、背中に背負っていた鎖くさりをぎゅっと引っ張った。ゴトゴトと何かが床ゆかを這はってくる音がした。彼女が引いている鎖の先には……

　小さな「棺かん桶おけ」が繫つながっていた。

　もう、突っ込みたくない。

「うわー超カワイソー。サナギに拷ごう問もんされる前に全部喋っちゃえば？　さもないとあんた悲ひ惨さんな拷問を受けることになるわよ？　一いつ生しよう涯がい思い出そうとしても忘れられないおぞましい目にあわされるんだから、ほら今すぐ自白しなさい、三、二、一！」

　ずきんの子は、サナギという名前らしい。それほんとに本名か？　いつの日か頭に被ったずきんが剝はがれて、美しい蝶ちようになるのか？

（ガタガタッ）

　棺桶が……暴れている。

「…………」

　ギギ……ゴトッ。

　サナギが無言のまま棺桶の蓋ふたを開けた。

　その中からは。

　体長五十センチほどの真っ黒いゼリー状の物体が、ヌメヌメテラテラと光る粘ねん液えきを見苦しく垂れ流しながら這いだしてきた。

　無数の触しよく手しゆをウネウネさせながら。

「ぎにゃああああ、なのだっ？」

　ちこりがニワトリでも捕らえるかのように簡単に槍そう兵へい娘の首ねっこをふんづかまえて、そのまま床に仰あお向むけに押し倒たおした。

「なななな、なんなのだこれはっ？」

「……つかいま……しゅぶにぐらす……」

「ぴえええええっ？　なっ何でも自白するから、そんなキモいどうぶつを近づけないでくれなのだあっ！」

「…………」

　サナギの手から解放された黒い触手動物が、槍兵の顔面に「ぐちゃっ」とイヤな音を立てて貼はりついた。

「ひいいいいっ？」

「捕とらえられた悪人が奏かなでる断だん末まつ魔まの叫さけび……いいわねえ。さあさあ前非を悔くいなさい、悔い改めてちこりさまに懺ざん悔げなさい！　いったいいつまで我が慢まんできるかしら？　かしら？　うふ、うふふふふっ」

　もはや槍兵娘のほうが被ひ害がい者しやになっていた。

「ごめんなのだ、自白するのだ！　オイラは、今久留主高校超人バトルトーナメントに優勝したくて、ボルグガゲイを持ってきたのだ！」

「それはさっき聴きいたわよ！　またしても槍の名前間違ってるしっ！　頭悪いんじゃないの記き憶おく力足りないんじゃないのっ？　どーして教室で槍を爆ばく発はつさせたのっ？　吐はきなさいっ仲間がいたら仲間を売りなさいっ！　仲間がいなくても誰だれかを適当に告発してあたしの狩かりの獲え物ものを増やしなさいよっ」

「た、試ためしに振り回してみたら、勝手に爆発したのだ！　それだけなのだ！」

「はぁ……超ちよう間ま抜ぬけねぇ。で、あんたが憑つかれた神さまの名前は？　それとも悪魔？　どこで憑かれちゃったの？」

「疲つかれた神さまって……何のことなのだ？」

「ああもう、いちいち説明するの面めん倒どう臭くさいっ！　いいから最近どこで何をしていたかを喋しやべりなさいってばっ！　何か珍めずらしい物語でも見たでしょ読んだでしょ聴いたんでしょっ」

「は、春休みにダブリンへホームステイに行ったのだ……そこで地元の人たちから向こうの神話を教わったのだ……クー・フリンが持っていた魔槍ボルグガゲイがかっこよかったので、ほしいなって思ってたのだ……」

「マジ？　女子高生が海外旅行したの？　それも長期？　そりゃ憑かれても当然だわ。よく税関パスしたわね」

「ううう、キモいのだ臭いのだ怖こわいのだ、この動物を外してほしいのだ！　パパが外交官だからオイラは税関フリーパスなのだっ」

「あらー。外交官なら、魔女の存在を知ってるはずなのに……自分の娘むすめだけは大だい丈じよう夫ぶだと思ってたのかしら？　親バカねぇ～、くすくす」

　魔女？　ちこりのほうが魔女じゃないのか？

「で、先週末に日本に帰ってきて、今朝目が覚めたら槍が枕まくら元もとに転がっていて……！　ひいい、耳の中に触手が、触手があああっ？　ぎにゃーっ!?」

　うわ。見ていられない。グロい。

「つまり、慣れない外国暮らしをして情じよう緒ちよ不安定になって突とつ発ぱつ的に憑かれただけみたいね。しょぼーい。あーあ、たまにはもっと巨きよ大だいな悪を懲こらしめたいわぁ。世界征せい服ふくとか米軍排はい除じよとかワシントン爆ばく撃げきとか。そーゆーワールドワイドな悪事を企たくらむ大巨悪を！　ああもう、日本の高校ってちまちました事件ばっかりで本当にイライラしちゃうっ！　うずくうずく、身体からだがうずくぅっ！　正義をなしたいと身体が夜泣きするうっ」

「……しゅぶにぐらす……きもくない……」

　まだ俺の脳はちこりに蹴けられた衝しよう撃げきから回復しない。立ち上がれない。

　そして。

　俺は、四人目の女の子の、声を……聴いた。




「お疲れ様。もう使い魔をしまいなさい。祓はらいは、遊びじゃないのよ」




　サナギとちこりの背後から。暗く沈しずんだ女の子の声が響ひびいてきた。

　サナギの、抑よく揚ようのない機械っぽい声とも違ちがう。

　聴いているだけで魂たましいまでがどこまでも沈んでいきそうな、陰いん鬱うつな声。

　体温が低いなんてもんじゃない。絶対零れい度どの声、だ。

　思わず俺は、その冷たい声が聞こえてきた方向を覗のぞきこんでいた。

　そこには。

　四人目の女の子が、いた。

　真っ黒い服に身を包んだ少女が、立っていた。

　ああ。これは……「女の子」ではない。「少女」だ。

　彼女は断じて、子供ではなかった。

　かといって、大人の女でもない。

　そう。「少女」としか形容しようのない、危あやうげな存在だった。

　腰こしまで伸のびた、漆しつ黒こくの髪かみ。

　蒼あお白じろい貌かお、物もの憂うげな黒い瞳ひとみ。

　白い十じゆう字じ架かをあしらった胸むな元もと以外は、真っ黒い上着。

　学校の制服じゃない。

　そして足あし下もとまでを覆おおい尽つくした、黒いスカート。

　つま先の尖とがったヒールまでが、黒かった。

　全身を黒い布と革かわで覆い尽くしているはずなのに……拘こう束そく着にも等しい厚着で肌はだを隠かくしているはずなのに。

　それなのに彼女の白い貌には、汗あせひとつ浮うかんでいない。
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　廊ろう下かの割れた窓ガラスの向こうからは、今こうしている間もセミの鳴き声が響いてきているというのに。

　まるで彼女の周囲だけが、凍いてついているかのような。

　黒い魔ま女じよ。

　俺の脳のう裏りに、瞬しゆん時じにそんな不ふ遜そんな言葉が浮かび上がった。

　ただ……

　彼女が右手に塡はめた手て袋ぶくろだけが、光り輝かがやくような純白に染められていた。




「この子は小物ね。今すぐ祓って終わりにしましょう」




　祓い……祓いって、何だ？

「光み紗さ、おそーい。いちいち正装に着き替がえなくてもいいのにぃ。チャッチャッと処理しちゃいなさいよ。チャッチャッと。俊しゆん敏びんに。迅じん速そくに。てきぱきと～」

「津つ嶋しま、使い魔を棺かん桶おけにしまいなさい」

（……ふるふるふる）←サナギが首を横に振ふる音。

「ダメよ。しまうのよ」

（……こくこくこく）←サナギが首を縦に振る音。

「いい子ね。津嶋」

　光紗と呼ばれた、その黒衣の少女は……。

　床ゆかの上に倒たおされたままの槍そう兵へい娘の胸の上に、腰のポシェットから取り出した小さな縫ぬいぐるみを置いた。

　それは、何とも言えない微び妙みような造形の縫いぐるみだった。

　顔だけ見ればクチバシや目玉が愛らしいヒヨコの縫いぐるみだが、頭にはお菊きく人形のような黒いつやつやの頭とう髪はつがみっしりと生えている。胴どう体たいは茶色い蓑みの虫むしの蓑に覆われており、背中からは三枚×一対つい、合計六枚の白い羽根が生えている。

　……怖こわくはないが、かわいくもない。制作者の意図がいまいち摑つかみきれない。

「……う……うう……やめろ……なのだ」

　槍兵の子はやっと使い魔から解放されたがまだ全身が痺しびれているらしく、仰あお向むけに倒れたまま動けない。

「食べなさい」

　光紗はポシェットから小さなパンを取り出して、ひときれちぎった。そして、倒れている槍兵娘の唇くちびるの中にちぎったパンをねじこんだ。

「……げほ、げほ……や、やめるのだ……うぇぇっ……熱い、身体が熱い……！」

「ミサで聖体として使うパンよ。普ふ段だんは、イエス・キリストの肉体の一部。でも今日は違う。これはね、『犬の肉』よ」

「これは……た、ただのパンなのだ……ううっ」

「違ちがうわ。私が『犬の肉』だって言えば、犬の肉になるのよ。器うつわが何であれ、私が名前を貼はり付けてしまえば、その器は実体になるの」

「……ううっ……うぐうっ……！　く、苦し……」

「クー・フリンは犬の肉を生しよう涯がい食べないという誓約ゲツシユを破って死んだのよ。どう、力が抜ぬけていくでしょう？　あなたに憑ついたクー・フリンは今、死ぬわ。これで槍やり遊びは終わりよ」

「……やだ……やだ……オイラはまだ……」

　ぜえぜえとあえぎながら呻うめいている槍兵の耳元で、光紗がつぶやいた。

「あなたは勇者なんかじゃないわ。異国を旅して、ちょっと自分が特別な人間だと勘かん違ちがいしてしまっただけの、ただの無力な女の子よ……」

「……う……あ、あ……違う……違うのだ……オイラは、オイラは……強いのだ……悪をやっつけるのだ……勇者に、勇者になるのだ……」

「違うわ。あなたには、何もできないのよ。あなたは無力だもの。ただの一市民として人生を終える運命なの。そのあたりの男と恋こいをして、適当な結けつ婚こんをして、日々の生活に追われて年老いていくのよ。それがあなたの人生なの」

「そんな……そんなの……いやなのだ……いやぁ……」

　これが〝祓はらい〟における、最後の仕上げらしい。

　俺が知っているカトリックの悪魔祓いと、ほぼ手順は同じだった。

　憑いているモノの名前を聞き出す。そのモノの弱点を攻せめる。そして……

「あなたは夢から醒さめるのよ。現実に戻もどりなさい。目を……お覚ましなさい」

「……や、やだ……」

　槍兵だった女の子が、震ふるえながら首を横に振った。その閉じられた目からは、涙なみだがあふれだしていた。

　しかしそれでも、光紗と呼ばれた少女は、まるで亡ぼう霊れいのように凍こおりついた表情のまま、彼女に向けてこう言った。

「夢の時間は、これで終わり。あなたは決して夢を見ない。もう二度と」

　これは、悪魔祓いというよりは。

　まるで……

　呪のろいをかけているようじゃないか。

　槍使い「だった」女の子は、目を閉じた。

「かくん」と落ちた。

　ほんの一いつ瞬しゆん……彼女の身体からだが、青い炎ほのおに、包まれた……ように見えた。

（祓われたのか）

　俺が声をあげようとしたその矢先に。

　ぐらり。

　校舎全体が、一瞬、ゼリーのように柔やわらかく曲がった。

　まるで、銀色に光る金属製のスプーンが突とつ然ぜん曲がった瞬間を見たかのような違い和わ感。

「ぴよぴよ、ぴよぴよ」

　槍使い「だった」女の子の胸の上に乗せられたキモい縫いぐるみが、小鳥のようにさえずりながら……

　ゼリーのようにぐにゃぐにゃになった〝世界〟を、空間を、校舎そのものを、そいつはクチバシの中に猛もうスピードで吸いこんで、食くらっていた。

（…………？）

　縫いぐるみが〝世界〟を食らいつくして、動かなくなった時。

　……俺は、〝元の世界〟の校舎の廊ろう下かに、腰こしを抜かして座りこんでいた。

　あれ？　何も……変わっていない？　縫いぐるみに吸いこまれたはずの校舎が、元のまま、本当にまるっきり元のまま、存在している。

　槍使い「だった」女の子も、彼女を囲んで悪あく魔ま祓ばらいを実行していた三人の女の子たちも、なにごともなかったかのように俺の目の前に存在し続けている。

　完全に消えたはずなのに、〝世界〟はまた元通り存在している？

　しかし縫ぬいぐるみが〝世界〟を食らう前とはたった一つだけ、違う点があった。

　廊下に転がされたままちこりの足に踏ふまれていたはずの魔ま槍そうが。

　最初から幻まぼろしだったかのように、跡あと形かたもなく消えていた。




「あれ。誰だれ、こいつ？　何やってんのよこら新入生、今から後片付けがあるんだからさっさと出て行きなさいよ」

　気を失った女の子を囲むように立っていた三人が、いきなり廊下の片かた隅すみに座りこんでいた俺のほうを振ふり向いた。

　やっと俺という傍ぼう観かん者しやの存在に気づいたようだ。

　俺はといえば、まだ身体が痺しびれていて、立てない。

「鹿ろく鳴めい館かん、放ほうっておきなさい。元の世界に戻ったばかりで、意識が混乱してるんでしょ」

「…………」

「でも、なーんかむかつかない？　あたしたちが危険を冒おかして悪魔祓いを実行している姿を、ぼけーっと見物してたのよこの無能きわまる新入生ってば！　ちょっとこら、なんなのよお前あたしたちは見せ物じゃないんだから役立たずは引っ込んでなさいよばかばかばか！」

　痛い。ちこりの長い脚が飛んできて、いきなり頭を踏みつけられた。

　何か喋しやべらないと、このまま踏まれっぱなしのような気がする。

「あ、あのさ。何もかもが俺の理解力の範はん疇ちゆう外なんだけどさ。とりあえず質問。その子の持っていた槍やりはどこへ消えたんだ？」

　三人がいっせいに俺の顔を覗のぞきこんできた。

　二人は、かたや金きん髪ぱつ碧へき眼がんのヨーロッパ系でこなたは黒くろ髪かみの純和風とタイプが全然違ちがうが、間近で見ると驚おどろくほどの美人。

　もう一人は……袋を被かぶっていて顔がわからん。てか怖こわい。

「ふうん」

「え？　あれっ？　あれれれれっ？」

「…………」

　うん？　俺、何かヘンなこと言ったか。

「ちょっとどうなってるのよ、お前？　忘れてないの、今見たことをクッキリばっちり記き憶おくしてしまっているわけ？　そんなの間違ってるわおかしいわ今までそんなケース無かったのに、もしかして魔女っ？　魔女なのっ？　でもお前は男だから魔女って呼び方はおかしいわね、もしかして超ちようレアな魔ま男おとこっ？」

「ふふ、そうかもしれないわね。どうする、鹿鳴館？」

　金髪のちこりが大おお騒さわぎして、黒髪の光紗が冷れい笑しようしながら返事をする。そして茶色い紙袋のサナギは、二人の脇わきに亡ぼう霊れいのようにぼんやり突つっ立っている。これがこの三人の基本行動パターンのようだ。

　さて俺が呆ぼう然ぜんと立ちつくしている間に、光紗は気絶している槍兵の胸の上から悪魔祓いの最中に乗せていたひよこなんだか蓑みの虫むしなんだか判然としない不気味な縫いぐるみを拾いあげ、大事そうに腰に下げたポシェットの中へしまいこんだ。

「ふふ。本当にこの子が魔女なら、速すみやかに対処しなければいけないわね。私たちイマジンの秘密を守るためにもね」

「魔男よ、光紗。まーおーとーこー！　魔女なんてかっこいい名前をくれてやる価値なんてないわよ、男ごときに」

「んもう、判わかったわよ」

　魔ま女じよと、魔ま男おとこ。

　一文字違いなのにえらい違いだ！

「鹿鳴館。この子が本当に魔男なら、近いうちに何か騒そう動どうを起こすんじゃないかしら？　何か見えない？」

「知らない。あたし、男の頭の中なんか覗く趣しゆ味みないもの」

「鹿鳴館？　さっさと調べなさい。さもないと……」

　うわ。光紗の唇くちびるが……とても嬉うれしそうにつり上がった。

「ひっ？　ちょ、ちょっと待って、見るから、見るから許して！」

　ちこりが頰ほおを染めながら、俺の正面に座って顔を覗きこんでくる。

「うーんうーんうーん男の頭の中を覗くなんて超キモいわねえ吐はき気がするうっお前コラちょっと何後ずさってんのよじっとしてなさいよっ視線を合わせなさいよっ目ぇ逸そらしてるんじゃないわよっ」

　忌いま々いましげに頰を膨ふくらませているちこりに、いきなり両頰を摑つかまれた。ぎりぎりぎり。うわ頰骨が折れる粉ふん砕さいされるやめろこの怪かい力りき女。

　抗こう議ぎする時間も与あたえられぬままに。

　ずいっ、と碧あおい目が迫せまってくる。

　ごんっ。

　鼻先に、おでこをぶつけられた。

「痛っ！」

「うわ鼻息がキモッ男って超キモッ。ほらじっとしてなさいよ、ちゃんと見えないでしょっ」

「見えないって……何が？　何なんだよ、額と額をくっつけるな！」

「……ん。来た来た。見えてきた……あっ？　ああああああっ？　ちょっ。まっ。お前っ。やっ、やめてよっやめなさいよそんなことしちゃダメえええええっ！　はっ恥はずかしいじゃないのよっ、何考えてるのよっいくらあたしがあまりにも美しいからってダメよ犯罪に走るなんてダメッ絶対っ！」

　ちこりはやおら俺の頭を合がつ掌しよう捻ひねりの要領で放ほうり投げ、無力に転がる俺の腰こしを腹を尻しりを足を踵かかとで踏ふみつけてくる。一人で何を激げき怒どしているのかまったく判らない。意味不明の暴力を浴びながら戸と惑まどっていると彼女は俺を指さして、さらなる世よ迷まい言ごとを叫さけびはじめた。ああもう声がカン高い声量がでかい台詞せりふが長い鼓こ膜まくが痛い。

「ここここいつ、正真正しよう銘めいの痴ち漢かんよっ！　痴漢痴漢ちかぁ～んっ！　デバガメよっ、ピーピングなトムなのよっ！　あ、あ、あたしたち三人を裸はだかにして密室に閉じこめて、ドアの鍵かぎ穴あなからあたしたちをジロジロ覗いてるううううっ！　酷ひどい、酷いわあっ？　お父さまにも見せたことない、このちこりさまのけがれなき肢し体たいを！　全ぜん裸らを！　オールヌードをっ！　食い入るように覗いてるのよっ！　みみみみ光紗、捕つかまえちゃって!!　いいいイマジンの部室にっ、かかかか、確保よっ!!」

　え？

　俺が痴漢？

　人違いだよ。俺はあんたたちと、たった今はじめて会ったばかりだぞ。なぁに話せば判る、話せば……

　あ、あれれ。










　三分後。

　俺は光紗とちこりに両りよう脇わきを摑まれて力ずくで廊ろう下かを引きずられていき、「今久留主高校異い端たん審しん問もん部」というおどろおどろしい看板を掲かかげた部室に投げ込まれていた。

　薄うす暗ぐらい部室に入るなり俺の目に飛び込んできた光景は、以下の通り。

　扉とびらのすぐ横には、年代物の大きな三角木馬。

　天てん井じようからは、滑かつ車しやがつり下げられている。

　木製の大きなテーブルの上には、巨きよ大だいなやっとこ。

　長くて黒い乗馬鞭むち。

　真っ赤なローソク。

　カラフルなプラスチック製の洗せん濯たくばさみ。

　使い古されていそうなガムテープ。

　壁かべには、棺かん桶おけの蓋ふたにマリア像が彫ほられている拷ごう問もん器具「鉄の処女」。棺桶の内部には、入れられた人間を串くし刺ざしにするための鋭するどい棘とげが多数生えているのがちらりと見えた。

　何か踏んだ。足あし下もとを見ると、あちこちからボルトが飛び出している禍まが々まがしい赤いブーツが、床ゆかに転がっていた。

　……ここは、俺のいるべき世界ではない。

「帰る」

　両りよう腕うでをふりほどこうと抵てい抗こうした。もちろん無む駄だだった。ちこりの馬ば鹿かげた腕わん力りよくには敵かなうはずもない。諦あきらめた俺の隣となりでは、光紗が酷こく薄はくそうに微笑ほほえむ。

「ふふ。生き娘むすめみたいに泣いても叫んでも、帰らせないわよ」

　生娘？

「そうそう。やい覗のぞき魔ま。お前はもう袋ふくろのネズミよっ！　サナギ、扉にカギかけといて！」

「…………（こくり）」

　俺は壁に取り付けられている手て枷かせを両手首に嵌はめられ、両手をバンザイした姿勢で立たされた。昔、「捕ほ獲かくされた宇宙人」の写真をどこかのインチキＵＦＯ特番で見たことがある。コート姿の捜そう査さ員（？）二人が、サルみたいな小さい宇宙人の手をひいて歩いている写真。あの写真に写っていたサル型宇宙人みたいなポーズだ。

「今久留主高校異端審問部、略して〝イマジン〟へようこそっ！」

「……ようこそ。ふふふっ」

「…………」

　なんだそのおどろおどろしい部活名。そして省略形だけ無駄にラブ＆ピース。

「あたしが、イマジンの陰かげの番長にして副部長の鹿鳴館ちこりさま。こっちの黒くろ髪かみの子が部長の大だい道どう寺じ光紗で、頭に袋を被かぶった子が津嶋サナギよ。お前ごときにあたしたちのフルネーム覚えられていちいちネットでプロフィールを検けん索さくされたり掲けい示じ板ばんに悪口書かれたりするのイヤだから絶対に決して天地神明に誓ちかって覚えないでよね」

　ちこり、だったらフルネームを紹しよう介かいするなよ。もしかしなくてもバカだろう。しかもそれだけ威い張ばっておきながら部長じゃないのかよ。

「うふ、うふふ。今まで多くの魔女を虐いじめて……じゃなかった、尋じん問もんしてきたけど、男を拷問するのははじめてだわ！　あたし、男が大だい嫌きらいなの。バカだし下品だし。今日は何の遠えん慮りよもなくいたぶっていいのよね？　うふうふふ、くすくすくす」

　この目の輝かがやき。ちこりは確実に肉食獣じゆうだと思う。

「あのさ。イマジンって何なんだよ？」

「表向きは、素行不良の生徒を監かん視しして風紀委員会にチクるのが仕事の地味～な部活よ。でもほら、この部屋見れば判わかるデショ？　見てみてこの国宝級の拷問具の数々！」

「国宝？　輸入モノばかりに見えるが」

「これ全部年代ものの本物なのよ。あたしたちの本業はぁ～、悪い魔女を狩かって捕とらえて拷問して祓はらう仕事なワケ」

　だから。魔女って何だ？

「魔女は、魔女よ。悪いヤツなのよ。だからお前も悪いヤツ。悪は狩らなければならないのっ」

　驚おどろくほど単純明快なちこりの説明だが、現実の世界は善悪二元論で割り切れないから厄やつ介かいなんだぞ。

「さあ、それじゃ異端審問を開始しましょう。キミ、名前は？」

　今度は光紗がすうっと至近距きよ離りまで接近してきて、俺の瞳ひとみを覗いてくる。

　この人が、部長なのか。

　黒衣に瘦そう身しんを包んだ、大道寺光紗。

　今久留主高校二年生。異端審問部部長。

　長い睫まつ毛げ。漆しつ黒こくの瞳。

　その瞳には……何も映ってはいなかった。

「お、俺は尾津。尾津智ち弘ひろ」

「ふふ、素す直なおな子ね」

「別に隠かくすようなやましいことがないからだよ。俺は無実だ」

「あら、本当に？　お母さんに黙だまって、いやらしい雑誌やはずかしいサイトを自分の部屋で覗き見したりしないの？　本当に？」

　え。この人、実はこんなキャラなのか。

「しかも通常の判りやすい趣しゆ味みじゃなくて、人間性を根こそぎ疑われるようなマニアックな趣味のサイトを開いてついでに社会の窓まで開いて親おや御ごさんに完全に申し開きができない極限状態になっていたところに突とつ然ぜん妹に入ってこられ、軽いトラウマを植え付けちゃったりしたんでしょう。で、妹さんはそのショックで男性不信に陥おちいって、百合ゆりの道に走ってしまったのね。それって立派な罪だわ、キミが次に生まれてくる時は必ずやネズミかゴキブリだわ。少なくとも二度と再び妹を授さずかる資格なんてないわね」

　む。そうか。このセクハラとしか思えない下級生相手のエロトークは、きっと光紗の狡こう猾かつな罠わななんだ。俺を挑ちよう発はつして自分のペースに乗せようとしているんだ。惑まどわされるな。

「妹なんかいねえよ。審しん問もんの場で適当な話をねつ造するな。だいいちこんなクラフト・エービングの資料室みたいな異常な部屋にいる人たちに、俺の趣味の特とく殊しゆ性を云うん々ぬんされたくないね」

「あら、語るに落ちたわね。クラフト・エービングなんて普ふ通つうの人間なら生しよう涯がい耳にしないであろう言葉がすらすら出てくる時点で、キミが柳やな下した毅き一いち郎ろうなみのマニアだという明白な事実が露ろ呈ていしているわよ」

「なんでだよ！　いったい何の尋問なんだよこれは。だいいち俺はマニアじゃない」

「ウソはいけないわね、尾津。キミが救いがたいマニアだってことは、簡単に証明できるのよ？」

　だから。問題は俺がマニアかどうかということではなかろうに。

「どうして？　覗かれる側とすれば、重大問題よ。ともかく予備尋問はこれで終わりね」

「今の予備尋問に何か意味があったのか？」

「別にぃ」

　目を逸そらしながら拗すねたように一言呟つぶやくだけで済むようなことだったのか……。

「さぁ、遊んでいないでそろそろ本番に入るわよ」

「遊びだったのかよ」

「うるさいわね黙りなさい。その胸のバッヂは、新入生ね？」

「ああ、そうだ。さっきあんたたちと出会ったばかりの俺がどうして痴ち漢かんなんだ？」

「鹿鳴館が言ってたでしょう。キミは、もうすぐ私たちを裸はだかにして密室に閉じこめて覗のぞく予定なのよ。そうね、たぶんこの一週間以内に」

「そんな予定、あるわけないだろ！」

「鹿鳴館はプレコグなのよ。未来を予知できるの。精度はいまいちだけど」

　当たるも八はつ卦け当たらぬも八卦か。それは、占うらないとどう違ちがうんだ。

「それに、私たちの悪あく魔ま祓ばらいの現場を目もく撃げきしたのにいっこうに忘れてくれないというのは大問題ねぇ。ふふっ」

「ああ、さっきのことなら全部忘れるよ。魔女とイマジンの校舎内での格かく闘とうと悪魔祓いの全ぜん貌ぼうについては、俺自身が一刻も早く忘れたい」

「ふうん。やっぱり全部覚えてるのね」

「そりゃあ、そうだろう」

「それよ。キミが全すべてを覚えていることじたいが、問題なのよ」

「なぜだ。あんたが槍やりを振ふり回している女の子を相手にエクソシストをやっていたなんて、誰だれにも言わないって。どうせ誰も信じないだろうし、そもそも俺はそういう厄やつ介かい事には関かかわらない主義なん」

　ぱちん。

「だ」

「礼れい儀ぎ知らずね。光紗先せん輩ぱい、と呼びなさい」

　痛い。頰ほおをぶたれた。しかも「名前の末まつ尾びに先輩をつけろ」との注文を出される前に。

「うるせえ。痛いじゃ」

　ぱちん。

「な」

　ぱちん。

「い」

　ぱちん。

「か」

　文句を言い終わる前に、右頰→左頰→右頰と三連コンボでぶたれた。

「何発殴なぐられれば私の命令を大脳まで伝えることができるのかしら、このサルは？　もっと調教が必要なのかしらね。もちろんキミの頭の中で私の裸を悶もん々もんと妄もう想そうする際にも呼び名から〝先輩〟を抜ぬかしてはならないわ」

「判わかりました俺が悪かったです光紗先輩」

「まぁ素す直なおでかわいい後輩ね殴ってごめんなさい、痛いの痛いの飛んでいけ」

　光紗……いや光紗先輩は、冷たい笑えみを浮うかべながら……

　手て袋ぶくろをしていない左手の指を、自分の舌で舐なめて。

　そのまま俺の頰に、その湿しめった指を近づけてきた。

「待て。何をするつもりだ」

「キミが記き憶おくを保持したまま私たちのもとから逃にげ出さないよう、呪しゆをかけるのよ。私の血をキミの顔に塗ぬりつけて呪じゆ文もんを描えがくの」

「それ、血じゃないだろ。唾つばだろ」

「私が血だと言えば、血としての効力を持つのよ。私の〝祓はらい〟を見ていなかったの？」

「せめて本当の血を使ってくれ」

「イヤよ。リストカットって、痛いもの」

「だいたい『まぁ素直でかわいい後輩ね殴ってごめんなさい、痛いの痛いの飛んでいけ』という唐とう突とつな乙おと女め台詞ぜりふは何だ」

「それはキミをイマジンに縛しばり付けるための呪文よ」

「マジかよ。適当だなあ」

「ほら、じっとしてて。動かないで」

　俺は慌あわてて首を振り回し、無言で光紗先輩の濡ぬれた指から逃のがれた。

　試合開始。

　光紗先輩が右頰に指を移動させる。

　俺が左側へスウェイする。

　すると左頰に指が。

　今度は右側へスウェイ。

　しばらく無言で睨にらみ合う。

　試合再開。

　今度は右頰とみせかけて左頰とみせかけてやっぱり右頰に指が飛んでくるところを俺は頭を前に倒たおして頭頂部でその指を受ける。

　実に不毛な戦いが、黙もく々もくと続いた。

　だがついに、体力がない光紗先輩が先に息を切らした。

　勝った。

「はあ、はあ、はあ。お、おとなしくしてなさい尾津智弘」

「絶対に断る。なぜ俺の記憶が消えていないことがそれほどの罪なんだ。それは顔に見ず知らずの女子高生の唾だ液えきを塗られねばならないほどの重い罪なのか」

「〝祓い〟を見ていたでしょ？　私が魔女から力を祓ってしまうとね、本来は目撃者の記憶も勝手に消えちゃうのよ」

「マジかよ。またしても適当だな」

「それなのに、キミが忘れないのは……」

　ないのは？

「キミ自身にも、力があるからよ。魔ま女じよや、私たちイマジンと同様の力が」

「うわ何それ。とりあえずそんな得体の知れない力が俺にあるわけないじゃないかと言っておく」

「まあね。普ふ通つうは十代の女の子が〝発はつ症しよう〟するんだけど、例外は常に存在するわ。それに幼い頃ころに訓練を受ければ、誰だれでも多少は魔力を持てるの。だから多分、キミにもあると思うわよ」

「どのあたりにだ？」

「そうねぇ。おでこの、このあたりかしら？」

　しまった、油断していた。すかさず光紗先輩の右手に顎あごを摑つかまれ、左手の指で顔中をぺたぺたと撫なでまわされた。額から、鼻筋、右頰、左頰。ぬるっとした生暖かい感かん触しよくが、顔の上に広がっていく。なんだか、ナメクジが顔の上を這はっているような。

「待て。半はん乾がわきの湿った指で俺のおでこを触さわるな濡らすなマーキングするな」

「ふふん。私の勝ちよ」

「まだ俺に呪をかけようとしていたのかよ。本当に効力あるのか？」

「ええ。これでもう、キミは私から逃げられないわ」

　ウソだろ。

「ホントよ。もはやキミは身も心も私の呪の虜とりこ。いい？　キミは今日から頭の先から足の先まで全部私のモノなのよ」

　光紗先せん輩ぱいが俺の目を覗のぞきこみながら、両手で俺の頰ほおを撫で回しはじめた。右手は相変わらず白い手袋を塡はめたままだが、左手は素手。細い指。こ、この意味不明の行こう為いも謎なぞな台詞も全すべて、呪を完成させるためのマジナイなのか？

「ほぉら、恥はじらいで顔が真っ赤になっちゃった。大昔の少女漫まん画がに出てくるバレンタインデー当日の乙女みたいだわ」

「て、照れてねえよ」

「では発情しているのね。女子高生の唾液を顔に塗られて発情するなんて、やっぱりキミはマニアね。それも手の施ほどこしようがないくらいに深刻なマニアだわ。おおいやだ、私の身体からだから出た分ぶん泌ぴつ物ぶつなんかに発情するマニアがこの世に存在していて、しかもそれが私の目と鼻の先にぶらさがっているだなんて、寒気がするわ。なんて汚けがらわしいのかしら」

「うるさい。まだ俺がマニアかどうかを問題にしていたのかよ。つまりは俺の記憶を消せば済む話じゃないか！　記憶を消す呪法はないのか？」

「魔力を持ってる人間から事件に関する記憶を奪うばうには、その人間の持つ〝力〟そのものを祓ってしまわないといけないのよ。なぜならば〝力〟とは〝世界〟そのものであり、〝世界〟とは〝記憶〟そのものなの」

「言葉の意味がよく判わからない」

「単刀直入に言えば、〝祓はらい〟を行うためには、キミが〝何〟に憑つかれているかを知らないといけないの」

「憑かれる？　悪魔にか？　それとも狸たぬきにか？　俺は何ものにも憑かれてないぞ」

「くすっ。そうこなくちゃね」

「え？」

「素す直なおに吐はかれちゃ楽しくないわ。これからたっぷりと拷ごう問もんして虐いじめて虐めて虐めぬいて、無理やり喋しやべらせてあげる。ふふっ」

「本当に俺は知らないんだ。そもそも魔女って何だ。〝憑かれる〟ってどういう意味だ？　あの縫ぬいぐるみが吸いこんだ、もう一つの〝世界〟は何だったんだ？」

「どうせキミは忘れるんだから、別に知らなくてもいいでしょ？」

　おいおい。どこまでも適当だな。

「……ごうもん……」

　袋ふくろを頭から被かぶったサナギが「やっとこ」を高々と掲かかげながら、一歩ずつ俺の側そばへと近づいてきた。

　え。

　いや。待て。おい。ちょっと。




『やあやあ、イマジンの諸君。新学期早々、魔ヘ女ク症サド候ロー群ムを発はつ症しようした男子生徒を捕ほ獲かくしたんだってね？』




　かんぬきを掛かけて閉とざされている扉とびらの向こうから、聞き覚えがあるようでないような男の声が響ひびいてきた。もしかして、イタリアに何らかのトラウマを持っているキツネ目の風紀委員長か。

「…………」

　サナギは「やっとこ」をテーブルの上に置いて、光紗先輩の後ろにすすっと身を隠かくしてしまった。

　光紗先輩とちこりは、うなずきあいながら扉の前に立った。

「朝から何の用かしら、笹木？　せっかくこれから楽しもうと思ってたのに、興が醒さめてしまったわ」

「そうそう。おもしろいデク人形を調達したんだから、邪じや魔ましないでよねキツネ。ここは貴様みたいなむさい男が入っていい部屋じゃないのよ、この鹿鳴館ちこりさまの聖域なんだから（中略）空気汚よごれるのよ貴様の肺が部室の空気を汚お染せんしてるのよ超ちよううざいのよ男なんて無能なのよ無能無能無能っだから生物学的に劣れつ等とうな生物であるところの男は魔女にもなれないしイマジンにも入れないのよ魔女と格かく闘とうすることも魔力を祓うことも使い魔を繰くりだすこともできないくせに（中略）調子こいてんじゃないわよこのうらなり青びょうたん（後略）」

『鹿鳴館くんは言いたいことの要よう旨しを百字以内にまとめる訓練をしたまえ。大道寺くん、校内に出しゆつ没ぼつした魔ヘ女ク症サド候ロー群ム発症者の〝祓い〟は君たちイマジンの管かん轄かつだが、祓えない場合は風紀委員会に引き渡わたすという契けい約やくだろう？　今朝諸君が捕獲した男子の魔女は……ああ、もっと良い言葉があればよいのだが』

「魔男」

『それだ。魔男というのは非常にレアなサンプルでね。全世界でも数例しか報告されていない。貴重な実験材料だよ』

　光紗先輩の細い眉まゆが、徐じよ々じよに吊つり上がりはじめている。

「ふうん。だから風紀委員会によこせ、と？　自分の学校の生徒を上層部に売り渡して、得点を稼かせぐつもり？」

『大道寺くん、いずれ君とはお互たがいの価値観の相そう違いについてゆっくり対話する機会を設けなければいけないな』

「あらそう。ご所しよ望もうなら、今ここで対話してあげて徹てつ底てい的にお前の俗ぞく物ぶつ的な正義感と安っぽい公共精神とを論破してあげてもいいわよ？」

『いやあ、あいにくと僕は忙いそがしいんだ。そもそも個人の価値観はそれぞれが全すべて尊重されるべきだ。今はとにかく、その魔男を渡してくれたまえ。さあイエスかノーか』

「もちろん、渡さないわよ」

『そんな子供みたいな駄だ々だをこねられても困るな。〝祓い〟は成功しそうなのか？　今日中に祓えるのか？』

　成功など、するはずがない。俺は悪魔にも神さまにも狸にも憑かれてなどいないのだから。

　ん？

　ということは、俺はキツネ目のイタリア男に身み柄がらを引き渡されて、そしてその後は……

　その後は、どうなるんだ？

　しかし。

「その後」は、訪おとずれなかった。

「この子を祓う必要はないわ」

　光紗先せん輩ぱいが、そんな俺のほうへちらりと視線を向けながら、言った。はっきりと。決意を秘ひめたかのような毅き然ぜんとした口調で。

『どういう意味だ？』

「この子は、イマジンの四人目の部員よ。私たちは彼を拘こう束そくしたんじゃないわ。新入部員候補として勧かん誘ゆうしたのよ。そして、ついさっき、この子は私たちの歓かん待たいに涙なみだながらに感激して入部届にサインをしたの」

「ちょ。光紗。何を言いだすのよ、男をイマジンに入れるなんて正気っ？　しかも、こいつってばデバガメよデバガメ？　そんな獅し子し身しん中ちゆうのウジ虫を神聖なる部室で放し飼いにするなんて、あたしは絶対反対っ」

「……ちこり、黙だまりなさい。この子はイマジンに入部したのよ」

「えー？　どうしちゃったの光紗？　こんなへたれ男、役に立つわけないじゃん。ああもしかして、どうせ本格的にねちっこくじろじろと男の欲望まみれの視線に覗のぞかれる被ひ害がい者しやはおっぱい大きなあたしだけだから、洗せん濯たく板いた搭とう載さいの自分には害が及およばないとそう気づいたのぉ？　光紗ってば、ずるーい」

　ぎりっ。

　皮が嚙かみ破られるような怨おん念ねんのこもった音が、部室内に小さく響いた。

「入・部・し・た・の・よ」

「ひっ？　そ、そ、そうね。こいつはイマジンに入部したのよねっ。あは、あははははは」

「……鹿鳴館、男子どもの前でよくも私の胸の話をしたわね……」

「ひいいい」

　光紗先輩のおぞましい邪じや眼がんにひと睨にらみされたちこりは、全身を小さく震ふるわせながら俺のもとへ駆けよってくると……

　俺のお尻しりを、思いっきり蹴けり上げてきた。

「やれやれ。弱者が、さらなる弱者を虐いじめる。現代社会の縮図だな」

「うっさい！　お前のせいよ、お前のっ！」

　俺がちこりに八つ当たりされている間も、光紗先輩と風紀委員長の陰いん惨さんな押し問答は続く。

『ふん。祓はらえない魔ま女じよでも部員にしてしまえば、僕らに引き渡さなくても済む……また、その手か。いずれイマジンは魔女で溢あふれかえるぞ』

「あら、ご心配なく。私は魔女から力を祓うことが生きがいなのよ。これ以上部員を増やしたりはしないわ」

『大道寺くん、なぜいちいち僕に逆らうんだ』

「それはもちろん、お前が嫌きらいだからよ。大嫌いな人間が己おのれの卑ひ小しような願望を達成できずに屈くつ辱じよくに塗まみれて歯ぎしりしている光景を、くすくすと笑いながら高みの見物。それが私の何よりの楽しみなの。魔女を祓ってるのも、あの子たちのちっぽけな夢を無理やり奪うばい去って絶望の淵ふちに叩たたき落とす瞬しゆん間かんが何より楽しいからよ。できれば笹木、お前の中ちゆう途と半はん端ぱで役に立たないみじめったらしい魔力も祓ってしまいたいわ、たっぷりと呪のろいの言葉をかけて。無能なくせに地位と組織で自分の周囲を飾かざり立てて優ゆう越えつ感持ってる人間なんて顔を見るのもうざいもの」

『それは実に明快な理由だな。だが役に立たないのはそこにいる魔男も同じだと思うがね。しょせん、遺伝的な素養のない男が修しゆ行ぎようで手にすることのできる魔力など……』

「あら笹木、イタリアにはお前より強い魔力を持った男のエクソシストがゴロゴロいたわよ。自分が劣れつ等とう者だからって男性全ぜん般ぱんを残らず自分レベルにまで貶おとしめるなんて、小利口な人間の取るべき自じ我が防衛の手口とは言えないわね」

『イ、イタリアの話はよせ！　で、ではお手並み拝見とするよ。どうなっても僕は責任を取らないからな。これで失礼！』

　ああ、聴きいているだけで心が汚よごれそうな、ぎすぎすした会話だった。

　光紗先輩のほうが風紀委員長より一枚上手……というか、より悪質ということだけは判わかったが。




　風紀委員長が門前払ばらいを食わされて立ち去った後、俺は拘束を解かれて椅い子すに座らされた。この椅子もよく見ると拷ごう問もん用の椅子らしいが。

「俺は礼を言うべきなのかな。もし俺が風紀委員会に身柄を引き渡わたされていたら、どうなってたんだ？」

「ふふっ、どうなっちゃうのかしらね。私はキミに飽あきたら躊ちゆう躇ちよなく捨てるから、その時になれば否いや応おうなしに判るんじゃない？」

　拾った犬は最後まで面めん倒どうみないといけないんだぞ。

「あーもう売り言葉に買い言葉でこんな痴ち漢かんを部室に飼うことになっちゃったじゃない！　光紗ってばしょうがないわねぇ。それじゃ、ちこりさまが自己紹介してあげちゃおうかな？（中略）」

　どうやらちこりに会話の主導権を与あたえると口が暴走するようだ。あまり相手しないようにしよう。

「こら怪かい奇き覗のぞき犬、聴いてるの？　もちろんこの金きん髪ぱつは地毛よナチュラルよ天然よ！　あたしの家系は由ゆい緒しよ正しいゲルマン貴族なのよ神聖ローマ帝てい国こく時代から脈々と続く高貴な家いえ柄がらなのよハプチュブリュク家に連なる高貴な血なのよっ！」

　かといって、サナギはずっと無言のまま部屋の片かた隅すみに立っているだけだし。正直、話しかけるのが怖こわい。

「ざまあみなさいこの東洋の雄おすザル！　うらやましいでしょう憧あこがれるでしょ（中略）どうかしら見なさいよほらこの透すき通る白い肌はだ。神こう々ごうしすぎて触ふれる度胸もないでしょう？」

　だがうかつに光紗先せん輩ぱいと話したら、人並み程度にはナイーブな俺のハートを鋭えい利りなカッターナイフでぎちぎちに切り刻まれそうだし。

「（中略）だから哀あわれにも覗きに走るのよ、お前は！　もう本当に男って哀れねぇ、超ちよう哀れだわ。ああ、あたしの美しさって罪すぎるぅ……美しさは罪、微笑ほほえみさえ罪（中略）見なさいこのカモシカのような脚あし、フルマラソンだろうが百メートル走だろうが今すぐオリンピックで金メダル確（中略）」

　しかし、なぜ光紗先輩は俺を拾ったのだろう。だいたい魔力とか魔女とか魔ヘ女ク症サド候ロー群ムって何なんだ。だから俺は〝半径三メートルの世界〟の外側とは関かかわりたくないんだ。〝外の世界〟はさ、非常識なんだよ。春なのにセミが鳴いていたり、沿岸部の街が年々海に吞のまれて消えていったりさ。かつて神こう戸べの海の上に浮うかんでいた人工島のポートアイランドや六ろつ甲こうアイランドなんて、もはや影かげも形も見えなくなって伝説のアトランティス大陸およびムー大陸扱あつかいだもんな。

「そうそうリボンの色を見れば判るでしょうけどあたしは二年生だから、お前の先輩（中略）ほらどうよあたしって美しいでしょうお前と同じ人間だなんて思わないでよね土ど下げ座ざしてかしずきなさい！　このあさましい未来痴漢のバカ犬。あぁ……けほけほけほっ。げほっ、げほっ、ごほっ！……うぅ……はぁはぁはぁ。ね、ねえ、ちょっと息いき継つぎしていい？」

「って、そこまで疲ひ弊へいしていながらまだ喋しやべり続けたいのかよっ？　そんな自画自賛の美び辞じ麗れい句く以外に何の情報も含ふくまれていない自己紹介があるかよ。何がハプスブルク家だ。日ユ同祖論よりも信じられない上に、舌が短いからろれつが回っていない」

「舌、短くないもん！」

「じゃあ、ハプスブルク家って三度言ってみろ」

「ハプチュブリュク家っ、ぱふちゅぶりゅく家っ、ぱぷちゅぴゅりゅくけっ」

「だんだん遠ざかってる上に幼児退行している」

「あ、あ、あ、あたしほどの美人を前にして、何よ何なのよそのぶっきらぼうな態度はっ？　な、な、生意気な一年生ねっ！　そもそもなんでタメ口なのよっ敬語使いなさいよっこっちは貴族なのよ貴族っ貴族といっても平へい安あん貴族とかそんなんじゃないわよローマ帝国よすべての道はローマに通じるのよローマは一日にしてならずなんだからっ」

「ローマに関わる諺ことわざを知っているだけ全部あげつらおうとしているな。しかも誰だれもが知っている定番だけか」

「う、う、うるちゃいっ」

「舌、舌。ちゃんと回ってない」

「はいはい、そこまでそこまで」

　光紗先輩が、ぽんぽん、と手を打ち鳴らした。相変わらず、右手には白い手て袋ぶくろを塡はめている。右手の小指が、ぴんと伸のびている。そういえば……さっきもそうだったな。カラオケで歌う時も常に小指を立てているタイプなんだろうか。

「さて尾津智弘。キミは〝狩かり〟の役には立ちそうもないわね」

「まあそうでしょうね。そもそも俺が魔ま男おとこだという容疑自体がえん罪ですし」

「でもね、劣等なゴクツブシに無む駄だ飯めしを食わせてあげるほど私は優やさしくないの」

「光紗先輩の内面には優しさのかけらもないということぐらい、他人にさほど興味がない俺にすら判ってるさ」

「というわけで、キミには明日から、この部室で執しつ事じやってもらうわね」

　執事？

「そう。執事。仕事で疲つかれて帰ってきた私たち三人に、誠心誠意サービスするの。まずはレベル１のフットマンからスタートして、徐じよ々じよに経験値を稼かせぎながら一人前のバトラーを目指しなさい。一学期の間にバトラーになれなかったら萌もえないゴミとして捨てるわよ」

　腐ふ女じよ子し趣しゆ味みのかけらもない普ふ通つうの男子高校生の俺に向かって、バトラーとかフットマンとか言われても。

「というわけだから、明日から紅茶セットとか銀食器とかいろいろ部室に入れておきなさい。早朝には一番乗りして、必ず部室を掃そう除じ。はいこれ、部室の合い鍵かぎね。あと、この部屋にいる時は、必ず執事服を着用。これは〝命令〟よ。逆らったら躊ちゆう躇ちよなくすっぱりと捨ててあげる」

「費用は？　ちゃんと部費から落ちるのか？」

「ふふふっ、私をとことん呆あきれ果てさせてくれるわね。尾津智弘、キミってなんて甘ちゃんなのかしら。そんなバカげた備品の購こう入にゆう費ひを、生徒会が経費として承認するわけないでしょう？」

「バカげていると、ちゃんと自覚しているんだな」

「この執事ごっこは徹てつ頭とう徹てつ尾び、私の個人的な道楽なのよ？　だから当然キミが全額自腹で支し払はらいなさい」

『だから』の用法が間ま違ちがっている。『当然』を被かぶせても騙だまされないぞ。

「イヤだと言ったら。っていうかそれ以外に言葉が見つからない」

「私は迅じん速そくに音速で眉まゆひとつ動かすことなくキミを見放すわ。黙だまってこの私の言いなりになっていればそれで幸せなのよ、キミは」

「なんだか目め眩まいがしてきた。頼たのむ、〝何〟が俺に憑ついているのか知らないが、祓はらってくれ。この殺さつ伐ばつとした部屋で執事服を着せられて飼われ続けるよりはマシだ」

「だーめ。何に憑かれてるか判らない限り、祓えないの。無理。それにね、私はキミを生かさず殺さず飼い殺しにして毎日ねちねちといたぶってあげたいの。魔女ってね、祓われたら私のこと全部忘れちゃうのよ。祓ったらそこでお別れなのよ？　そんな結末って、あまりにも悲しいわ。せっかくこの広い世界であなたというかけがえのない人と出会えたのに」

　いや俺は出会いたくなかったよ。かけがえのある人に生まれたかった。

「なぁんてね。冗じよう談だんよ」

　判ってます。

「実のところ、笹木とキミへの嫌いやがらせ。二人のうち一人も喜ばせないやり方って、この『飼い殺し作戦』しかないのよ」

　凍いてつくような視線で俺を睨にらみながら、光紗先せん輩ぱいは口元だけで微笑ほほえんだ。




　入学式が完かん膚ぷ無なきまでに終しゆう了りようした頃ころ。

「イマジンの秘密活動と魔女の存在について、誰にも口外しないこと」「明日から、朝一番に部室に来て掃除をすること」という条件を受じゆ託たくして釈しやく放ほうされた俺は、やっと自分の教室に入ることができた。

　俺に残された机は、教室のいちばん隅すみっこの余り物だけだった。

　着席した俺は、すぐ隣となりの席に座っている女子が、朝の廊ろう下かで槍やりを持って暴れていた茶ちや筅せん髷まげの子だということに気づいた。

　肘ひじを包帯で吊つっている。ちこりに蹴けられて痛めた側の肘。

　同じクラスなのかよ。あ、目が合った。

　関かかわりたくないが、無視もそらぞらしいな……。

「や、やあ。け、今朝はどうも。肘の具合は大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　あなた、誰？」

「朝、会ったろ？　覚えてないのか？」

「はい。私、登校中に貧ひん血けつで倒たおれてしまって。さっき保健室から戻もどってきたところです……」

　口調が静かだ。態度もしおらしい。……誰？

「しかし、だったらその腕うでは？」

「これは、転んだ時に痛めちゃったみたいです……」

「本当に何も覚えていないのか？」

「……はい……」

　そうか。光紗先輩に祓われた魔ま女じよは……全てを忘れてしまう、のか。

　目もく撃げき者しやだけでなく、魔女当人も。

　自分が創ろうとしていたもう一つの世界のことも、その世界を光紗先輩に壊こわされてしまったことも、全て。

「私、倉くら橋はし希のぞ美みっていいます。あなたは？」

「俺は、尾津智弘。明日からイマジンで執事を務めることになっている」

「え……？」

　ざわっ。

　ざわ……ざわ……ざわ……！

　イマジンという不ふ吉きつな言葉を俺が口にした瞬しゆん間かん、教室の温度が三度は下がった。あの三人、新入生の間でもすでに有名人らしい。倉橋も、一歩俺から引いてしまった。

「お前、イマジンに入ったのか？　すげぇ度胸あるな！」

「あそこって、素行の悪い生徒を監かん禁きんして密ひそかに学外へ放ほう逐ちくしちゃうって噂うわさだよ～」

　俺の席の前に座っていた見知らぬ男子生徒二人が、こっちを振ふり向いて話しかけてきた。

　そういえば俺の中学からこの今久留主高校に進んだ生徒って、あまりいないんだよな。だから教室を見み渡わたしても、知らない顔ばかりだ。おや。いちばん前の席に、頭にネコミミみたいな一対ついの巨きよ大だいなリボンをつけた女の子が座っている。あれは校則違い反はんにはならないのか。

「俺は小お笠がさ原わら。野球部に入部予定の自じ称しようナイスガイだ。よろしく！」

「そして僕は書道部に入部予定の……」

「俺は尾津。イマジンの面々とは朝の廊下でばったり会って無理やり入部させられただけだ。生徒を監視したり監禁したりする趣しゆ味みはないから、っていうかそんな面めん倒どうなことにはいっさい興味がないから安心してくれ」

　小笠原ともう一人（誰だれだっけ）は、心底同情したように頷うなずきあった。

「廊下で拉ら致ちられて強制入部かよ。拒きよ否ひすればいいのに」

「俺に人間並みの拒否権があるのなら、行使していたさ」

「やっぱり噂通り怖こわい部活なの？」

「どうかな。どういう噂が流れているのか知らないしな」

「袋ふくろを被ってる部員は、実は吸きゆう血けつ鬼きだって噂だぜ。狼おおかみのような尖とがった牙きばを隠かくすために袋で顔を覆おおってるとか。小さな棺かん桶おけを曳ひいてるだろ？　あれは彼女自身のねぐららしい。中には彼女の祖国トランシルヴァニアの土が……」

　本当に根も葉もない噂だな、それは。そのくせ都市伝説としても学校の怪かい談だんとしても、あまりにも凡ぼん庸ようすぎる。お前ら、本当はあの棺桶の中には無数の触しよく手しゆをうねらせている謎なぞの使い魔まが隠れているんだぞ。どうだ凄すごいだろう。言えないけど。

「金きん髪ぱつの副部長は白ホワいイト魔ウイ女ツチって呼ばれてるらしいね。彼女は芦あし屋や一の名家・鹿鳴館家のお嬢じようさまなんだけど、幼い頃から悪魔に取り憑つかれてるんだってさ。憑ひよう依いされると白目を剝むいて緑色の冷たいゲロを吐はきまくって、ブリッジしながら階段を下りはじめるんだって。ホントかな？」

　そりゃ映画「エクソシスト」、しかもディレクターズカット版限定の話だ。魔女狩がりやってるヤツが周囲から魔女呼ばわりされてるとは皮肉だな。

「あの先せん輩ぱいの父親も、悪魔と契けい約やくして今の富を手に入れたとか言われてるな」

　いや、普ふ通つうに資産家だろ？　本人はただのバカだし。

「でもおっぱい大きくて美人で、あれでイマジンでなければ憧あこがれるよね～」

　そうだな。距きよ離りを取って愛めでているだけって立ち位置がいちばん幸せなんだ。

「黒くろ髪かみの部長は黒ブラいツク魔ウイ女ツチってあだ名だ。いつも右手に手て袋ぶくろをしてるだろ？　あれって」

　掌てのひらに魔力を増ぞう幅ふくするペンタグラムのタトゥーでも彫ほってあって、それを隠すために手袋を塡はめている、ってところか？

「リストカット常習者だから、手首の傷を隠すために塡めてるらしいぞ」

　……まったく無責任な噂だな。

「去年の夏に、校舎の屋上から飛び降り自殺をはかったらしいよ」

　しかも、これまた想像力が貧ひん困こんでワンパターンだ。

「それは絶対にない。あの真性サディストの部長に限って、自傷癖へきとか有り得ないから。他傷癖はあるようだがな」

　まったく。ちょっと暗い女の子を見つけたら、すぐにリスカ扱あつかいかよ。俺のジャッジは「没ぼつ」だ。「実は過去に生徒を殺している」とでも言われたほうがよっぽど盛り上がる。

「ふうん、そうなんだ。本人を直接知ってる君が言うんだから、そうなんだろうね～」

「そうか、あの部長はサディストなのか。言われてみれば確かに女王さまキャラだよな」

　……いかん。俺のせいでさらに妙みような噂が広まりそうだ。

「それより朝の爆ばく発はつ事故の件だが。お前ら、何があったか覚えてるか？」

「ああ。あれなら風紀委員会の連中が掃そう除じしに来てくれたからな、もうすっかり片付いてるぜ」

「風紀委員会が？　そうか。あいつ、事後処理係をやらされてるのか」

「理科実験室で誰かが実験中にミスったんだよね。ケガ人が出なくて良かったよ～」

「実験？　入学式の朝から？」

「らしいぜ。熱心な部員もいるもんだよなぁ」

「そうそう。僕、部員らしき男の子が実験室から走り去るのを見たんだよ。彼がきっと犯人だね～」

　小笠原ももう一人（誰？）も、実際とは異なる記き憶おくを持っているようだ。

　俺は、隣となりの席で静かにうつむいている倉橋の横顔をちらりと覗のぞき見した。

　事件を覚えているのは、俺とイマジンの三人と……風紀委員長……だけ？

「なんだ、さっきから隣の彼女をちらちら見てるけど。惚ほれたのか？」

　小笠原に袖そでを引っ張られた。

「違ちがう。恋れん愛あい沙ざ汰たには興味がない。いろいろと面倒そうだからな」

「なかなか体温の低いヤツだな」

　それは俺だけじゃないだろう。誰もが自分だけの〝半径三メートルの世界〟の中で暮らしている。ただ、そのミニマムな世界の中にわざわざ異性を引き込みたがるヤツが割と多いというだけのことだ。

「あの……僕は前の席に座ってる、頭に大きなリボンをつけている女の子がいいな……」

「そうか……あ……えーと……お前、誰だっけ？」

「うう、ひどいや。僕の名前は……」

「俺はだんぜん委員長だな、見ろよ！　今どき、眼鏡めがねだぜ？　眼鏡なんて昔のドラマでしか見られないぜ？　野球部のマネージャーになってくれねえかなぁ？　やっぱマネージャーは眼鏡に限るよな、そう思うだろ？」

「そうかもな小笠原。なかなか熱いヤツだな、さすがは野球部」

「そうだろう、そうだろう！」

　残念ながら甲こう子し園えん球場は去年の春に海に沈しずんだけどな。選せん抜ばつ大会準決勝戦の最さ中なかに。今は西にしの宮みや湾わんの海底に眠ねむる古代のコロシアムと化している。

「ううう。僕って、存在感ないのかなあ」

　小笠原の隣の奴やつ（名前、何だっけ）が、なぜか悲しげな表情で窓の外を見あげていた。入学早々悲しい出来事でもあったのだろうか。

「気にするな。全すべての個人が均質化し欲望の体系が記号化し尽つくされた現代社会ではもはや誰だれも存在感などというご大層な属性を所持することなどできない。頭から袋被かぶったり、金きん髪ぱつ碧へき眼がん巨きよ乳にゆうハプスブルクだったり、黒衣にすっぽり身を包んで人を呪のろう言葉を吐いたりでもしない限りな」

「わざと小難しい言い回しで慰なぐさめてくれなくても、いいよぉ」

　あの三人の場合、存在感というより違い和わ感の塊かたまりだが。

「あ、あのう。そ、それでは今日はこれで解散です。皆みなさん、教科書やプリント類を忘れずに持って帰ってくださいね？」

　眼鏡をかけたお下げ髪の女の子が教きよう壇だんの前に立って、おどおどとうろたえたりしながらも解散を宣言した。誰も返事をしない。いっせいに無言で立ち上がって、散っていく。




　放課後。

　俺は駅の北口に広がるアーケード街「六ろつ甲こう山さん純じゆん情じよう乙おと女め商店街」に立ち寄って執しつ事じ服やらティーセットやら銀食器やらを探し回った。

　もちろん「イマジン」の名前で領収証を取っておくことを忘れない。

　俺はあくまでも、一時的に立て替かえてやってるだけだ。

　絶対に、光紗先せん輩ぱいに払はらわせてやる。

　その後、値段が安いほうのスーパーで今夜のおかずやトイレットペーパーや夜食用のカップラーメンやペットボトルに入ったお茶を買って、両手いっぱいに荷物を抱かかえた姿で帰宅した。

　俺の自宅は駅から少しだけ北に坂道を上った高台の、あんまり閑かん静せいでもない住宅街にある。割とありがちな建て売り住宅。小さな庭つき二階建て一いつ軒けん家や。ローンも払い終わっていないというのに、いずれ水すい没ぼつするらしい。本当に水が迫せまってきたその際には、姉を放置して俺だけ逃にげようと思っている。

「ただいま。エサ買ってきてやったぞ」

「あ～。ちひろくん、おかえりなさい～」

　ぺたぺたぺた。

　無む駄だに高価な桜色の純和服に百円ストアで買ったスリッパ履ばきという間ま抜ぬけないでたちで、〈俺とほぼ同じ顔〉のニンゲンが廊ろう下かをスローモーションで歩いてくる。その手はだらしなく前方に突つき出され、俺が抱えているスーパーのビニール袋ぶくろを狙ねらうように「わきわき」と蠢うごめいている。

「くんかくんか。この香こうばしいかほりは、たこ焼きの中でももっとも素す晴ばらしい逸いつ品ぴんと言われている明あか石し焼きねっ？」
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「いちいち和服を着るな。洗うの面めん倒どうなんだ。和服を着るなら、せめて足袋たびを履け。スリッパを履くなら、パジャマ姿でいろ」

「清せい楚そな和服姿でちひろくんを癒いやしてあげたいの。でも足袋は苦手」

　鏡を見ているかのような錯さつ覚かくを一いつ瞬しゆん覚えるが、このダメ人間そのものといった姿のヒキコモリは、残念ながら俺のドッペルゲンガーではない。

　俺の双ふた子ごの姉、尾津玲於奈だ。

「わたし、明石焼きが大好き。ちひろくんの次くらいに好きよ好き好き」

「まだ夕方なんだから、目ぐらいぱちっと開け。両りよう眼めともに一本線になっているぞ」

「うう。だって、さっきまで寝ねてたんだもん」

「まだ四時じゃないか。寝るの早くないか？」

「違うよ。昨夜ゆうべからずっと眠ってたの」

「人間のくせに冬とう眠みんするんじゃねえ！」

　七歳の時から、一度も家の外に出ていない驚きよう天てん動地のダメ姉。

　すでに今年でヒキコモリ歴十年目に突とつ入にゆう。

　両親も七年目で呆あきれはてたらしく、転勤にかこつけて姉をこの自宅ごと放ほう棄き。それきり何のかのと理由をつけて戻もどってこようとしない。その時、ついでに俺も放棄された。姉にエサをやったり衣服を提供したりする係は、昔からずっと、この俺だったからだ。俺だけが玲於奈の餌え付づけに成功してしまったからだ。もし俺が三日ほどこの家を留守にしたら、自分では食料調達すらできないこのダメ姉は飢き餓が状態に陥おちいってしまう。ハムスターよりも飼育に手間がかかる。ある意味、犬以下だ。

「ちひろくん、おっかない外の世界でストレスに晒さらされて疲つかれたでしょ？　わたしが癒してあげる。ほらほら、お姉さんのお部屋へおいでませ～」

「袖そでを引っ張るな。汗あせかいてんだから、私服に着替えさせろ」

「うふっ。愛いとしい弟の体たい臭しゆうを臭くさいとか汚きたならしいなんて思ったりしませんっ。むしろ大好きな匂においよ？　涎よだれが出ちゃう」

「俺の匂いと、俺が運んでくるエサの匂いとを混同していないか？」

「そんな意地悪言っても、ちひろくんがわたしを殺したくなるほど愛していることくらいお・見・通・し。何たって、わたしはちひろさんのお姉さんなんだもんね。えへ」

「たまたま俺より先に取り出されただけだろうが！　姉ぶるなっ」

「世界には『たまたま』起こる現象なんてないよ？　全ては必然にして運命なんだから。ちひろくんのそういう投げやりな態度はニヒリズムって言うらしいよ？　それって十九世紀末に消費し尽つくされた人生観なのに、二十一世紀にもなってダサくね？　きゃはっ」

　うるせえ。俺がちょっとだけニヒルなのは、姉の飼育という不毛な無賃労働を十年間もやらされ続けてきたからだ。

「さあさあ、わたしを虐いじめる悪人キャラがやってこない楽園にようこそ～。この秘密のお部屋に入っていいメンツは～、わたしとぉ、大切なちひろくんだけ！」

「別に嬉うれしくもなんともない」

　俺は袖を引かれたまま、ダメ姉の部屋に入った。

　この家でいちばん広い部屋だ。

　片かた隅すみが畳たたみを敷しいた二畳じようほどの和室風になっていて、残りのだだっ広いスペースは板張り。

　入って右側の壁かべの中央には、有機ＥＬの壁掛けディスプレイ。

　壁の左右は、天てん井じようまで棚たなで覆おおわれていて、その棚の中には古今東西の書物や映像ディスクがびっしりと並べられている。大型ディスプレイがある空間と小さな窓の部分以外、壁は全すべて棚。数千冊だか数万冊だかの蔵書の山と、これまた無む尽じん蔵ぞうに積まれているディスク。それらの中には、無数の〝物語〟が封ふうじこめられている。

　部屋の中央部には、一人用の粗そ末まつなベッド。

　病院の病室から盗ぬすんできたみたいな、無愛想なデザインの。

　玲於奈は一日中このベッドの上に寝ころびながら、本を読みあさったりディスプレイで映像を見たりして過ごしている。

　これまでに読んだ本の数は一万冊、見た映画は三千本……なんて本人は言っているが、この数字は今から三年前に聞かされたものだ。

　この部屋が、玲於奈にとっての〝半径三メートルの世界〟。

　俺と玲於奈は部屋の隅にある畳の上に相対して座った。俺はあぐらをかいて、玲於奈は正座。

「はぁ～。おいしいよぉ。おいしいおいしいおいしい」

　あつあつのたこ焼きをはふはふ頰ほお張ばりながら、玲於奈は幸せそうに微笑ほほえんでいる。エサをついばんでいる時の玲於奈って、なかなかかわいいかもしれないな。俺の庇ひ護ご欲をかきたてるためのノンバーバルコミュニケーション術をすっかり身体からだで覚えやがって。エサをタダでもらい続けねば生きられない動物の悲しい習性だな。

「しかし俺たちってさ。一いち卵らん性せい双そう生せい児じなのに片方が男で片方が女なんて、妙みようなケースだよな。医学的に間ま違ちがってないか？」

「だから、これは運命にして必然なんだってばっ」

「一いつ生しよう涯がいヒキコモリ不登校ニートのダメ姉を養わねばならない俺の哀あわれな境きよう遇ぐうが、逃のがれられない必然的な運命だというのか？　いったい俺が前世でどんな悪行を犯おかしたというんだ」

「きっと公園で段ボール箱に入れられていた捨て猫ねこを拾って、ミルクをあげたんだね」

「それは善行だろうが」

「その子猫がちひろくんを慕したって転生したのが、わたしなんだにゃ。猫だから〝外の世界〟で人間キャラとつきあっていくスキルがないんだにゃ。それなのにヒキコモリなんて言って猫さんを虐めちゃダメなんだにゃ」

「今からもう一度段ボール箱に詰つめ直して川に捨てていいか？」

「ちひろくん、自分の姉を背番号１のすごいヤツみたいに扱あつかっちゃダメだよ」

『ワンちゃん』って言いたいんだな。

「ちぇ。都合のいい時だけ人間のふりをしやがって」

「違うの。都合の悪い時だけ猫のふりをしてるの」

　馬ば鹿か話をしているうちに、たこ焼きを食い終わった。

　さっさと自分の部屋に戻りたいが、まだ俺には日課が残っている。

　それは。

「さぁ、ちひろくん。退たい屈くつしていたお姉さんに、今日のお話を聞かせて」

　この部屋に閉じこもってあらゆる物語を貪どん欲よくに消費し尽くしてきた玲於奈は、もはや既き成せいのストーリーには飽あき飽きしている。

　だから。

　毎晩この俺に、俺自身の物語を語らせるのだ。

〝外の世界〟という壮そう大だいな空間を舞ぶ台たいにした、尾津智弘という主人公の冒ぼう険けんストーリーを。

　もちろん、これまでに一度たりとも「俺話」が盛り上がった例ためしはないが。

　現実の世界に、めくるめく冒険なんてあるわけないだろ？

「今日は高校の入学式だったよね？　ついに高校生活編に突とつ入にゆうかあ。何か笑える事件に巻きこまれた？」

「笑えない事件には遭そう遇ぐうしたけどな」

　玲於奈はさっさと一人でベッドの上にうつぶせに転がって、足をじたばたと振ふり回している。仮にここで俺が「今日は何もない」なんて無愛想に呟つぶやいたら、手に抱だいた枕まくらを俺めがけて投げてくる。枕だけならいいが、本とかディスクを投げられたらマジで痛い。

　俺は玲於奈のベッドを背もたれ代わりに、床ゆかの上に座り直す。

「外の世界って、スケールが超ちよう大きいじゃない？　地球まるごと一個、全部が舞台ですヨ？　否いや応おうなしに盛り上がる展開になって当然なのに」

「ならないよ。俺は経験値稼かせぎのために勇者に斬きられてＧＯＬＤだけ奪うばわれるスライムなんだよ。戦せん闘とう民族型宇宙人から見れば、俺の戦闘力は三だよ。ゴミだよ。例えば、今日なんて本当に最悪だった」

「ほんと？　もしや事件が起こったの？　なになに、何があったの？」

「弟が災難に巻きこまれていて苦く悩のうしているというのに、あからさまに喜ぶなよ」

「もしかしてエロい話？　恥はずかしがらずにお姉さんに言ってみそ。ほれほれ」

「…………」

　もし俺に彼女ができてデートとかするようになってしまったら、逐ちく一いちこいつに報告しなければならないのか？

　裏庭にでも埋うめようかな。

「姉貴。これは堅かたく口止めされている話だから、誰だれにも言うなよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしはちひろくんとは違って、外の世界のＮノンプレＰヤーキヤＣクターたちとはいっさい接せつ触しよくしない主義よ。いわゆるモンロー主義。鎖さ国こく政策と言い換かえてもいいわ」

「断りもなくアメリカ政府や徳とく川がわ幕府と並び立つな。姉貴の主義はヒキコモリだろうが」

　あと「ＮＰＣ」じゃなくて、「人間」な。

「わたしは幼い頃ころ、一生涯わたしだけの世界で生きていく、外の世界とは関かかわらないって堅く誓ちかったの。北ほく斗と七しち星せいの脇わきにひっそりと輝かがやいている小さな輔ほ星せいさんにね」

「それは死を司つかさどる星だ。そんな物ぶつ騒そうな星を見ていながら、いつまで長生きすれば天命が尽つきるんだ」

「肉食をやめれば、長生きできるよ？」

　タコはいいのかよ。あれも一応は動物性タンパクだぞ。

「さて、それでは今日の出来事のコーナーだ。実に面めん倒どうなので手短に語るが、今朝の俺はまず登校するなり伝説の槍やりゲイ・ボルグを振り回している新入生の女の子と廊ろう下かで衝しよう突とつしそうになった。槍が刺ささったら、たぶん俺は死んでた」

「うそぉ？　それってすごいイベント発生じゃない。もしかして、その子は『伝説の戦士』？」

「違ちがう。ただの魔ま女じよだった」

「ああ、魔女っ子ね。最近、流は行やってるのよね～」

「いや魔女っ子とかじゃなくて。もう一つの〝世界〟を造る魔力を持っている女の子を魔女と呼ぶらしい。正確には魔ヘ女ク症サド候ロー群ム発はつ症しよう者しやだそうだ。今日覚えた新設定ではな」

「ほほう。それはすごい新設定が出てきましたな。ちょいと新しん機き軸じくだ、すごいぞ〝外の世界〟。やっぱり〝外の世界〟ってドラマ満まん載さいでげすな、ちひろきゅん」

　お前は誰だ、誰なんだ。

「さてその魔女は、後から現れた三人の不自然にも程ほどがある濃こゆいキャラクターによって簡単に退治されてしまった」

「ほおほお。槍を担かついだ魔女が前まえ振ふりにすぎなかったとは、ちひろくんの構成力もかなり熟達してきましたねぇ。末すえ恐おそろしい十五歳新人作家の登場だッ」

「俺がプロット書いてるんじゃねえよ。いきなり登場した三人の女の子の正体は今久留主高校異い端たん審しん問もん部、通つう称しようイマジンの部員たちだった。イマジンの面々は、学校に出しゆつ没ぼつする魔女を狩かって魔力を祓はらうという恐おそるべき秘密任務を遂すい行こうするために見参したのだ」

「おおおー。三人って、ちょうどいいバランスよね？　これが五人になるとキャラが余りはじめて、七人を超こえると構成が破は綻たんしかねなくなるのよね。九人に達したら、そろそろシリーズ打ち切りかな？」

「こんなヨタ話を心の底から楽しむな！　さあ俺が見ている前で、イマジンはいともあっさりと槍を持った魔女から力を〝祓って〟しまった。その瞬しゆん間かん、槍は幻まぼろしのように消失し、分ぶん裂れつしかけていた世界は統合されてしまった、らしい。このへんの詳くわしい設定は謎なぞだ。現実世界の造物主もまだ考えてないのかもしれん。で、魔女の力が祓われた以上、目もく撃げき者しやであるところの俺の記き憶おくはきれいに消しよう滅めつしてしまうはずだったのだが、なぜか俺は」

「もしかして……忘れなかったの？　すっご～い、ちひろくん。ハリウッド映画の王道ルートに入ってるぜ！　すごいですね、信じれば夢は叶かなうんですね～」

「俺がどんな夢を信じていたというんだ」

「わたしはずっと、ちひろくんが勇者キャラにクラスチェンジできる日が来ることを信じていたよ？　ま、〝外の世界〟で起こってる出来事って、しょせんは作り話だし」

「現実の世界は作り話じゃねえよ！」

「あらそうかしら？　どっかの広告代理店と軍産複合体あたりが適当な絵を描かいてるんじゃない？　地球という名のキャンバスに」

「そんなワールドワイドな話をしてるんじゃねえ、俺は」

「ほんものの世界はこの部屋だけなんだよ、ちひろくん。ふふふっ」

　ああ。今日の出来事が全部俺の考えた妄もう想そう話だったらいいのに。それ以前にこの姉が実は俺の生んだ妄想キャラであってくれたなら。だったら今すぐデリートできるのになあ。

「で、今日のお話の続きは～？」

「はいはい。記憶を失わなかった俺は魔女ならぬ魔男だと疑われてイマジンに連行され、そのまま成り行きで入部させられてしまった。部長は黒衣瘦そう身しんのエクソシスト少女。性格は冷れい酷こくなサディスト。副部長は金きん髪ぱつ碧へき眼がん巨きよ乳にゆうのご令れい嬢じよう。性格はバカとしかいえない。そして最後の一人は、頭から袋ふくろを被かぶって棺かん桶おけを引きずっている小さな女の子だ。顔が判わからない上に喋しやべらないので性格はまったく不明」

「うーん。ちょっと強ごう引いんにキャラを立てすぎね。特に三人目。もうちょっとリアリティがほしいかな～？　もう一度、設定を練り直してみて」

「本人たちに直接言え。さて哀あわれな俺はあの三人をお世話する執しつ事じ係に任命されてしまった。なぜに執事なんだ」

「執事は、今年一押しのトレンドだよね」

「トレンドだったのか……どうやら今久留主高校では魔女が日常的に発生しているらしく、風紀委員会やその上にある謎の上層組織も魔女を監かん視し・収監しているようだ。イマジンに捨てられたら、俺はどこか遠い場所に隔かく離りされる運命だとか。かくなる上は、執事道を究きわめねば。やれやれ、明日からいったいどうなってしまうのだ俺の高校生活は。明日に続く」

　妄想だったらいいのにな。本当に。

「ええっもう『続く』なの？　はぁ……。早く、続きが聴ききたい……！　ちひろくんの独創性に欠ける超ちようつまらない学園物語を何年も我が慢まんして聞き続けてきて、本当によかった！　やっとわたしの労苦が報むくわれる時が来たのね」

「そんなにつまらなかったのなら、早く打ち切ってくれよっ。この数年の俺の努力は全すべて無む駄だだったのかよっ。いいかげん泣くぞ」

「ねえねえ、それでそれで？」

「それでって、今ので終わりだよ。原げん稿こうに書き起こしたら原稿用紙百枚ぐらいにはなりそうだが、面倒なので今のダイジェスト版をもって第一部完結とする」

「魔女と戦うだけじゃいまいちプロットが平へい坦たんだね。冒ぼう険けんと同時並へい行こうで恋れん愛あいも進行させないと読者の心は摑つかめないよ。その三人のうちの誰だれが好みのタイプなの？」

「姉貴のハートをわしづかみにするために恋愛するつもりは毛頭ない。……そういえば俺はあの三人の裸はだかを覗のぞくことになるらしいな。一週間以内に」

「ええー？」

「って予言をされたのだが、安心しろ。俺は自らの運命に打ち勝ってみせる。……たぶんな」

「ああっ。今、ちひろくんがエッチな顔になった。獰どう猛もうなオス猿ざるの面おも立だちに。ずっと子供だ子供だと思ってたのに、わたしを置いて……ねたましすぎるよっダメだよっちひろくんっ！」

「姉貴にだけは、子供呼ばわりされたくなかったな」

「ちひろくんっ！　永遠に二人きりでこの家にひきこもっていましょうよっ！　それがいちばん傷つかずに安楽に生きていける方法なんだからっ！　ここは天国にいちばん近い家なのよ？」

「よくもまあ、そんなダメすぎる台詞せりふを真しん剣けんに叫さけべるものだ」

「ねえねえ。副部長って、巨乳キャラなんだよね？　そんなに胸が大きいの？　わたしとどっちが大きい？　ねえねえ」

「こらこら胸をはだけるな、俺に見せびらかすな」

　げほ、ごほ。

　思わず、むせてしまった。

「あう。ちひろくんが、興奮してくれない。憔しよう悴すいしている」

「当たり前だろ」

「新キャラのほうがわたしより巨乳なのね。とてつもなくショックかも。ちひろくんの性的欲望は、わたしが独どく占せんしてると信じていたのに……ＮＰＣなんかに負けるなんて」

　そんなものをダメ姉なんぞに向けた覚えはないぞ。俺が玲於奈に注いでやったものといえば、三割ほどの憐れん憫びんの情と七割強の殺意ぐらいだ。四捨五入すれば殺意オンリーだったと言っても差し支つかえない。

「そんな危険な運命が待ちかまえている部活はやめて、お姉さんとひきこもろうよぉ。ちひろくぅん。一日中、一いつ緒しよにアニメ見て暮らそうよぉ」

「弟の生きる意欲を根こそぎ削そぎ落とすようなダメな言葉を囁ささやくな」

「さらに今なら特典。学校をサボってくれたら、わたしの胸をいっぱい触さわってもいいよ？」

「どちらかというと、首を絞しめてやりたい」

「んー。首はちょっと。ちひろくんってば、マニアックなんだから」

「……家でもマニア呼ばわりされるのか……」

「でも、ちひろくんになら殺されても、いいかも？　だってちひろくんのことだいだいだーいすきだもん。わたしにご飯を運んできてくれる限りはね」

「ああそうかい。それは嬉うれしいな。でも死んだらエサ食えなくなるぞ」

「それはゼノンのパラドックスに匹ひつ敵てきする難問題ね。うーむ」

「姉貴の存在自体が深刻な社会問題だよ」

　それにしても。

　もう夜だというのに、まだ表でセミの鳴き声がしてやがる。

　なんだか顔が妙みようにベタついてるな。

　……あ。

　どういうわけか、今の今まですっかり忘れていた。

　一刻も早く、光紗先輩にぺたぺたと呪のろわれてしまった顔を洗わなければならない。

　慌あわてて洗面所に向かおうと立ち上がった俺の背中から、玲於奈のご陽気な声が飛んできた。

「ちひろく～ん。今日の事件はほんのプロローグだよ。明日はきっと今日より大変な事件が起こるよ？　だから今夜はぐっすり寝ねてぇ、ライフゲージを回復しておかなきゃねっ」

　……やめてくれ。

　玲於奈の適当な「明日の展開予想」は、どういうわけか気象庁発表の洪こう水ずい水すい没ぼつ予報よりも高確率で当たるんだ。







　ACT.2







　翌朝。

　まだ熟じゆく睡すいしているダメ姉の朝用と昼用のエサを作って冷蔵庫に放ほうり込んだ後、俺は執しつ事じセット一式を旅行用のバッグに詰つめて家を出た。路上では日本列島の熱帯化の恩おん恵けいを受けてカラス並みに大型化した鳩はとが「くっくるっくる～」と喉のどを鳴らしながら（喉なんだろうか？）人間さまの食べ残した残飯を漁あさっている。

　ふわ。眠ねむい。

　電車を降りて、学校の正門前に到とう着ちやくしたのが、ジャスト午前七時。

　うん？

　どこかで見知った顔が、正門の脇わきに立っていた。

　今どき眼鏡めがね着用の女子なんて滅めつ多たにいないから、すぐに判わかる。

「おはよ。君は確か……うちのクラスの委員長だよな」

「あ。えっと。あの。その」

「ああ。俺は一年Ａ組のいちばん後ろの席に座っている尾津。委員長はこんな朝から何してるんだ？」

「あう。私の名前は高たか橋はしです。高橋香か苗なえ。初対面からいきなり『委員長』なんて一いつ般ぱん名詞で呼ばれると、なんだか悲しくなります」

「しかし委員長ってまさしく委員長的な記号の集積みたいなキャラだし。眼鏡。お下げ髪がみ。長めのスカート。きちんと三つ折りに折られている白いソックス」

「それは尾津くんの先入観による偏へん見けんです。私、そんな生き真ま面じ目めキャラじゃありません。見た目で委員長に選ばれてしまう現状に憤いきどおりを覚えています。所属は漫まん研けんです。ちなみに腐ふ女じよ子しキャラでもありませんと、先周りして釘くぎを刺さしておきます」

「うちの学校、漫研なんてあったのか。そういえば目が赤いけど、徹てつ夜やで入にゆう稿こう作業中だったのか？」

「こ、これは、ただの寝ね不ぶ足そくです」

　正門前でお別れするのも妙なので、そのまま二人並んで校舎へと歩いていく。

　その途と中ちゆう、グラウンドの脇に高さ二メートル弱の巨きよ大だいな葉っぱの山を発見したが、見なかったことにする。あの葉っぱの山に接近したら、姉貴の予言が的中してまたぞろ厄やつ介かいな事件に巻きこまれるに決まってる。

「委員長という呼び名は堅かた苦くるしくて没個性的で、しかもテストで高得点を叩たたきださないと『キャラぶれするな』と叱しかられるので好きじゃありません。勝手に人のキャラを決め打ちしておいて勝手に失望するんですから、人間の身勝手さにはいつも悲しくなります。自じ慢まんじゃありませんが、私は数学のテストでは五点しか取れませんよ？」

「そうなのか。頭良さそうだけど」

「お父さんが長期入院中で家が貧びん乏ぼうなので、アルバイトに忙いそがしいんです」

　それは大変だな。しかしそんな成績でどうやってこの学校に入った。

「美術枠わくの一芸入試です。『キテレツ大百科』のコロ助のデッサンで満点を貰もらいました」

「そんなんで合格できるシステムだったのか！」

「最近はわざわざ高校になんて進学しない人が増えてますから、学校側もあの手この手で生徒を確保してるんですよ」

　そもそもコロ助を描かかせてデッサン力が計れるのか？

「ああいう一見無個性で均質でデフォルメされ尽つくしているかのように見える単純な造形のキャラこそ、描き手の真の力量が問われるんですよ。かつて東京にあったアニメーション専門学校では、ドラえもんを描ければ一人前だと言われてましたし」

「そうか。で、どう呼ばれれば委員長は満足するんだ？」

「そうですねえ。まだデビューもしていないひよっこですし、大おお幅はばに譲じよう歩ほして『香苗さま』とか『高橋先生』とか『るーみっく二世』……あたりでしょうか？」

「悪い。やっぱり『委員長』と呼ばせてくれ」

　委員長は何か言いたげに口を尖とがらせたが、無視して校舎の中に入る。

「私は漫研の部室に用事があるので、ここで廊ろう下かを曲がります」

「俺は最上階に行かなきゃならない。本当は文芸部に入りたかったのだが、今日からイマジンで使い走りなんだ」

「ねえ尾津くん。イマジンって実は単なる風紀委員会の外がい郭かく団体じゃないんでしょう？　私が通っていた中学校でも『魔ま女じよの集団だ』って噂うわさになっていました」

　いや、まったく逆だ。あいつらは魔女を狩かってるんだ。

「気に入らない女生徒に呪のろいをかけて、拷ごう問もんして、心身ともに破は壊かいしてしまう恐おそろしい人たちだ……って聴きいてます。もしかして倉橋さんも……」

「倉橋と知り合いなのか？」

「中学が同じでした。倉橋さん……最後に会った時と、全然別人です。彼女、もしかしてイマジンの魔女たちに呪われたんじゃないでしょうか？」

　いや。祓はらわれただけさ。

「どうしてイマジンなんかを庇かばうんです？　あ～そうか～。尾津くんは、Ｍなんですねー。そんな顔してます。いかにもテストステロン不足といいますか、アニメ化された暁あかつきにはショタ系女性声優が声をアテること確定といいますか」

　委員長って結構決め打ちするキャラだったのな。

「俺はＭではない」

「えっ？　じゃあＳなんですか？　そんな。最悪です。私、これからは尾津くんを避さけることにします」

　それはちょっと悲しい。

「いいですか尾津くん。もしも私のことを愛してくださるのでしたら、どうか早くイマジンを抜ぬけてください」

「愛？」

「それでは、ごきげんよう」

　委員長は、一階の廊下を「ぱたぱた」と足音を立てながら走り去っていった。




　さて部室の前に到とう着ちやくした俺は、部室の扉とびらにマジックやペンキでごちゃごちゃといたずら書きされていることにすぐに気づいた。「魔女は出て行け」とか「早く飛び降りちゃえ」とか「袋ふくろ女おんなキモい」とか、その類たぐいの匿とく名めいを良いことに自らの人間性を平然と放ほう棄きしたかのようなドス黒い悪口の詰つめ合わせセット状態。これ全部、うちの学校の女子が書いてるんだろうな。萎なえる。

「命知らずなヤツもいるもんだ」

　俺は情けなくも執しつ事じ服（雑貨屋のバラエティグッズコーナーで仕入れた激安品）に着き替がえ、最初に扉のいたずら書きを綺き麗れいさっぱり消してから、ゆっくりと部室内部の掃そう除じに取りかかった。

　意外にも室内はまったく汚よごれておらず、執事を雇やとう必要性が感じられないほどに整理整せい頓とんされていた。まあ床ゆかのモップがけくらい、やっておくか。

「おや」

　高校の部室には不ふ釣つり合いに高価そうなソファーとフローリングの床の隙すき間まにモップを差し込んだ時だった。

　何かが、モップの先に「ぽよん」と触ふれた。

　覗のぞきこむと小さな縫ぬいぐるみが一個、床の上に転がっている。

　昨日、光紗先せん輩ぱいが倉橋を祓う際に使ったあの妖よう怪かい人形だ。顔はくちばしを生やした小鳥のように見えて、頭にはお菊きく人形のような黒いおかっぱの頭とう髪はつが生えそろっていて、手足は丸い毛玉みたいで、胴どう体たいには蓑みの虫むしの蓑みたいな茶色いトゲトゲがいっぱい生えていて、そして背中には天使の羽根みたいなモノが……

　うん？

　背中の羽根が……消えている。

　俺はその何と形容していいのか判わからない縫いぐるみを拾い上げ、テーブルの上に置いた。光紗先輩の私物だろう。

　おや。

　一いつ瞬しゆん、小鳥なんだか蓑虫なんだか人間の子供なんだか判らないその縫いぐるみと、視線があった。視線といっても、ヤツの目玉は黒いビー玉なのだが……

「……ううぅ……うぁあぁあぁ……」

　…………

　テーブルの上に置いた縫いぐるみが突とつ然ぜんぷるぷると震ふるえはじめた。

　そして、喋しやべりはじめた。

「……いや……なのだ……永遠に夢を見られないなんて……いやなのだ……」

　女の子の……泣き声。

　俺はソレに背を向けて制服に着替え直すと、無言で廊ろう下かに出た。

　昨夜ゆうべ光紗先輩から手て渡わたされた部屋の合い鍵かぎを使って再び施せ錠じようして、縫いぐるみが廊下まで這はいだしてこないように封ふう印いんした。




「俺は、何も見なかったぞ」

　鍵をポケットに入れて深呼吸をはじめようとした矢先、背後から消え入りそうな少女の声が聞こえてきた。

「尾津くん、こんなところで何をしてるの？」

「おわっ」

　振ふり返ると、廊下に倉橋が立っていた。

　昨日茶ちや筅せん髷まげに結ゆっていた髪かみは、今朝は肩かたまでだらりと下ろされている。

　背中は前まえ屈かがみ。

　顔色も蒼あお白じろい。

「く、倉橋。そっちこそ朝からこんな物ぶつ騒そうな部室の前で何をしてるんだ」

「……私は……どうして、ここにいるんだろう？　ええと……忘れちゃった……」

「おいおい大だい丈じよう夫ぶか。ちゃんと朝ご飯食べてきたか？」

「……何か、忘れ物を取りに来たような……気がするんだけど……何を無くしたのか、思いだせない……」

「落とし物なら、生徒会の管かん轄かつじゃないかな。イマジンは生徒の落とし物を保管してくれるような気の利きいた部活じゃないぞ」

「……そうよね……うう、頭が……痛い……この部屋から、何かイヤな空気が出てるみたい……」

　倉橋は自分のこめかみのあたりを指で押さえつつも、しきりに扉の向こうを気にしている。

　扉の向こうには、あの縫いぐるみが。

　倉橋から祓はらい落とした、〝力〟。〝世界〟。〝記き憶おく〟。

　それらを小さな身体からだの中に吸いこんだ、縫いぐるみ。

　倉橋にこいつ自身の〝力〟を、〝世界〟を、〝記憶〟を返してやれば。

　そうすれば倉橋は再び元気を取り戻もどせるのだろうか。

　だが、俺にはそんな非常識な能力はない。

「さ、行こう。この部室には悪い人たちが居着いているので二十四時間マイナスの空気が籠こもっているんだ。教室に戻れば頭もすっきりするさ」

「……うん……」

　俺はまだ何か言いたげに扉とびらを凝ぎよう視ししている倉橋の肩を叩たたいて、二人で階段を下りた。

　歩きながらいろいろ話しかけてみたが、生返事が戻もどってくるばかりで会話がはずまない。

　今の倉橋はもう、〝夢〟を見ることができないのだ。

　だから、次々と溢あふれるように〝言葉〟を紡つむぎだすことも、ない。




　倉橋と二人で教室に入ると、文字通りの大おお騒さわぎになっていた。

　一人の小こ柄がらな女の子の周辺に、人だかりができている。

　囲まれている女の子は、昨日小笠原じゃないほうの男が「かわいいよね」って眼めを細めて頭のでかいリボンを褒ほめていた、あの子だった。

　だが今朝の彼女の頭の上には。

　リボンではなく、動物の耳らしき物体が一対つい、載のっていた。

　右耳と左耳、だな。

　たぶん、猫ねこの。

「尾津、おはよう！　見ろ。我がクラスでは今、大変な事態が進行しているらしい」

「おう小笠原」

「彼女、杉すぎ原はら珠たま恵えさんっていう名前なんだよ～。学校に来てすぐ、頭にネコミミが生えちゃったんだってさ。これはこれでアリだよね～。ところで僕の名前は」

　ずいぶん許容範はん囲いの広いヤツだ。もしかしてこれが恋こいの結けつ晶しよう作用というものなのか。

「ああ悪いな。俺は早退する」

「まあそう言うな尾津。心配無用だ、委員長が生徒会へ報告に行った」

「うんうん。きっと大丈夫だよね？」

「生徒会はゴーストハンター機関じゃないぞ。お前ら妙みように冷静だな」

「どうリアクションしていいのか、判わからないんだよ～」

「極度に異常な状じよう況きように陥おちいると、人間の精神は麻ま痺ひするんだ」

「なるほど、そうかもな」

　それにしても、委員長が生徒会に……ねえ。

　むしろイマジンの管轄だよな。

　杉原珠恵がネコミミ化したことがイマジンの面々に知れたら……あいつら、また「魔ま女じよを狩かる」とか言いだして杉原珠恵を拷ごう問もんして力を祓うんだろうな。

　杉原珠恵も、倉橋みたいになっちまうのか。

　今、倉橋は……

　……自分の席に座ったまま、じっと動かない。

「ちょっとどいてくれ。失礼」

　俺は、野や次じ馬うまの群れをかき分けて杉原珠恵の正面に移動した。

　昨日は後ろ姿しか見えなかったが、最前列に陣じん取どるだけあって背が低く、幼い雰ふん囲い気きの女の子だった。やたら目だけが大きく、子猫のように瞳ひとみを光らせている。睫まつ毛げも長い。柔やわらかそうな髪は、子供子供したショートカットに切りそろえてある。制服を着ていなければ、小学生でも通りそうだ。

「よう杉原。俺はイマジンで下働きをやってる尾津だ。一応お前のクラスメイトだ」

「……にゅ？」

　にゅ？

「突とつ然ぜんだが、早く帰ったほうがいい。イマジンに知れたら、あいつらはきっとお前を部室に強制連行するぞ」

「にゅにゅにゅ？　強制連行して……タマに何をするつもりなんですかにゅ？」

「にゅ、っておい。語ご尾びまで微び妙みように動物化しているぞ。しかも、なんだか猫ではないような、猫でしかありえないような、中ちゆう途と半はん端ぱな語尾だ」

「タマは、知らない人には付いていきませんにゅ」

「付いていかないって言っても、くすくす笑いながら連れ去る連中なんだよ。さあ、早く学校から退たい避ひするんだ」

「そう言いながら、タマの前まえ脚あしを握にぎってくるなんて。実は尾津くん、キミこそが人さらいなんですかにゅ？」

　意外と人間を信じないキャラらしい。

「いいから前脚を手放すにゅ。タマの前脚には肉球はついてないにゅ」

　前脚じゃないだろ。手だろ。

「俺を信じて、一刻も早く逃にげてくれ。俺はもう面めん倒どうな事件に巻きこまれるのはごめんなんだ」

「じろじろ、じい～。あ、タマから目を逸そらした。やっぱりお前は信じられないにゅ」

「日本人はな、概がいして視線恐きよう怖ふ症しようなんだぞ」

「タマは基本的に人間を信じてないにゅ。人間はみんな、タマを虐いじめるんだにゅ。特にタマより身体からだが大きな人間はみんな」

「お前だって人間だろうが。杉原、心まで猫に支配されてしまっちゃいかんぞ」

「にゅ～。ばりばりばり」

「俺の顔をひっかくな」

「タマの猛もう攻こう撃げきをそしらぬ顔で受けきるとは、お主はなかなかしぶといヤツだにゅう」

「呆あきれてるんだ。どうしてこうなった？　いつからだ？　朝、家のベッドで目を覚ました瞬しゆん間かんからか？　グレゴール・ザムザばりに家族に恐おそれられたのか？」

「登校してから耳が生えたんだにゅ。さもなきゃ家から出してもらえるはずがないにゅ」

　それもそうか。

「前脚を手放せば、おとなしく言うことをきいてやってもいいにゅ」

「ああ、判ったよ。ほら放した。これでいいか？」

「愚おろか者だにゅ。これでタマは、両方の前脚を使った殺人攻撃が可能になったにゅ。ばりばりばり×２」

「やめろと言うに。想定外の事態に巻きこまれて怯おびえる気持ちは判らないでもないが、人を信じる心を見失ったら助かるものも助からないぞ」

「ほほう。お前がタマを助けてくれるのかにゅ？」

「いや。とりあえずイマジンの魔手から匿かくまうぐらいしか俺にはできない。助けるのは……無理だと思う」

「できもしないのなら、最初から放ほうっておいてほしいにゅ。拾った猫ねこは最後まで責任を持って面倒みなくちゃいけないにゅ。その覚かく悟ごもないのに善人づらされても、猫としては迷めい惑わくなだけにゅ」

　語尾の「にゅ」を飛ばしたら、辛つらくて聴きいていられない黒い言葉だな。なんでこいつ、こんなに敵対的なんだ？

「このまま見過ごすとお前がどうなってしまうのかが判わかってしまってるんだよ、俺には」

「『どうなってしまう』……？　どうして未来形なんだにゅ？　すでにタマは『こうなってしまっている』にゅ。今のタマの現状を変えてくれない限り、タマは救われないにゅ」

　……恐ろしく暗い瞳で、睨にらまれた。

　年ねん齢れいや幼い見た目とはあまりにも不ふ相そう応おうな、深しん淵えん。

「お前はきっとタマを人ひと気けのない場所にお持ち帰りするつもりなんだにゅ。昨日から高校一年生になりたての青い果実のくせして、恐ろしいほどに弁べん舌ぜつたくみなんだにゅ。お前は希代のナンパ師にゅ。これからカサノヴァ、ドンファン、尾津智弘の三人を『色事師三さん冠かん王おう』と呼ぶことにするにゅ」

「三冠王ってのは一人で三つタイトルを独どく占せんした選手に与あたえられる呼こ称しようだぞ。だいいちなんで俺の下の名前を知ってるんだ。教えた覚えがない」

「い、今のは、猫のカンなんだにゅ。猫には、人間にはない魔ま力りよくが宿っているんだにゅ」

「それだ。その魔力が問題なんだ……うん？」

　杉原を囲んでいた生徒たちが、いきなり散開しはじめた。

　そのまま、いっせいに窓のそばへと集まっていく。

　みんな、もう杉原に興味をなくしたのか。

「尾津、グラウンドを見ろ！　謎なぞのオブジェが出現している！」

　小笠原の陽気な声。

「昨日はあんなオブジェ、なかったのにね～。まるで墨すの俣また一夜城みたいだね～」

　小笠原の隣となりのヤツ（名前、なんだっけ？）の、まったりした声。

「今度は何が起こったんだ」

「巨きよ大だいな招き猫の像でも出現したのかにゅ？」

「グラウンドに飾かざられている創立者の銅像が、削けずられて前衛アートみたいな抽ちゆう象しよう芸術に改造されちゃってるんだよ～」

　俺は朝一番に登校しているが、気がつかなかったな。

「ほら銅像の周辺を見ろ。大量の葉っぱが積もってるだろ？　どうやら、葉っぱで覆おおって隠かくしてたらしい」

「不ふ審しんに思ったヤツが葉っぱを散らして、中から原形をとどめないほどに変わり果てたキュビスム芸術彫ちよう刻こくを発見したんじゃないかな～」

　あの葉っぱの山の中に隠されていたのか。

　俺は軽い目め眩まいを覚えながら、グラウンドを覗のぞきこんだ。

「ああ、あれだな」

　昨日の夕方の時点ではいかめしい親おや父じの銅像だったはずの立像が、若き日のパブロ・ピカソだかジョルジュ・ブラックだかが思いつきで適当に造ったかのようなフラクタルすぎる立方体まがいの物体に変わり果てていた。犯人はもしかして具象芸術が大だい嫌きらいなポップアーティストなのか。

「おい尾津智弘、なかなか愉ゆ快かいないたずらだにゅ」

　なぜか、俺の隣に猫のタマ……いや、杉原珠恵。

「豪ごう快かいではあるが、愉快かどうかは人それぞれの受け取り方次し第だいだな」

「尾津智弘、一夜にしてあれだけの悪事をなすとは。お主も悪ワルよにゅう」

「俺は犯人じゃない。何を根こん拠きよにそんな方向に話を振ふるんだお前は」

「『お前』っていうなにゅ。タマは通つう称しよう『杉原珠恵』だにゅ。お前ごときに『お前』呼ばわりされるほどタマはダメな子じゃないにゅ」

「悪かった。お詫わびに、俺のことはこれからも心おきなく『お前』と呼んでくれ」

「誠意が足りないにゅ。貴様はタマの脳内ランキング内で今から『貴様』に格下げだにゅ。もう後がないにゅ、次に失言したら『ネズミ』に転落させるにゅ。その暁あかつきには、貴様には語ご尾びに『ちゅう』をつけて喋しやべらなければならないという恐ろしい罰ばつが下されるにゅ。すっかりご町内の笑いものだにゅ」

「なんという恐ろしい罰なんだ……そんなことになったら、もう家の外に出られない」

　悲ひ惨さんなデザインに設計変へん更こうされてしまった、かつての創立者銅像。

　その周辺に集まった野次馬の生徒たちが、風紀委員とおぼしき腕わん章しようをつけた面々に追い払はらわれはじめている。

　あのキツネ目の風紀委員長・笹木が汗あせを飛ばしながら風紀委員たちにオーバーアクションで指示を出している姿も確かく認にんできた。遠目から見ても、笹木は今にも熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれそうなくらいに疲ひ弊へいしている。上着を脱ぬげばいいのに、きっちりしたやつだな。

「ほらほら、あっち見て。プール場を。水すい面めんから何かが突つきだしているよ。一本、二本……」

　小笠原じゃないほうのヤツが新たなエセ芸術オブジェを発見したらしい。こいつ、日本野鳥の会のメンバーなみに視力がいいな。

「どれどれ、おおー本当だ！　棒みたいなモノが二本！　もしかして我が部のバットか？」

「あの曲がり具合は、人間の脚あしだろう」

「まさか死体かにゅ？　お……尾津智弘。貴様はとうとう後あと戻もどりのきかない地点まで突き進んでしまったにゅ。タマは貴様とろくに面識もない単なるクラスメイトとして実に悲しいにゅ」

「だから、犯人は俺じゃない」

「日ひ頃ごろ気が小さくて虐いじめられているヤツに限って、一本切れたら無茶するんだにゅ。例えば野の良ら猫ねこの尻尾しつぽを枝きり鋏ばさみでちょん切ったり」

「俺の猟りよう奇き的な性せい癖へきを適当にねつ造するな」

「尾津くん、杉原さん。あれは生きてる人間の脚じゃないよ。光り具合を見て？　銅像の脚だよ、たぶん」

　日本野鳥の会（仮名）が指さしてそう言うが、俺の目には脚っぽいものとしか映らない。

「おいお前、猫ねこよりも目がいいにゅ」

「ありがとう。あ、そうだ。杉原さん。今朝教室に入った時にこのリボンを拾ったんだけど。これ杉原さんが昨日頭につけていたリボンだよね？」

　ポケットから杉原の巨大リボンをさりげなく取りだす日本野鳥の会。やたらデカいので、日本野鳥の会はいつまでも布を「するする」と引っ張り続けている。『ポケットから万ばん国こく旗きを取りだしている手品師の図』を思いだした。

「あ！　それ、タマのリボンにゅ！　こんなところにあったのかにゅ！　お前～、持ってるならさっさと差しだせにゅ～！」

「ご、ごめん」

　よかったな日本野鳥の会。杉原珠恵との会話に成功したじゃないか。

「あの、杉原さん。僕の名前は……」

「そんなことより、リボンをよこせにゅ。これさえ落とさなきゃ、ネコミミ生えてることがバレなかったのにムカつくにゅ」

「うう」

　青春だな。

「なあ。あのシンクロナイズドスイミング状態の脚、ひょっとしてグラウンドの銅像から切りだしたんじゃねえか？」

「鋭するどいぞ、小笠原」

　もしかして犯人は市いち川かわ崑こんマニアか。




「あら何をしているの、尾津？　時代錯さく誤ごのネコミミ娘むすめとずいぶん仲良くしてるじゃない」

「いやむしろ激しくいがみ合っているといったほうが正解……って、あれ？　光紗先せん輩ぱい……とイマジンオールスターガールズの皆みなさん」

　教室から、人ひと影かげが続々と消えていく。

　もちろん、イマジンの三人が教室へと入ってきたからだ。

　光紗先輩は、昨日と違って我が校の夏服。細いな……。

　ちこりは制服の胸の谷間に鞄かばんのストラップをかけている例のスタイル。

　そしてサナギは相変わらず布ぬの袋ぶくろを頭に被かぶり、布にあいた穴の向こうから目だけをくりくり動かしている。布袋の色やデザインが微び妙みように昨日と違ちがう。

「おい小笠原……あれ、いない」

　いつの間にか小笠原とその相棒は廊ろう下かに退たい避ひしていた。教室にはイマジン部員四名と頭からネコミミを生やしている杉原珠恵、そしてぼんやりと机に座っている倉橋だけが残された。本来この教室を死守するべき義務を負った一年Ａ組の残りの生徒どもは、廊下から遠巻きにこちらの顚てん末まつを窺うかがっている。

「尾津、キミは自分がイマジンの部員だってこと覚えてる？　魔ま女じよを発見しておきながら、私たちに報告しないなんて」

「杉原は別に暴れていないしな。耳が生えただけだろ」

「光紗、これは謀む反ほんよ！　デバガメによる謀反だわ！　あたしたちを裸はだかにして覗のぞくための布石を準備しつつあるのよ、こいつ！　むーほーん、むーほーん。英語で言えば……Ｍ─Ｕ─Ｈ─Ｕ─Ｎ？」

「…………」

　唐とう突とつに俺の査問がはじまった。

「申し開きもできないの、尾津智弘。面めん倒どうだからこの場で解かい雇こしちゃおうかしら？　ふふふっ」

「あ。いや。これはだな」

　杉原が、（すっ……）と一歩前に出た。

「ほほう。これが噂うわさに聞いたイマジンかにゅ。痛い人たちだにゅ。痛すぎて正視できないにゅ。明らかに三人とも〈彼氏いない歴イコール年ねん齢れい〉属性だにゅ」

　そんなクリティカルな挑ちよう発はつをしたら大変なことになるぞ。ああほらもう着火した。人間トークマシンガンが火を噴ふいたぞ。

「なんですってぇ！　ちょっとこら待ちなさいよ、このロリータ体型猫娘むすめ！　言うにことかいて、この鹿鳴館ちこりさまに彼氏がいないですってえ？　ふざけんじゃないわよ、このハプチュブリュク家の血筋を引いたちこりさまに限って、光紗みたいな男日照り暮らしなんて断じて知らないわ経験したことないわ身体からだが男を求めて夜泣きした覚えなんてこれっぽっちもないのよないんだから寂さびしい夜は光紗やサナギを部屋にお泊とまりさせて孤こ独どくを紛まぎらわせてるなんて、そんな事実は無根なのよこれっぽっちも（中略）男なんてみんなあたしの胸を一目見ただけであたしの虜とりこになるんだからねお前みたいな幼児体型のお子様には決して決して訪おとずれないセレブお嬢じようさまの特権っつーの？　そりゃもう世界各国のイケメン王子さまが毎週日曜日ともなれば自家用ヘリで我先にと駆かけつけてきてあたしのお屋や敷しきに大集合してあたしに傅かしずきまくり足に接せつ吻ぷんしまくりなんだから（かなり中略）……あ痛っ！　痛い痛い痛い、光紗ってばやめてっどこを摑つかんでるのよ？　やめてやめて、痣あざがついちゃう！　形が崩くずれちゃう！（中略）きゃああぁぁ、いった～いっ！（後略）」

「鹿鳴館、誰だれが男日照りですって？」

　そこでなぜ光紗先輩がちこりに襲おそいかかる。

「自分だって彼氏いないくせに、どうしてそれほど生意気でいられるのかしら？　なぜ何の根こん拠きよも持たずに自信に満ち溢あふれて生きていられるのかしら？　そうね、この大きな胸のせいね？　この胸があなたにそんな妄もう想そう一〇〇パーセントの勘かん違ちがい台詞せりふを言わせるのね、これが狂きよう気きの源泉なのね。何がイケメン王子さまよ、この乙おと女めゲームマニア。三次元男子アレルギーのくせに言ってて恥はずかしくないの。いいかげんに目を……覚ましなさい！」

「あううううっ。光紗やめてったら。いたいいたいいたい～っ」

「…………」

　さっそく仲間割れか。見苦しい。

　しかし、最もダメージを受けたのは意外にも杉原珠恵だった。

　杉原はぷるぷると痙けい攣れんするネコミミを手で押さえて、床ゆかの上に蹲うずくまった。

「ううう、耳が痛いにゅ。やめてくれにゅ！　タマは今、ネコミミが追加されてるので音声入力が四チャンネルなんだにゅ。ありえない大声でしかも無意味に長くて頭の悪いアホ台詞と、地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような怨おん念ねんまみれの呪のろいの台詞とを、これ以上左右から吹ふき込まれ続けたら……脳が爆ばく発はつしちゃうにゅ！」

　なるほど。二チャンネルしか入力がない俺だって同じ気分だよ。この苦痛が二乗されたら、さぞかし辛つらいだろう。俺ならきっと死を選ぶ。

「杉原、単なる大声での罵ののしり合いでは、お前はちこりに敵かなわない。相手の心を傷つける呪いの毒どく舌ぜつ合戦では、お前は光紗先輩に敵わない。そして無言の睨にらみ合いでは、お前はサナギに敵わない。こんな常じよう軌きを逸いつした人たちと言い争うだなんて、諦あきらめたほうがいい」

「うう。どれもこれも、むしろ勝ちたくない戦いだにゅ。勝ったら人間性を疑われそうだにゅ」

　…………

　…………

「おや、急に静かになったな。もう飽あきたのか？　ちこり」

「ふぐ～、ふぐ～」

　うわっ。

　光紗先せん輩ぱい、いつの間にかちこりの口に粘ねん着ちやくテープ貼はってる。

「昨日から胸の話ばかりされて耳みみ障ざわりだわ。しばらく黙だまってなさい。そのテープには私の呪しゆをかけてあるから、簡単には剝はがせないわよ」

「……ふごふご……」

「本題に入りましょう。生徒会からデータは入手済みよ。一年Ａ組杉原珠恵。所属は漫まん研けん。家族環かん境きようは父と母との三人暮らしね。おとなしく部室まで来てもらえないかしら？　私たちがそのネコミミを祓はらってあげるから」

　光紗先輩、朝から酷こく薄はくな笑え顔がおだ。

「祓ってくれるのかにゅ？」

「ええ。それが私の仕事だもの。お代は無料よ。そのネコミミを、〈最初からなかったことに〉してあげるわ」

「すぐに終わるかにゅ？」

「どうかしら。まず、あなたが何に憑つかれているかを知らなければね。あなたが協力すればきっとすぐに終わるわ」

「その笑顔の裏に黒いモノが隠かくされていそうでいまいち行きたくないけど、とことん無能な尾津よりは信しん頼らいできそうだにゅ」

　無能ですまなかった。

「判ったにゅ。タマも、さっさと祓ってくれると助かるにゅ。よろしくお願いしますにゅ」

「任せておきなさい。ふふっ」

　これでいいのか？

　祓われた後、杉原は倉橋希美のようになってしまうだろう。

　今も教室のいちばん後ろの席に座ったまま、ぼんやりと窓の外を眺ながめている倉橋みたいに。

「なあ、光紗先輩。杉原もイマジンに入れるわけには」

「何を言っているの。祓える限りは祓うわよ。それが私の趣しゆ味みだし、仕事でもあるし、そもそも魔ま女じよを次々と入部させていたらイマジンそのものが魔女の組織だとみなされてしまうわ。そうなったら私たち全員が破は滅めつよ」

「昨日は俺を入部させたじゃないか。危ない橋、渡わたってるんじゃないのか」

「うーん。それはそれ、これはこれよ……」

　目を逸そらしてモゴモゴ呟つぶやくだけで片付く話なのだろうか。

「……杉原、あのな。考え直せ。祓われたら、お前はきっと」

　考え直させて……それから、どうする。

「大だい丈じよう夫ぶだにゅ。貴様の心配は頭の中の観念だけで、具体的な解決法に全然結びつかないにゅ。能力を持たない人間から心配されても、無む駄だごとだにゅ。そんな解決不能な心配なんて、しょせんは自己満足のための心配にすぎないにゅ。だったら最初から心配なんてしないほうが貴様のためにも良いにゅ」

　う……しかしな。

「光紗先輩。もっと良い解決方法はないのか？　杉原まで倉橋みたいにしてしまうのか？」

「あら、いけない？　魔女って、生きることに悩なやんでるから魔ヘ女ク症サド候ロー群ムを発はつ症しようしちゃう子ばかりなのよ。私に祓われれば〝力〟と一いつ緒しよに余計な悩みの記き憶おくまで忘れられて、おまけに学校にも居残れる」

「でも、だからといってだな。倉橋を見ろよ。キャラ変わりすぎだろ」

「私に祓われた魔女はみんな、記憶さえ残っていれば私に感謝してるはずよ。ふふふっ」

　この……冷血女め。

　もういいや。勝手にしろ。

「あら、どこへ行くの？　お腹なかがすいたら部室に戻もどって来なさいね、尾津」

　光紗先輩の、からかうような笑い声。




　南校舎は、コの字形の建物だ。

　だから当然、中央の空間には中庭なる生徒たちの憩いこいの場が設けられている。さほど広いわけでもないが、ミニスケールの森林公園のようになっていて、入学案内のパンフレットによれば「緑に覆おおわれた池の畔ほとり」という風ふ情ぜいを楽しめる……となっていたのだが。

　なしくずし的に一時間目の授業をサボり、無人の中庭に初めて足を踏ふみ入れた俺は。

　呆あきれ果てていた。

　ある一カ所が……パンフレットの写真と全然違ちがうぞ。

　写真では確か、庭園の中央に真っ黒い聖母マリア像が建っていたはずなのだが。

「これは……」

　確かに中庭の中央には、オブジェらしき物体はあった。

　だがそれは、眼鏡めがねをかけ、鬚ひげを生やした西洋人のじじいの立像にしか見えなかった。

　率そつ直ちよくに言えば、カーネルサンダース人形もどきと化していた。

　黒いはずの全身はペンキで真っ白に塗ぬられていて、頭からはブリキ製のバケツを被かぶらされている。しかもそのバケツの中には元々は赤いペンキが少量入っていたらしく、遠目には白塗りのじじいが頭から血を流して立っている姿のように見える。

　これはもしかしてバースの呪のろいか。犯人は、甲こう子し園えん球場を失ったやり場のない怒いかりを爆ばく発はつさせたタイガースファンか。それともグラウンドの前衛アートオブジェやプールの脚あしと同一人物の仕し業わざか。

　俺は携けい帯たいを構えながら、フライドチキンショップ創設者の像にしか見えない元聖母像の周囲をぐるっと回った。順番に、前・左・後・右の四方を撮さつ影えいする。後で玲於奈に見せよう。

「おや」

　かつて聖母像だったモノの足あし下もとに、なぜか稲荷いなり寿ず司しがお供そなえされている。

　この寿司が事件解決のための重大なヒントという線はあるだろうか？

（稲荷寿司……お稲荷さん……キツネ……キツネ憑き……）

「尾津智弘。授業にも出ずに何をやっているんだ、こんなところで。イマジンの猫ねこ憑き祓はらいに参加しなくていいのか？　入部したんだろうが」

　俺の背後。

　風紀委員長・笹木が、上着を脱ぬいだ姿で立っていた。

　ついに耐たえきれずに薄うす着ぎ姿になったらしいが、相変わらずキツネっぽい顔つきだ。

「アホらしい。笹木が犯人のわけがない」

　犯人推理と関係妄もう想そうは紙かみ一ひと重えだ。ミステリー小説の探たん偵ていはよく証しよう拠こもなしに推論だけで犯人を特定して締しめ上げるが、あんな無体が許されるのはひとえに探偵と警察がなぁなぁの関係でつるんでいるからだ。そもそも、物証も見つかっていないうちに容疑をかけられた犯人がぺらぺらと犯行を自白するのはおかしい。ま、たいていの場合、探偵は物証を持たない代わりに犯人を心理的にネチネチ攻こう撃げきして自分のペースに引き込んでしまうというテクニックを駆く使しするわけだが。
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「尾津、入学早々もう五月病か。……おや？　黒い聖母マリアが親おや父じの人形に化けている。また事件か！」

　今ごろ気づいたのか。

「お前がやったのだな、尾津智弘」

「なぜそうなる」

「さすがは魔ま男おとこだ。黒い聖母を一いつ瞬しゆんにして白く染めてしまうとは、末すえ恐おそろしい魔力の持ち主だな」

「よく見ろ。白ペンキを塗ってるだけだ。だいいち俺は第一発見者だ」

「違ちがう。第一発見者は僕だ。そしてお前は犯行現場に居合わせた現行犯だ」

「俺はイマジンの連中を避さけて涼すずみに来たんだ。そういうお前こそグラウンドの事件を放置して、なぜ一人で中庭に現れた」

「僕は熱中症になりかけたので木こ陰かげで休もうとしていただけだ。魔女まで出てきたらしいし、今日は最悪の一日になりそうだ」

「噓うそをつけ笹木。俺には動機がないが、お前には物証が残されている」

「物証？」

「見ろ。マリア像の足下にある稲荷寿司。この稲荷寿司が、犯人がお前であることを証明しているのだ」

「よもや僕の顔がお稲荷さんに似ているとか、そういう理由ではなかろうな」

　やはり見み抜ぬかれたか。

「もしかして本当にそれだけの理由なのか。君には失望した」

「まあ待て。今、どうやってお前をネチネチと締めて自じ我が崩ほう壊かいに追い込んでありもしない犯行状じよう況きようを自白させようか知ち恵えを絞しぼっているところだ」

「その稲荷寿司は食うなよ。毒物が混入していたらどうする。それ以前に暑いから中あたるかもしれん」

「やはりイタリアを絡からめて追い詰つめていくのが上策か」

「イタリアでは稲荷寿司など食べなかったぞ僕は。来る日も来る日もピザやパスタばかりで、どれだけ日本の寿司が恋こいしかったことか。もっとも稲荷寿司は舌の肥えた僕の好みではない。やはり寿司といえば本マグロだ」

　相変わらず話が微び妙みようにすれ違っている。

「しかし笹木、どうしてこの学校の中庭に黒い聖母マリア像なんていう薄うす気き味み悪いものがあるんだ？　今久留主高校は公立高校だろう」

「この聖母像は、ただ火で焦こげて黒くなっていただけだ。我が校には小説のタネになるような因いん縁ねん話も怪かい奇き伝説も存在しない。魔女は出るがな」

「なんだ、それだけなのか？」

「元々この中庭のあたりは神戸大だい空くう襲しゆうで焼けた教会の跡あと地ちだったそうだ。終戦後この地に学校を建てる際、業者たちは真っ黒に煤すすけながらも奇き跡せき的に焼け残っていた聖母像を見つけた。迷わい信しん深い彼らはこの世にも珍めずらしい黒い聖母を動かすのを恐おそれて、そのまま安置したんだとさ」

　なるほど。

「都会のビル街の一角にお稲荷さんが残されていたりするのと同じか」

「何がなんでもお稲荷さんの話に持っていきたいらしいな。まあこの聖母像の件はもしかしたらイマジン絡みかもしれない」

　イマジン？

「あの三人は、放課後よくこの中庭を占せん領りようしてお茶会を開いている。ここをまるで自分たちの領土みたいに思ってるらしい」

「厚かましい連中だな」

　まったくだ、と笹木が頷うなずいた。はじめてこいつと意思が通い合った。

「大道寺くんは自分と同じく漆しつ黒こくに染まったマリア像を分身のように思っているらしく、よく稲荷いなり寿ず司しをお供そなえしている」

「じゃあ、この稲荷寿司を置いた犯人は光紗先せん輩ぱいかよ。なんてつまらないオチなんだ」

「そうでもないぞ尾津智弘。あの三人が黒い聖母像にこんないたずらをするはずはない。犯人はイマジンに怨うらみを持つ者かもしれん」

　そういえば部室の扉とびらがいたずら書きで汚よごされていたな。

「でも光紗先輩は動じないだろ。こんなことで人を呪のろえると思ってるなんて大笑いね、とか言って終わりにするだろ」

「いや僕は大道寺くんがこの像の前に跪ひざまずいて涙なみだを流している姿を見たことがある。稲荷寿司をお供えしながら」

　あの冷血女が偶ぐう像ぞうの前で泣いたりするかな。

「彼女は、魔女を祓はらうごとにこの像の前に稲荷寿司をお供えして自分の犯おかした罪を懺ざん悔げしているんだと思う。たぶんこの稲荷寿司は、昨日祓った魔女のぶんだろう」

　あの光紗先輩が、懺悔？　有り得ない。話を美化しすぎだ。

「彼女の〝祓い〟は、実質的には〝呪のろい〟だ。〝力〟を奪うばうと同時に、魔女化した生徒の中の〝何か〟を、彼女は殺している。彼女は、誰だれにも〝救い〟を与あたえられないんだ。だから懺悔するのさ」

　感傷的なヤツだな。たまたま食い物をお供えしていただけだろ。

「そうじゃない。だって僕は……何度も見ているんだ」

「ほう。笹木、お前は光紗先輩のストーカーだったのか」

「ち、違ちがう。仮にも風紀委員会のリーダーだぞ、僕は」

　だいたい、なんでマリアさまに稲荷寿司なんだ。その時点でギャグだろ。

「それに、いたずらされたオブジェはすでに三十点以上発見されている。一晩でやったにしては点数が多すぎる。グラウンドの銅像は手や脚あしを見事に切断されているし、犯人は多少の魔ま力りよくを持っているのかもしれない」

「なるほど。それでは光紗先輩をとても妬ねたんでいて、中ちゆう途と半はん端ぱな魔力を持つ生徒が犯人なのか」

　……そんなヤツ、一人しかいないじゃないか。

「笹木、悪いことは言わん。俺と一いつ緒しよに今すぐイマジンに出頭しろ」

「何が言いたい。確かにイタリアでは、僕は大道寺くんより劣おとっていた。だが、別に彼女と張り合うために風紀委員長を務めているわけじゃない」

　しかしイマジンへの妬みの線の犯行だとしたら、グラウンドの創立者オブジェその他約三十点はなぜ改造された。

「イタリアの大学では世界的に増え続ける魔女に対たい抗こうするために二十世紀末からエクソシストを養成する講座が設けられていてだな、僕たちは幼い頃ころからヴァチカンの……ちょっと待て。どこへ行くつもりだ？　僕のイタリア話は、まだ始まったばかりだぞ？」

　笹木先生の次回作に、ご期待下さい。

「悪い。そろそろイマジンに戻もどるわ」

　それにしても、大道寺光紗、先輩。

　学校の魔女を狩かる、黒衣のエクソシスト。

　中世の拷ごう問もん器具を取り揃そろえた、異い端たん審しん問もん部の部長。

　俺の顔に、唾つばをつける少女。

　人を人とも思わぬ冷血動物かと思いきや。

　黒い聖母像に、泣きながら稲荷寿司をお供えする女。

　……訳が……わからない。




　校舎へ戻って二階への階段を上がろうとしていた矢先。

「くい、くい」

　背後からシャツの袖そでを誰かにひっぱられた。

　振ふり向くとそこには。

　茶色の紙袋を頭からすっぽりと被かぶった、制服姿の小こ柄がらな少女が。

「あれ？　サナギ」

「…………」

　サナギは片手で俺の袖を摘つまんでいるが、もう片方の手には大きなデジタル一眼レフを握にぎりしめていた。

「何か用か？　俺はこれから部室に行くが」

「……じけん……そうさ……しゅうりょう」

　蚊かの鳴くような声。袋ふくろにあいた二つの穴の奥で、目だけがきらきらと光っている。大型のデジカメを操作するので手て一いつ杯ぱいなのか、棺かん桶おけは曳ひいていない。

「事件捜そう査さ終しゆう了りよう？　どの事件だ？」

「……これ……ぜんぶ」

　デジカメを手て渡わたされた。重いな。

　階段を上りながら、液えき晶しよう画面で撮さつ影えい済みの画像を確かく認にんしてみる。

　グラウンドに屹きつ立りつする例の「元・創立者銅像」。

　そしてプールの水すい面めんに浮うかび上がる二本の脚。

　しかし、この二つはイントロにすぎなかった。次々と類るい似じのダメなオブジェが登場する。

　裏門に設置されている人魚姫ひめの首が魚になっていたり、ついでに尾おっぽのほうが人間の脚になっていたり（これじゃ魚人姫だ）。

　音楽室に飾かざられているベートーベンの肖しよう像ぞう画がにマジックで鼻毛と長い睫まつ毛げが描かき加えられていたり。

　そんな実にどうでもいい子供じみたいたずらの数々が、デジカメのメモリーカードに大量保存されていた。

「ずいぶん点数が多いな。これ全部、今朝になって発見されたのか？」

「…………（こくり）」

「中庭の黒い聖母像もいたずらされていたぞ。もう撮影したか？」

「…………（ふるふる）」

「そうか。あれは俺が携けい帯たいで撮影しておいたから、もう中庭まで行かなくてもいいぞ。笹木はイマジンを妬んでいる人間の犯行じゃないかって言っていた。お前ら、妬まれてるのか？」

「…………？」

　サナギは、袋を被った頭をちょっとだけ右に傾かたむけた。

「まあいいや。一緒に部室に戻ろう」

「…………」

　俺たちは、横一列に並んで階段を上りはじめた。

「なあサナギ。その頭の袋、何か意味があるのか？　魔ま除よけなのか」

「……ぼうえい……」

「防衛？」

「……けっかい」

「決けつ壊かい？　ああ、『結界』かな。魔女に対して効果があるのかどうか微び妙みような気がするが」

「……ひとよけ……」

「そうか、人除けの結界なのか。それなら霊れい験げんあらたかだ」

　倉橋よりも無口だ。だいいち表情が判わからないから、何を考えているのか推察することも難しい。

　妙みような脂あぶら汗あせを流しながら、階段を上りきった。

　イマジンの部室がある最上階に、到とう着ちやくした。

　廊ろう下かが、生徒で埋うめ尽つくされていた。

　それも、頭からネコミミを生やしていたり、またおそらくはネコミミを隠かくすために帽ぼう子しを被ったりしている女子生徒たちが、列を作って審問部の前に約百人の大行列を作っている。

　全員、猫ねこ憑つき魔女化しているらしい。

　俺が席を外していた一時間足らずのうちに、何があったのか。

「…………!?…………（びくびく）」

　サナギの撫なで肩がたが小刻みに震ふるえている。人ごみが苦手なのだろうか。

「おい。どうして魔女の数が百倍に増えているんだ」

「…………？？？？（ふるふる）」

　俺たちはネコミミ女生徒たちの群れをかきわけ、強ごう引いんに部室内に飛びこんだ。

　室内では。

　テーブルを挟はさんで、今朝のネコミミ生徒第一号である杉原珠恵が仏ぶつ頂ちよう面づらの光紗先せん輩ぱいと対面中だった。

　対面中っていうか、尋じん問もん中な。

　ちこりは奥のソファーの上に仰あお向むけに転がされ、大きなグリグリ目玉が描かかれているアイマスクを被かぶらされている。手には手て枷かせ、足には足枷。その口には、まだ粘ねん着ちやくテープが貼はられたまま。

「む～、む～」

「光紗先輩、さっきよりちこりの拘こう束そく度が上じよう昇しようしている気がするんだが」

「尾津智弘、うるさい。今、祓はらいの最中なんだから勝手に私語をしない！　どうせキミは役立たずなんだからそのあたりに座ってなさい」

　光紗先輩は、血走った目で俺を睨にらんでくる。

　黒いニーソックスに包まれた脚が、小刻みに揺ゆれている。

　俺は黙だまって光紗先輩の右みぎ隣どなりに座った。左隣にはサナギが着席。

「尾津智弘、今ごろ戻もどってきたのかにゅ。残念だったにゅ、タマはまだ祓われていないにゅ」

　対面の杉原は、口に手をあてて大あくびをしている。

「……しゃしん……」

「津嶋、ご苦労さま」

　光紗先輩はデジカメを受け取ると手元のノートパソコンを開き、キーを連打しはじめた。

「あ、そうだ。俺もいたずらされたオブジェを撮とってきた」

「誰だれがそんなこと頼たのんだかしら？　勝手に持ち場を離はなれたくせに。キミは無能なんだから無理して活かつ躍やくしようとしなくてもいいわよ尾津智弘。見ていて痛々しいわ」

「いいから見ろ。中庭の黒い聖母像がカーネルサンダース人形に改造されていた。ほら、これだ」

　俺は、携帯の液えき晶しよう画面を光紗先輩に直接見せてみた。

「……これは……酷ひどい……酷すぎるわね」

　ただでも蒼あお白じろい光紗先輩の顔色がますます青ざめていく。

「尾津智弘、これはキミがやったのね？　判ってるわよ、私に対する嫌いやがらせなのね。さっきの一件を根に持ってこんな恐おそろしい真ま似ねを。キミを生かしておくべきではなかったわ」

「俺じゃないよ。だいたい光紗先輩がこの聖母像にこっそり稲荷いなり寿ず司しをお供そなえしていることなんて、さっきまで知らなかった」

「あら、もうそこまで調べたのね尾津智弘。なんという執しゆう念ねん深さなの。末すえ恐おそろしい妄もう執しゆうだわ。そんなに私に執着していたなんて、私も完全に油断していたわね。判ったわ、これから毎日私を脅きよう迫はくするつもりなのね、私の大切なマリアさまを人ひと質じちに取って。悪魔。キミは、悪魔よ。それで、私の身体からだをどうするつもりなの？　ああそうだったわ、まずは覗のぞきからスタートする予定だったわね」

「どうもしねえよ！」

「悪あく魔まにどれほど穢けがされようとも、心だけは絶対に売り渡わたさないから。それに、別に見られたって減るもんじゃないし」

「真ま面じ目めに聞け。聖母像はイマジンの備品みたいなものなんだろ？　笹木から聴きいた。犯人はイマジンを妬ねたんでいる生徒じゃないかって」

「ああ、あのイタリア男とグルなのね。そんな。二人がかりでだなんて、さすがの私も今夜から繰くり広げられるサバトの責め苦に耐たえきれるかしら。自信が揺らいできたわ。私たちイマジン部員はいずれ全員、いかにも小心な男が抱いだきそうな鬱うつ屈くつの果てに香こうばしく腐ふ爛らん発はつ酵こうしきったキミの紫むらさき色いろのリビドーの餌え食じきになってしまうのね」

　そんな真似をして俺に何か一つでもメリットがあるのか。

「そろそろ〝祓い〟の仕事に戻ったらどうなんだ光紗先輩。廊下が魔女で溢あふれかえっているんだが」

「そこ、私に指図しない。キミは私の奴ど隷れいでしょ」

「執しつ事じだよ。それに光紗先輩個人に仕えているつもりはない。公私混同も甚はなはだしいぞ」

「お黙りなさい、この二十一世紀の覗き魔少年」

　痛い。ノーモーションで頰ほおをぶたれた。

「リアクションに困るから、突とつ発ぱつ的に暴力を振ふるわないでくれ」

「今こそ私のささくれだった神経を癒いやさないで、何のための執事なのかしら。私のストレスを解消することでしかイマジンの役に立てないのよキミは」

「祓いがうまくいっていない、ってことか」

「そうなんだにゅ。もう小一時間も椅い子すに座らされて質問攻ぜめ。でもネコミミはいっこうに消えてくれないにゅ」

　今のは、もはや目を閉じてレム睡すい眠みんに移行していた杉原の寝ね言ごとだ。

「ううぅん、肩かたが凝こってしまったわ。きっと肩凝りから神経性頭痛が誘ゆう発はつされているために調子が出ないのね」

「判わかったよ。肩凝りをほぐせばいいんだろう」

「絶対にイヤよ。キミのような覗き魔には私の身体に指一本触ふれさせないわ。私の白い肌はだに触れたその瞬しゆん間かんがキミの最さい期ごよ尾津智弘」

「ああそうか。掌てのひらから気功を飛ばして肩凝りを治せばいいのか？」

「できるものならやってみなさい」

　俺はこれみよがしに溜ため息いきをついて席から立ち上がると、光紗先輩の後ろに立って細い肩を摑つかんだ。

「瘦やせすぎだ。脂し肪ぼうがぜんぜん乗ってない。ちゃんと三食食べてるのか？」

「あら、無む駄だな脂肪が乗ってるお肉がお好みなの？　私を霜しも降ふりにしてから美お味いしく食べるつもり？　これだから肉食人種は」

「肉食人種と食人人種をごっちゃにするな。あと食人ネタだけはやめてくれ。かつて姉貴に無理やり見せられた『食人族』というイカモノ映画を思いだすから。人食いシーンはフェイクだったが、カメの甲こう羅らを剝はがして臓物を食くらうシーンはガチだった」

「ああ、瘡かさ蓋ぶたを引っぺがすみたいに、ぺろって剝むいちゃうのよね。かわいかったわね、あのカメさん。私もあの場面は百回くらいＡ点Ｂ点再生したわね」

「あんな猟りよう奇きシーンを手動で再生ポイントを指定してまでわざわざリピートするなよ。あれを見てから俺はモツの類たぐいがいっさい食えなくなった。脂あぶら身みもかなりダメだ。今でも姉貴を恨うらんでいる」

「そう、キミにはお姉さんがいるのね。ふう～ん。道理で、私へのかしずき方が堂に入ってると思ったわ。キミってば心の底から嬉うれしそうに私の言いなりになってるんですもの」

　俺をそんなキャラだと思っているのか、この人は。

「普ふ通つうじゃないとは睨にらんでいたけど、なるほどねえ。これまでの人生、ずっと姉に支配されてきたのね。幸せな人生を過ごしてきたようで羨うらやましくて妬ましくて呪のろわしいわね。そうよ本当に妬ましいわ。キミなんか、さっさと地じ獄ごくに堕おちればいいのに。っていうか堕ちろ！」

「急に鬱うつになるな！　びっくりした。しかし意外と肩が凝ってるな」

「当然でしょう。私だって女の子ですもの」

　肩を凝らせるほどの胸もないくせにか。

「う・う・う・ん。ああ、そこ。そこよ。けっこう上手じゃない。キミってまるで私にご奉ほう仕しするためだけに生まれてきたような男ねぇ」

「わあい。褒ほめられた。それより早く仕事を再開しろよ。杉原が待ち疲つかれて眠ねむっちゃったじゃないか」

「ダメ。祓はらえないの」

　この人は都合が悪くなったら「ぷいっ」と目を逸そらして口を尖とがらせるんだな。

「私、本職はローマ・カトリックの悪魔祓いでしょう。ほんの数年前までイタリアで暮らしていたのよ。だから日本の憑つきもの落としにはそれほど詳くわしくないの」

「どの猫ねこに憑かれているのかが、特定できないのか？」

「そう。キツネなら資料文ぶん献けんが豊富だから何とかなりそうなんだけど」

「確かに日本で憑きものといえば、キツネだな。日本各地に広く稲荷いなり信しん仰こうが根付いてるし」

「そうね。稲荷寿ず司しって美お味いしいわよね。日本が生んだ文化の極きわみだわ」

　また稲荷寿司の話か。これで何度目だ。

「カトリック圏けんにおける悪魔憑きに相当する現象が、日本ではキツネ憑きだったということか？」

　しかし稲荷信仰はキツネを神さまとして拝む体系だ。神さまが人に憑ひよう依いして人に悪さをするだろうか。

「狐こ狸りは民間で古くから信仰されてきた日本の土ど俗ぞく神よ。古代のアニミズムの系けい譜ふを受け継ついだ両義的な神。だから、キリスト教のような一神教の神とは違ちがって、善と悪の両方の性質を兼かね備そなえているの」

　なあ。そろそろ仕事の話、しないか。

「何よその言いぐさ。私はね、キミがあまりにも愚おろかなので哀あわれに思ってわざわざ教え導いてあげているのよ？　神も悪あく魔まも、いずれも人間の脳が生み出したイメージであり、観念上の仮想的存在にすぎないのよ」

「カトリックのお膝ひざ元もとでエクソシストの教育を受けた光紗先せん輩ぱいが、そんなマリリン・マンソンみたいな発言をしていいのか？」

「いいのよ。神もロックも死んだのよ」

　ちょっとかっこいい。

「地方によっては犬神憑きという事例はあるけれど、猫はねぇ……猫神信仰も確かに存在するけど……ううん」

「猫神信仰？　そんなものあるのか？」

「あるわよ。養蚕産業が発達していた土地では、蚕を食い荒あらすネズミを食べてくれる猫はとても貴重な存在だったの。だから養蚕が盛さかんな村には、たいてい猫神を奉たてまつった神社の類たぐいがあったわ。養蚕産業そのものの衰すい退たいとともに、ほとんどが風化してしまったけどね」

「なんでも神さまになるんだな。鰯いわしの頭も信心からだ」

「昔、福ふく島しまかどこかに『猫稲荷』なんて名前のお社やしろもあったのよ。もう残ってないかしらね」

　もう稲荷ネタはいい。

「それじゃ『招まねき猫』も元は猫神信仰なのか？」

「招き猫の起源には諸説あるわ。東京の豪ごう徳とく寺じに行けば、数え切れないほどの招き猫が奉ほう納のうされているわよ。んもう、境けい内だいがびっしりと猫に埋うめ尽つくされていて、それはそれはもう超ちようかわいいのっ見てるだけでごろごろと転がっちゃう、きゃぁぁ～っ！」

　なんだその黄色い歓かん声せいは。かわいい笑え顔がおを見せるんじゃない。自分のキャラを忘れるな。

「でも猫神憑きの物話って、かなりマイナーなのよね。ベースとなる物語が普ふ及きゆうしていない以上、憑かれようがないし……うう～ん」

　さんざんお喋しやべりしておいて、そんな結論か。

「『化け猫』って妖よう怪かいがいるだろ。そっちの線じゃないか」

「『鍋なべ島しまの化け猫騒そう動どう』とかに登場する、あれ？　化け猫は近世になってから都市部で急速に広まったキャラよ。いまいち神話性に乏とぼしいかもしれないわ」

「近世といえば江え戸ど時代だろ。かなり古いじゃないか」

「う～ん……そうねぇ、ちょっと微び妙みようね。あ、でも『猫ねこ股また』という妖怪が化け猫の元ネタなの。これはもっと古いわよ」

「猿さる股また？」

「聞こえなかったことにするわ。『猫股』は『徒つれ然づれ草ぐさ』でも紹しよう介かいされているメジャーな妖怪よ。長年生きた猫が老いて『猫股』に変へん化げし、猫股化した猫はさらに人間のお婆ばあさんの姿になるんだって」

「お婆さん？　それって、どことなくヨーロッパの魔女っぽいな」

「ん……そうね。ヨーロッパでも魔女は猫を使い魔として飼い慣らしているなんて信じられていたし」

　ああ。魔女はなぜか黒猫を連れてるんだよな。

「……って、待ちなさい。もし今回のネコミミ騒動がヨーロッパ起源の猫憑きだとしたら、もう一度最初から祓い方を考え直さないと……だって、ヨーロッパにおける猫神信仰の起源はそれこそオリエントよ、古代エジプトなのよ？　ああでも」

　でも？

「昨日の事件のように一人の魔女が暴れているケースなら、どのような経けい緯いでどんなモノが憑依したのか簡単に割りだせるのよ。その子の個人史を辿たどれば必ずどこかで出発点に突つき当たるから。でも今回は人数が多すぎるわ」

　光紗先輩、爪つめをぎりぎりと嚙かむな。はしたない。

「それぞれの生徒がみんな異なる原因、異なる経緯で同じような猫の憑つきものに同時に憑依されたとは考えられない。だからきっと原因は一つだし、憑いているキャラも同一種と考えるべきよ。だとすると……中世の猫股だの、近世の化け猫だのといったキャラは、あまりにマイナーすぎる。もっと広く女子高生に伝でん播ぱしている猫キャラであるはずなのよ」

「女子高生か……そうか判わかった！　キティちゃんだ！」

「んもう。昨日教えたでしょ？　歴史の長い古典キャラでないと、憑かないのっ！」

「キティちゃんを軽く見るな。キティちゃんの歴史ってかなり古いぞ？　少なくとも知名度という点では『猫股』をはるかに凌りよう駕がする」

「ただ有名なキャラというだけでは憑きものにはなれないの。文化に根強く浸しん透とうして、一種の集合無意識的なレベル……つまり神話レベルにまで到とう達たつしていないといけないの。神話レベルになって初めて、仮想キャラは現実と空想の境目を往復できる両義的な観念として作用するようになるの」

「ただの漫まん画がのキャラだと突っ込まれてしまうようなキャラクターに、自分からわざわざ憑かれる魔女はいない、ってことか。例えば俺がいくらキティちゃんに憑かれたくても、俺自身、キティちゃんが現実に存在するとは到とう底てい信じられない。だから憑かれない」

「そうよ。仮想のキャラクターが深く人間の精神に根を下ろすためには、百年を超こえる時間と熟成と伝播が必要なの。できれば数百年くらい。だから現代のキャラクターは全すべて除外」

　いや。百年かからなくても猛もう烈れつに浸透するキャラだってあるぞ。ことに最近は情報インフラが発達して情報の伝播速度が速くなってるしな。

「光紗先せん輩ぱい。現代の猫キャラの中に、神話レベルに達している唯ゆい一いつの例外がある。それはドラえもんだ。我が国が誇ほこる最大の国民的キャラだぞ、サザエさん一家を除けば」

「お黙だまりなさい。私はアニメに登場する猫キャラを探しているのではないのよ。ここは漫まん研けんでもアニメ研でもないの。異い端たん審しん問もん部なの。もういいからキミは座ってなさい尾津智弘」

　光紗先輩はテーブルの上に広げていた蔵書を床ゆかの上に叩たたきつけると、眠ねむっていた杉原さんの肘ひじを摑つかんで強ごう引いんに立ちあがらせた。

「あなた、後ろを向きなさい」

「う、うにゅ～？　な、なんだにゅ？　タマはもうちょっと寝ねていたいにゅ」

「いいから、言うとおりにしなさい！」

　おい。俺の目の前で杉原のスカートを捲めくり上げてどうする。

「ひいい。やめてくれにゅ。男子も見てるにゅ」

「お黙りなさい」

　女子のパンツに手を差し込んで、お尻しりをぺたぺた触さわるんじゃない。

「ちっ、尻尾しつぽが付いてないわね」

「うにゅううぅ～……うにゅぅううぅ～……」

「光紗先輩。それは完全にセクハラだ。確かにドラえもんなら尻尾があるはずだが」

「ドラえもんの話をしてるんじゃないの！　ああんもう。先が二つに割れた尻尾が確かく認にんできれば『猫股』だと確定できるのに。お手あげだわ」

「杉原には悪いが、シュブニグラスはどうなんだ」

「いちばんはじめに使ったわよ。でも何も出てこなかったし」

　最初に使ったのかよ。おとなしく出頭した杉原に……やっぱり酷ひどい女だ。

「それはおそろしい拷ごう問もんだったにゅ。これでネコミミが消えなかったら、タマはイマジンを誇こ大だい広告で訴うつたえて損害賠ばい償しようを請せい求きゆうしたいにゅ」

　杉原が、頭を押さえてぶるぶると震ふるえはじめた。トラウマが蘇よみがえったのか。

「かわいそうにな。だから逃にげろと言ったんだ、俺は」

「もっと強く止めてくれれば貴様を信じたかもしれないにゅ。貴様の勇気がいま一歩足りなかったばかりにタマはみだらな触しよく手しゆに穢けがされたにゅ」

「あの使い魔ま、メスらしいから気にするな」

　触手動物に性別があるのかどうか知らんが。

「何を朗ほがらかに会話してるのよ、あなたたち。今は尋じん問もん中なのよ」

　光紗先輩は杉原のお尻から手を離はなして、再び哀あわれな杉原を椅い子すに座らせた。

「捜そう査さは完全に振ふりだしに戻もどってしまった。こういう時には発想の転てん換かんが必要よ。猫神と化け猫はいったん忘れて、他ほかの可能性を……」

　手を後ろに組んでテーブルの周りをぐるぐると回りはじめる。

　三周目にして、光紗先輩はポンと手を打って満面の笑えみを浮うかべた。

「判ったわ！　そうよそうなのね尾津智弘。この子たちに憑いているキャラは猫じゃなくてキツネなのよ！」

「この丸っこい耳は、明らかに猫の耳だろう。語ご尾びが猫だし。それに俺はその意見に対してまだ何も意見を言っていない」

「しっ！　尾津智弘、私たちは……すでにキツネに化かされているのよ！」

　光紗先輩……攻せめてる時は強いくせにピンチにはえらく脆もろいんだな。

「まだしも狸たぬきのほうが猫に近くないか？」

「試ためしにキツネを祓はらう呪じゆ法ほうをやってみるわ。ほら眉まゆに唾つばをつけなさい尾津智弘。何をしているの、早くしなさい。ああもう、ほんとに愚ぐ図ずね」

　光紗先輩はまた、手て袋ぶくろをつけていない左手の指先を舐なめて。

　俺の眉をすうっと撫なでつけてきた。

「だから俺の眉に唾を塗ぬるな。昨日に続いて今日もかよ」

「あら、昨日つけたのは私の血よ。いいこと尾津智弘？　キツネは人間の眉毛の数を数えることで相手を化かすのよ。だから眉に唾をつけておけばキツネには化かされない……らしいわね」

「そんな伝聞形式でしか語れない不確定な理由で男子の面めん体ていに唾だ液えきを塗るのか。仮にも女子高生が」

「仕方ないじゃない。キツネだって私の専門外なのよ。キツネ憑つきを祓う方法は……ええと……ええと」

　光紗先輩は床の上に四つんばいになると、投げ捨てっぱなしだった分厚い本を開いて猛もうスピードでページを捲りはじめた。かなり錯さく乱らんしているな。そんなヨガのポーズみたいな恰かつ好こうしてると、スカートの中身が見えるぞ。「こら先輩、せわしなくお尻を振るな。どっちが猫ねこだかキツネだかに憑かれているのか判わからなくなってきた」

「うるさいわね。読書中に話しかけないで」

　……ん？

　今、ほんの一いつ瞬しゆん、スカートがふわりと捲れて……

　…………

　……穿はいてなかった……ような……

　…………

　……幻げん覚かくだな。

　俺は思わず、自分の眉に触っていた。濡ぬれていた。大だい丈じよう夫ぶだ、まだ眉毛の数を数えられてはいない。

「あった、これだわ。意外と簡単じゃない。憑かれてる患かん者じやを裸はだかにして犬に全身を舐めまわさせると祓えるんだって」

　光紗先せん輩ぱいが、椅子に戻ってきた。

「ひぐぅ？」

　代わりに杉原が、椅子ごと後ずさった。

「いいいいいいぬですかにゅっ？　いにゅっいにゅっいにゅう？」

「いぬ」という名詞が語ご尾びの「にゅ」と混じっている。

「詐さ欺ぎっぽい上に淫いん祀し邪じや教きようにありがちな手口だな」

「んー、今回は魔女が百人以上いるから、『わんわんぺろぺろの刑けい』じゃ時間がかかって大変ね。『松葉いぶし』を試してみるわ」

『わんわんぺろぺろの刑』？

「『松葉いぶし』は、松の葉をいぶして、その煙けむりで狐きつねを追い出す祓い方なの。杉原で人体実験してみましょう。運良く成功したらネコミミ生徒全員を体育館に閉じこめて煙でたっぷりいぶして……一挙に解決だわ」

「それって、いぶされた子が酸欠で死んだりしないのか」

「どうかしら。そういう事故もあるかもしれないわね」

　それじゃダメだろ。推理がどんどん迷めい走そうしている。

「落ちつけ光紗先輩。杉原たちに憑いているキャラは猫だ。この一点を見失えば事件は迷宮入りだ。初動捜査でのミスは何よりも致ち命めい的だぞ」

　ぷつっ。

　……ん？　何の音だ？

「ああもう、うるさいわねぇ尾津智弘。ちょっと、そこのネコミミ！　いつまでぼけっと座ってるの？　さっさと私に祓われなさい！」

「にゅにゅっ？　た、タマは何も悪いことしてないにゅ？」

「お黙だまりなさいっ」

　光紗先輩が、錯乱した。ダッシュで戸と棚だなを開き、中から例の小鳥なんだかお菊きく人形なんだか蓑みの虫むしなんだか判らないキモ縫ぬいぐるみ（新品。こんなモノが棚の中には十匹ぴき以上も並んでいた）を摑つかみ取ると、いやがる杉原の顔に縫いぐるみをぐりぐりと押しつけ、ありとあらゆる呪のろいの言葉を唱えはじめた。よくもまあ、これだけのバリエーションの呪じゆ詛そ台詞せりふを暗唱できるものだ。とんでもない女だ。

「どうして祓えないのっ？　あなた、いつまで脳天気にネコミミ生やしてるのよ。さっさと呪われろって言ってるでしょ！」

「にゅうぅ、にゅううう～。やめるにゅ、そんな怖こわい顔で睨にらまれながら呪詛の言葉を吹ふき込まれたらＰＴＳＤを発はつ症しようするにゅ～」

「光紗先輩。〝呪ってる〟んじゃないだろ。〝祓はらってる〟んだろ？」

「呪うのも祓うのも同じよ！　私は、人を呪うのが仕事なのっ」

　嫌いやな仕事だな。

「せめてそのキモ人形をしまえ。あまりにも杉原が哀あわれだ」

「この愛らしい縫いぐるみの名前は『みさぴよ』よ！　モデルはこの私！　ねぇ、かわいいでしょ？　かわいくない？　かわいくないの？」

　怖っ。言葉の全すべての意味において、怖っ。

「落ちつけ。キモ人形に顔を埋うずめながら、そんな捨てられた子犬のような目で俺を見ないでくれ」




　ギィッ……。




　前まえ触ぶれもなく、ドアが開かれた。

「いつまでやってるんだ？　いったい何なんだこの魔ま女じよの数は？　何がどうなっているんだ」

　笹木だった。中庭で復活したらしく、黒い上着を羽織りなおしている。

「出たわね。判ったわ尾津、こいつが真の犯人よ。見なさいこの顔を。完全にキツネに憑かれている！」

「光紗先輩。だからキツネは関係ないんだ」

「なぜ僕がキツネ憑きなんだ。僕はただキツネ目なだけだ」

「いいえ。顎あごのラインの尖とがりっぷりも、狡こう猾かつな性格も、生徒を煙けむに巻く情報操作の手しゆ腕わんも、何もかもがキツネそのものよ」

「いいから大道寺くん、早さつ急きゆうにここにいる全員を祓ってくれ。教職員連中も慌あわてている。明日までしか待てないぞ」

「あら。笹木、お前は魔ヘ女ク症サド候ロー群ムを発症した生徒を当局に送り届けるのが仕事でしょう」

「総勢百八人だ。考えてもみろ、彼女たち全員の身み柄がらを拘こう束そくできるか？」

「物理的には可能でしょう？」

「物理の話じゃない。社会の話だ。百八人の生徒を同時に『いなかったことにする』のは不可能だ。このような場合は、彼女たち全員を祓って元の生活に復帰させる他ほかない」

「それ以外に、この事件を隠いん蔽ぺいする方法はないということかしら？」

「それ以外に、この学校を存続させる方法がない、と言っているんだ。明日までに猫ねこ憑つきの生徒全員を祓えなければ、『ＤＳＭＥ─Ⅶ』第三章第四項こうのシナリオに従って当局が処理を開始する。本校は閉へい鎖さ。そのまま廃はい校こうだ。今夜のうちに新種のウィルス感かん染せんとか経営破は綻たんとか、適当な理由を準備し、今久留主高校そのものを『なかったことにする』わけだ」

　確かに「学校が一個潰つぶれた」なんてニュースはざらだ。誰だって、いちいち気に留めないだろう。その後で人知れず「元」生徒たちがごっそり消えたとしても。

「ＤＳＭＥ─Ⅶにそんな物ぶつ騒そうなシナリオ、準備されていたかしら？」

「読んでいないのか？　むろんイマジンも解散だ。どういうことか判るな？　津嶋サナギと尾津智弘は、他の魔女と一いつ緒しよに当局に身柄を拘束される」

　サナギが？

「ふうん。そうなの。どうしようかしら」

「君はサボタージュして僕を困らせるつもりか？　そういうやり方はフェアーじゃないぞ。君の任務は、魔女を狩かりだして祓うことだろう」

「あら。私は義務でやっているだけよ。たまたま祓えるから、祓ってやってあげているの。別にやりたくてやってるんじゃないわ。特に今回は数が多くて面めん倒どうだし」

　本当は祓いたくても祓えないだけなのに、あこぎなブラフのかけ方だ。

「う、う、う。いったい何が不満なんだ大道寺くん」

「うちの執しつ事じに、私が稲荷いなり寿ず司し愛好家だということをチクったでしょう。まったく口が軽い男ね。この場で呪い殺してあげてもいいんだけど」

「うっ。尾津智弘、貴様はなんと口が軽い男なんだ。やはり貴様も風紀委員会と対立するイマジンの部員だったというわけだな」

　口止めしなければならないような危険な機密を漏ろう洩えいしたのはお前だ。

「そ、それとオブジェ事件の件で鹿鳴館くんの協力を仰あおぎたいから、早く彼女の拘束を解いて生徒会に出頭させるように！　以上だ」




　笹木が去った頃ころにはもう、お昼休みが終わっていた。

　廃校。解散。拘束。

　タイムリミットは、あと一日。

　祓わなければならない魔女は、百八人。

「あの男、都合のいい時だけイマジンを使おうとするのよ。尾津、部室が穢けがれたわ。塩を撒まいておきなさい」

「はいはい」

「あのう。タマはいつになれば祓ってもらえるんですかにゅ？　うにゅ～」

　そうだ。途と中ちゆうから彼女の存在を忘れていた。

　だが光紗先輩はもう興味なげに手で「しっしっ」と払はらって、

「ええと杉原だっけ？　もう帰っていいわ。百八人も祓うにはこちらも準備が必要だから、祓いは明日に延期。この件についての情報はいっさい他言無用。感かん染せん症しようの疑いがあるので今夜の外出は禁止。家族にも患かん部ぶは見せないこと。ただし明日は〝祓い〟をやるので必ず登校。登校時には帽ぼう子しを着用。機密を漏洩させた生徒は風紀委員会で身柄を拘束、さる施し設せつに強制隔かく離りの上、退学処分。以上、職員室でおろおろしている面々と外で並んでる連中にも伝えておきなさい」

「きょきょきょうせいかくり、かにゅ？　なんだか怖こわいにゅ」

「部外者は早く帰りなさい。私たちは今から明日の祓はらいを準備しなくちゃいけないの」

「じゃあ、俺も帰っていいのか」

「尾津智弘、キミはイマジンの執事でしょ？　きちんと執事服に着き替がえて、私にお茶を淹いれたり私の肩かたを揉もんだり私の足の裏をマッサージしたり私の足の指のつけねを舐なめたりしなくちゃダメでしょう」

「余計な用事を付け足すんじゃない。もしかして足の指のつけねを俺に舐められたいのか」

「冗じよう談だんじゃないわ。キミの穢れた舌から分ぶん泌ぴされる雑ざつ菌きんまみれの粘ねん液えきが私の敏びん感かんな素す足あしを蹂じゆう躙りんするだなんて、想像しただけでも首を横一文字に切って死んでしまいたくなっちゃう。二度と私に向かってそんな汚けがらわしい言葉を口にしないで頂ちよう戴だい」

　杉原が、手を口にあてて「くすくす」と笑いだした。

「お二人さん、たいへん仲がおよろしいですにゅ」

「全然よくないよ」

「あらそうでもないわよ尾津智弘？　私、キミにどうしてもこの言葉を捧ささげたいわ。『カミーユ。貴様はオレの……』」

　…………

　…………

　…………

「その後の台詞せりふはどうなったんだよっ？　気になるだろ」

「あら残念。たった今私に取り憑ついた憑きものは、憑いた直後に爆ばく死ししてしまったわ。彼の魂はきっと爆死する寸前の記き憶おくを永遠にループし続けているんでしょうね」

「とてつもなくイヤなモノが浮ふ遊ゆうしている部屋だな、ここは」

　杉原は「それじゃおだいじににゅ～」と手を振ふりながら部室から出て行った。発はつ症しよう中のお前が「お大事に」と言ってどうするんだ。




　その後、廊ろう下かに並んでいた猫憑き生徒たちも、生徒会と風紀委員会のメンバーによって自宅へ「自宅待機」という名目で帰されることになった。

　で、急きゆう遽きよ、授業を欠席して（生徒会の配はい慮りよで、一応出席扱あつかいにしてくれるらしい）部室に居残った俺たちイマジンは。

　魔ま女じよの〝憑きもの〟の正体について、しばらく再検討した。

　まあ、光紗先せん輩ぱいの独り言に俺がつきあってるだけという感じだったが。

　その間サナギは黙もく々もくと、紙の上に学校オブジェ情報を書きこんでいた。

　そのまま夕暮れに突とつ入にゆう。

「……できた……」

　サナギが、完成したばかりの学校マップを俺に手て渡わたしてきた。

　一見すると、破損したオブジェが発見された場所は文字通りあちこちに散さん逸いつしていて、その分布状じよう況きようには何らの規則性も見あたらない。

「それにしてもずいぶん銅像とかその手のものが多い学校だな」

「生徒が少ないから、作り物を水増しして空間的な寂さびしさを紛まぎらわせているのよね。ねえねえ光紗、明日までに祓わないとサナギが連れ去られちゃうんでしょ？　覗のぞき魔が破は滅めつするのは自じ業ごう自得として」

「そうらしいわね」

「この際、オブジェ事件は放置したほうがいいんじゃない？　イマジンの管かん轄かつじゃないし」

「尾津智弘が中庭の聖母像の変わり果てた姿を私に見せたりしなければ放置確定だったんだけど、あの聖母像を穢された以上は看過しておけないわ。オブジェ事件に私が拘こう泥でいして魔女を祓い損そこなってこの学校が消えるとすれば、それは全すべて無能きわまる尾津智弘の無責任な野や次じ馬うま根こん性じようのせいなのよ」

　また俺への罵ば倒とう大会がはじまるのかな、と俺が嘆たん息そくしたその時。

　被かぶりっぱなしの袋ふくろを指でごそごそと位置調整しながら、サナギが呟つぶやいた。

「……うずまき……」

　え？

「サナギ、何だって？」

「……うずまき……」

　渦うず巻まき？

　何のことだ？

「津嶋。もしかしてオブジェの配置が渦巻き状だというの？　螺ら旋せんを描えがいていると？」

「…………（こく？　こく？）」

　頷うなずき方が、なんだか微び妙みようだな。でもタテノリだから「Ｙｅｓ」だろう。

「渦巻きかしら。そんなに綺き麗れいには配置されていないと思うけど……」

　確かに渦巻き状に配置されていないと言えなくもないが、これだけ大量にオブジェが散っていればオブジェ間でどうとでもラインを引くことができる。星座と同じだ。あれだって星と星の間に人間が任意のラインを引いて見たい図形を見ているだけだもんな、うーん。

「このオブジェの配置図を基もとにオブジェ間を任意の線分で結べば、どんな図形でも描けるじゃない。例えば、ペンタグラムでも、三角形でも、北ほく斗と七しち星せいでも。アナグラムで予言を解かい釈しやくするのと同じだわ。せめて起点と終点を特定できれば、正確に図形を読みとれるかもしれないけれど」

　光紗先輩も同じ意見か。

「あーっ、見えた見えた！　渦巻きが見えた！　右巻きだぁ！　凄すごいっサナギってば天才っ」

　こら、ちこり。心しん霊れい写真鑑かん定ていじゃないんだから。

「鹿鳴館はすでに渦巻きという先入観を持ってしまったから、この三十五個の点の集まりの中に渦巻きを幻げん視ししちゃっただけよ。脳はね、無関係な情報の集積に任意の意味づけを行って勝手に図形や物語を構成するのよ」

　それが脳の「クセ」なの、と光紗先輩。

「人間の脳はカオスに耐たえられないの。常に秩ちつ序じよと意味を求める志向性を持って動いている。このオブジェの配置には意味などない、と考えたほうがいいと思うわ」

「しかしサナギが、うずまき、って言ってるんだ。彼女はきっと核かく心しんを摑つかんだんだと思う。喋しやべらないだけで」

「そ、そうね。津嶋は、口数が……少ない……から……」

　光紗先輩が、俯うつむいて目を伏ふせた。

　また何かジョークを飛ばしてくるのかと思い、俺は身構えたが。

　…………

　…………

　…………

　……って、なんでそこで悲しげに黙だまり込むんだよ？

　本当に判わからない人だな。

「ああーそうだ！　あたし、これからオブジェを全部撤てつ去きよしなくちゃいけないんだったわ！」

　ちこりが椅い子すから立ち上がり、鞄かばんを手にとった。またしても、胸の谷間にストラップを挟はさむいつものスタイル。ちょっと動いただけで年ねん齢れいに不ふ相そう応おうな大きな胸がこれみよがしに揺ゆれて、俺の精神衛生に悪いことこの上ない。

「鹿鳴館、あのオブジェ群には下手に触さわらないほうがいいわ。〝うずまき〟の意味が判るまでは」

「んーダメなの。生徒会が撤去するって決定しちゃったの。でもね、学校にはもう業者を雇やとう資金が無いんだって。だから、あたしがパパの手下を集めてぱっぱっと片付けさせちゃう。明日の朝までには終わると思う」

　パパの「手下」？

「でも……あの聖母像は……私の……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。光紗がお気に入りの聖母像はちゃんと修復して元通りの真っ黒い像に戻もどしてあげる。今回は稲荷いなり寿ず司しを百八個も準備しなくちゃね。くすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすく（中略）すくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすく」

『くすくす』が多いぞ、ちこり。途中から『すくすく』になってるし。

「しかし、稲荷寿司を百八個って？」

「光紗は魔ま女じよを一人祓はらうごとに、稲荷寿司を一個お供そなえするのよ。今回の猫ねこ憑つき魔女は百八匹ぴきいるから、全員から魔力をとっぱらったら百八個の稲荷寿司に変へん換かんされるわけ。数式で表現すれば、

　１０８－１０８＝１０８

　って感じ？」

　世界広しといえど、そんな頭の悪い算数があるか。ピタゴラスとユークリッドに謝れ。

「もう行きなさい鹿鳴館。私たちも今日は解散するわ」

　まだ猫憑き魔女の祓い方も判っていないのに？　間に合うのか？

「これくらい一晩あれば解決できるわ。それよりもキミは」

　光紗先せん輩ぱいが、俺に宿題を与あたえた。

　もうすぐ覗のぞき魔に堕だする運命を変える方法を探しなさい、と。

「私が無能なキミに期待していることは、その程度よ」

　明日で学校が終わってしまえば、覗く機会も永久に消え去るんだけどな。










「と、いうわけなんだ。どうする、姉貴？」




　イマジンの四人が部室で解散してから、約一時間と四十四分後。

　俺は自宅の玲於奈の部屋で、今日も今日とて一日中この部屋に籠こもっていた姉貴に本日の俺の物語を詳しよう細さいに報告していた。

　悔くやしいかな俺にはミステリー作家の素養がないのだ。ミステリー小説の犯人なんて、最後の最後まで判らない。それにひきかえ、推理マニアにして何でも客観的に（他人事ひとごととして、ともいう）観察できる特とく殊しゆスキルを持つ玲於奈なら、解決の糸口を見つけてくれるかもしれない。

　だから、俺としては珍めずらしく今日の物語をダイジェストすることなくたっぷりと語り、カーネルサンダース化した黒い聖母像の写真やサナギが製作した学校謎なぞオブジェマップのコピーまで見せてやった。

　その結果、玲於奈の抱いだいた感想は。

「いいな～。わたしもネコミミほしい～」

　それがお前の「せいいっぱい」か。

「ごめんね、ちひろくん。わたし、去年ネットで落札した希少本を読むことで頭がいっぱいなの。あ、だからといってちひろくんの物語がつまらないってわけじゃないのよ？　わたしはちひろくんの全すべてを愛しているから。だから、ちひろくんがどれだけステータスの低いザコキャラだとしても、わたしはちひろくんの物語を全肯こう定ていしてあげたいな、なるべくなら。でもでも、わたしは一度ひとつの本にのめりこんじゃうとダメなの。最後まで読み終えないと他ほかのことに集中できないの」

　中古本以下なのか。俺の人生。

「俺が連れ去られたら姉貴も後を追って飢うえ死にだぞ。気づいてるか？」

「それより見て見て。この本。あの伝説の〝Schaden Hexenシヤーデンヘクセン〟の第一巻なのよ。いやぁお上にバレたらお縄なわにされかねない、超ちようでぃんじゃーな発禁本なんだぜい。もちろん、ちひろくん名義で買っておいたから万一の場合も足はつかないよ？」

　俺の足がつくだろうが。だいいち黒い革かわ製せいカバーをかけた本を見せられても内容が判らん。

「また通つう販はんでヘンな本を買いやがって。原げん爆ばくの作り方でも書いてあるのか、それとも政権の打だ倒とうを訴うつたえる革命思想の書か。まさか口に出すのもはばかられるようなインモラルな内容をつづったエロ小説か？」

「ううん。ただのジュブナイルノベルだよ。ちょっと昔までライトノベルって言われていたジャンル。もっと昔風に言えば中高生向け小説」

　今風に言えばティーンズノベルってやつか。しかし、そんなものがなぜ発禁に。

「さあ？　わたしも知らない。全部読み通せば、なんとなく判ってくるかもしれないかな～」

「本の話はいいんだよ。俺の話のほうが俺にとっては大事だ」

「おやおや？　今までさんざん青あお臭くさいニヒリズムをひけらかしていたちひろくんにあるまじき熱い発言だね？　どういう心境の変化なの？　もしや色に目覚めたか、小こ僧ぞう？　お姉さんに打ち明けてみなさいって、うりうり」

「黙だまれ。姉貴が振ふりかざす大陸封ふう鎖さ政策よりはいくらかマシだ。明日までに杉原たちの件を解決しないと、俺はいずこかへ強制隔かく離りだぞ？」

「せっかく盛り上がりそうだったのに、もう打ち切りかぁ。ちひろくんってやっぱりベストセラー作家になれるほどの才能がないよねぇ」

「俺がプロットを書いてるんじゃない。ほらほら玲於奈、好物の明あか石し焼きだ。俺の分を一個やろう。だから頭を動かしてくれ」

「むぐっ。ん～、美お味いしいっ！　タコさんの吸きゆう盤ばん、かわいい……はふはふ」

　この程度のエサで釣つられてくれるんだから、かわいい動物だ。

「じゃあ、明石焼き一個分だけサービスしてあげるよ。そうねえ。わたしの推理では……」

「推理では？」

「黒衣の部長には悲しみに満ちた過去があると見たぜっ！　主人公のちひろくんは、これからいかにして部長の過去を調べて彼女の悲しみを癒いやすことができるか？　ハードルの高い部長ルートに入れるかどうかは、ちひろくんの情報収集能力と『部長を彼女にして、長い髪かみや薄うすい胸にあんなことやこんなことをしてみたい』という粘ねん着ちやく質しつの執しゆう念ねんにかかってるよ！　もちろんキーワードは『稲荷いなり寿ず司し』さっ！」

　ゴン。

「殴なぐるぞ、この二十一世紀最低最悪のダメ人間」

「いたあい。頭をぶってから言わないでぇ」

「光紗先せん輩ぱいはあれ以上キャラを立てる必要などない。俺はもう充じゆう分ぶんにお腹なかいっぱいだ」

「うううー。乱暴なんだから、ちひろくんってば。自分の姉を十年間にわたって監かん禁きんして飼育して、あげくにＤＶするなんて。酷ひどい。凄すごい。素す敵てき。胸が〝きゅん〟ってなっちゃう。獄ごく中ちゆう手記を書いたら大ヒット間ま違ちがいなしだよ～」

　いつ俺が玲於奈を監禁したんだ。さっさと表に出ろ。

「魔ま女じよ事件の解決なんて、部長が明日中にはなんとかするんじゃないの？　プロなんでしょ？」

「その部長が頭を使いすぎて行き詰づまっちゃったから、無む駄だに物語知識だけは豊富な玲於奈の意見を聞いてるんだ。これだという猫ねこキャラ、思い浮うかばないか？」

「んー。つまり憑つきものの猫の正体が判ればいいんだよね？　明日の夕方くらいまでには、考えておくねっ」

「それじゃタイムリミットに間に合わなくなるかもしれないだろ。今この場で考えてくれないのなら、口の中に入れた明石焼きを返して貰もらおうか」

「あのねぇちひろくん。わたしは今〝Schaden Hexen〟のことで頭のバッファメモリがいっぱいいっぱいなの。わたしに何かさせたいというのなら、先にこの本を最後まで読ませて。お姉さんからの～、お願い？」

　そこで「おいでおいで」と俺を招きながら片目をぱちっとウィンクする意図が摑つかめない。

「やけに小さいバッファだな。そんなにおもしろい本なのか、それ？　俺が語り下ろしているイマジンの物語よりも盛り上がるのか？」

「うーん、まだ途と中ちゆうだから、なんとも。でも序じよ盤ばんは最高だったわ。学園を舞ぶ台たいにした、正義の魔女軍団と悪のエクソシスト軍団との激しい魔法バトル……稚ち拙せつな文体だけど、それが逆に妙みようなリアリティを醸かもしだしてるっていうか」

　待て。

「学園で、魔女？　エクソシスト？　バトル？」

「おやおや？　ちひろくん、どうしたの？　この種の小説では、割とありがちな設定だよ？　しかも、一時期粗そ製せい濫らん造ぞうされたネタでやや時代遅おくれ」

「俺が昨日から遭そう遇ぐうしている事態と、どうも基本的なキーワードが共通しているような。俺も、錯さく乱らんしかかっているのかな」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ちひろくんは漫まん画がの読み過ぎで現実と夢の区別がつかなくなって一人寂さびしく脳内の今久留主高校に通ったつもりになっている痛い子なんかじゃないよ？　ねぇちひろくん。ほんものの世界はね……この部屋だけなんだよ？」

「やみくもに俺を惑まどわせるな。とにかく一刻も早く推理してくれ」

「あん、もうちょっと遊んでいようよ～」

「ダメだ」

　俺はそのままできる限り迅じん速そくに立ち去ろうとはしたのだが。

　それでも去り際ぎわに、また姉貴のイヤげな予言を聞かされる羽目になった。

「あー、そうそう。今日の二つの事件は同一犯の犯行だね。昨日の事件もたぶん同一犯だよ、ちひろくん」

　倉橋の事件もか？

「物語の基本は三幕構成だよ。昨日のはプロローグ。今日のが序章。だからクライマックスは、きっと明日だね」

「外の世界は、舞台のカキワリじゃないと言ってるだろうに」

「だって、明日で廃はい校こうなんでしょ。じゃあ、絶対に決戦は明日だよ。廃校になったらもう、学校を破は壊かいできないでしょ？」

「学校を破壊？」

「ん～。それともイマジンの破壊かな？」

「イマジン？」

　イマジンは魔女狩がりの件で怨うらみを残さないはずだぞ。関かかわった全員が事件のことを忘れてしまうんだからな。

「恐おそらく魔女が魔ヘ女ク症サド候ロー群ムを発はつ症しようする真の目的は、目の前にある〝外の世界〟の否定。〝新しい世界〟の創造は、オマケなんだと思うよ」

〝外の世界〟を否定？　放置しておいてもいずれ壊こわれる〝外の世界〟を？　どうして。

「〝壊れる〟のと〝壊す〟のとでは全然違うよ？」

　判わからん。勿もつ体たいぶるな。何か判ってるなら、早く教えろ。

　ベッドに寝ねている姉貴に再び視線をやると……

　玲於奈はもう読書に没ぼつ頭とうしていた。

　手にしていた〝Schaden Hexen〟を、待ちきれずに読みはじめていた。

　こうなってしまったら、読み終わるまで何の反応も返ってこない。

　俺の声も、届かない。

（あと、一日か）

　なぜか、十年前の〝振ふりだし〟地点に戻ったような気分だ。

　少しばかりの無力感。




　俺はその夜、「貴様は俺のっ……」と叫さけぼうとして大道寺光紗先せん輩ぱいが操あやつる可変型モビルスーツに撃げき墜ついされる夢を見た。







　ACT.3







　翌朝六時。

　目覚めると、俺の枕まくら元もとに真っ黒い革かわカバーで覆おおわれた〝Schaden Hexen〟の単行本が一枚のメモ用紙とともに置かれていた。

　メモには、

〈ちひろくん、この〝Schaden Hexen〟を持って学校へ行ってね。困った時にはこの本を開いてみそ。あ、今日はお昼過ぎまで冬とう眠みんするので起こさないでね。あなたの永遠の姉・れおな♡〉

　と、やたら芯しんが細いシャーペンで書かれていた。

「結局この本を読んでるうちに夜が明けたのかよ。まったく……」

　まあ、最初からたいしてアテにはしていない。

　光紗先輩が猫ねこの正体を突つき止めていることを、祈いのるばかりだ。

　俺は〝Schaden Hexen〟をベッドの上に放ほうり投げて、部屋を出た。

　玲於奈は、〝外の世界〟と〝物語〟を区別できないのだ。

　自分は〝外の世界〟の登場人物ではない、自分だけが人間で、〝外の世界〟の人たちはみんなＮＰＣ……仮想のキャラクターだと思いこんでいる。

　だから、〝外の世界〟に出られない。

　十年前の事故がきっかけで、玲於奈は突とつ然ぜんそういう人間になった。

　出かける直前、俺は簡素なベッドの上で身体からだを小さく丸めて眠ねむっている姉貴の寝ね顔がおをちょっとだけ確かめて、耳元に囁ささやいた。十年分の怨おん念ねんと愛情をたっぷりと籠こめて。

「わかったよ。俺がちゃんと帰ってくれば、いいんだろう？」

　今夜もし生せい還かんできたら、通常の三倍くらい豪ごう華かなエサを作ってやるとしよう。ま、エサはしょせん、エサだけどな。




　姉貴の昼ひる飯めしを作って冷蔵庫に入れてから、俺はまた執しつ事じ服セットをバッグに詰つめて学校へ向かった。

　俺ん家ちの最も寄より駅から学校の前にある駅までは、上り電車で二駅。

　まずは徒歩で最寄り駅まで移動だ。

「六甲山純情乙女商店街」のアーケードをくぐっている途と中ちゆうで、うちの学校の制服を着た女子をみかけた。

　頭にニット帽ぼうを被かぶっているが、その小動物っぽい動きと小こ柄がらな身体を見み間ま違ちがえるはずもない。

　杉原珠恵だった。

　ただ、昨日と違う点は。

　……片目に白い眼帯をつけていた。

　眼帯をつけていない側の頰ほおが、青く腫はれている。

「よお杉原。このへんに住んでたのか？」

「……うにゅ。貴様は、イマジンの間かん諜ちよう」

「まだ言うか。お前は本当に人間不信だな。何に憑つかれているか思いだしたか？　今日お前たちを祓はらえないと、俺もお前も破は滅めつだぞ」

「……どうでもいいにゅ。タマはもうあらかじめ破滅しているにゅ」

　無言のまま鞄かばんを手にアーケードの下をとぼとぼと歩いていく杉原。

　俺は少し離はなれて、その後ろをついていく。

「その耳は祓えば消えるんだ。俺には無理でも、光紗先輩ならお前を助けてくれるよ。だから諦あきらめるな」

「違うにゅ。耳なんてどうでもいいにゅ。貴様は超ちようがつくほど鈍どん感かんだにゅ」

　話題にするのを避さけていたんだが、眼帯について尋たずねてもいいのか？

「ならば鈍感ついでに聞いてやろう。その眼帯はどうした」

「家に住み着いている親おや父じに、ボコられたにゅ。部屋の中で帽子を被っていたら、取れと言われて、ケンカになったにゅ。大人との口ゲンカではタマは百戦百勝、万ばん夫ぷ不当のつわものにゅ。でも、勝つたびに肉体言語に訴うつたえられるにゅ」

「親父？」

「母親が連れこんだ流れ者のオッサンにゅ。もう何年も家に住み着いて、出て行ってくれないにゅ」

　父親と親父。上下入れ替かえただけなのにえらい違いだ。

「家族と仲が良くないのか」

「貴様の家はどうなんだにゅ」

「うちか？　うちは、平和なもんだ」

　まあダメ姉のおかげで二人ほど家族が離り脱だつしているような気がするが。

「しかしその親父も、女の子に暴力を振ふるうのはまずいだろ。どうにもならないのなら就職して引っ越こせばいいんじゃないか？」

「……そんなんで逃にげられれば、苦労はないにゅ……」

　魔ヘ女ク症サド候ロー群ムは、現実の否ひ認にんからはじまる。

　杉原の場合は……原因は家族か。

　家族からは、逃げられない。生きる限り。

「タマはもう破滅済みだにゅ。誰だれも助けてくれなかったし、自力で自分を救うような力も持てなかったにゅ。先生に相談しても、かえって事態を悪化させる結果にしかならなかったにゅ」

「中学時代の話か」

「タマの態度が悪い、と先生に説教されたにゅ。あの親父の目の前で。あの日から……悪いのは全部タマの側だということになったにゅ。あの鬼き畜ちくは、堂々と暴力を振るう大義名分を得たにゅ。暴力は、『躾しつけ』という名目の下もとにますますエスカレートしたにゅ。まあ、その先の展開はご想像にお任せしますにゅ」

　なんだか、まるで。

　何もかもがふっきれてしまった人間みたいな、さっぱりした顔で。

　どうして俺なんかにぺらぺら喋しやべってしまうんだ。

「だからたとえネコミミを祓ってもらっても、タマは救われないにゅ。いっそ当局とやらに隔かく離りされたほうがマシかもしれないにゅ」

「いや。下手したら収容先で死ぬまで実験動物扱あつかいだぞ。俺だって同じ運命だ。一いち蓮れん托たく生しようだ。それに俺にはな」

「……家族がいる、って言いたいのかにゅ？　妬ねたましいにゅ。お前もさっさと破滅してしまえばいいにゅ」

　アーケードを抜ぬけた。

　駅前の大通り。

　俺と杉原は、まだ四月だというのにすでに真夏のように晴れ渡わたっている青空を見あげた。どこからかセミの鳴き声が聞こえてくる。

「なあ杉原。みんな、遅おそかれ早かれ破滅するさ。ただ、目を逸そらして考えないようにしているだけだ」

「逸らすことができないヤツは、どうすればいいんだにゅ？」

「そうだな……」

　魔ま女じよになるしか、ない。

〝外の世界〟が内側まで侵しん食しよくしてきて、〝半径三メートルの世界〟を維い持じできなくなってしまったから、杉原は魔女になるしかなかった。魔女になれば、〝力〟さえあれば、もう一度自分の〝世界〟を造り直すことができるから。

　だがしかし、魔女は、狩かられる。

〝外の世界〟とうまく折り合いをつけて生きている人間たちは、〝外の世界〟を守らなければならないのだから。

　……ならば、光紗先せん輩ぱいは……

　どうして〝外の世界〟に背を向けながら、魔女を狩るんだ？

　俺は杉原にも自分にも解答を示せないまま、改札を通ってホームへ向かった。

　杉原は、いつの間にか俺を引き離していた。

　俺の目の前で、杉原は出発直前の車両へと滑すべりこみ、そしてドアが閉じられた。

「…………」

　走り去る車両の中から、杉原が俺に何か言ったように見えた。




　俺はその後一人で電車に乗り、ほどなく学校に着いた。

　グラウンドを見み渡わたしても、あの元創立者の銅像の姿は見えなかった。

　ちこりがパパの手下とかいう怖こわい人たちを酷こく使しして、昨夜のうちに撤てつ去きよしたのだろう。

　ちこりのパパって、何してる人だ？

「中庭のアレも撤去したのかな」

　部室に入る前に、中庭に立ち寄ってみた。

「泣きながらマリアさまに稲荷いなり寿ず司しをお供そなえしている光紗先輩の図」という衝しよう撃げき的な光景が見られるかもしれないという好こう奇き心しんもあったが、まあ単になんとなく気になったのだ。

　だが。

「あれ？　ちこり……？」

　中庭にいたのは光紗先輩ではなく、ちこりだった。

　なぜか撤去されずに残っている聖母像の台座に背中をつけて、体育座りでじっと……

　……聖母像を、守っている。

　制服姿のまま。

　聖母像はカーネルサンダース状態から回復して、元の黒く焦こげたマリア像の姿を取り戻もどしていた。

「何してるんだ、こんなところで。まさか昨夜から帰ってないのか？」

「……う……眠ねむい。うげげ……」

　ちこりは脇わきに立っている俺を、血走った目で見あげた。

　その一秒後に「なんだデバガメか」と呟つぶやいて、ぷい、と顔を逸らす。

　俺はちこりの隣となりに座った。

「オブジェは全部撤去するんじゃなかったのか。どうして黒い聖母像だけこの場で修復した？」

「……これはね、光紗に必要なものだから。魔女を祓はらった後、懺ざん悔げしなくちゃいけないから……光紗は」

　眠そうに俺をちらちら睨にらみながら、ちこりが独り言のように呟く。

「稲荷寿司のお供えか？」

「そう。あの子は、すごく臆おく病びようで弱虫なの」

　寝ねぼけているのかな。

「光紗はあたしの百万億兆倍くらい、繊せん細さいなの。だから、あたしが守っていてあげなくちゃ、すぐに壊こわれちゃう。でも……あたしだけじゃ足りないみたい。ダメなのよね。ほら、あたしって頭悪いじゃん。バカじゃん。神経太すぎるじゃん。ナイロンザックなみじゃん。おまけに無知だし。何も知らないし。光紗にしてみたら、きっと物足りないのよね。たぶんこの聖母像は、あたしに足りない部分を補ってくれているんだと思う。だから聖母像だけはこの場所から動かせないの」

「そんなことないだろ。二人はいい友達だろ」

「……そうかしら……」

　つまり徹てつ夜やでこの聖母像を守っていたわけだ。

　俺はまた、頭上に広がっている青空を見あげていた。

　この空の下で、俺だけが泡ほう沫まつ無所属候補。そんな気分。

「なあ、ちこり」

　喉のど仏ぼとけを二本指で突つき刺さされた。

「ぐはあああっ、げほげほげほげほっ！」

「何が『なあ、ちこり』よ。お前、いつからあたしの男になったつもり？　『鹿鳴館先輩』でしょっ！」

「げほげほげほっ。わかったよ」

　だが心の中では呼び捨てにし続けてやるからな。ざまあみろ。

「光紗先せん輩ぱいは、魔ま女じよを祓うのが苦痛なのか？　じゃあ、どうして祓うんだ。捨てておけばいいだろう」

「できないのよ。捨てておけば、魔女は風紀委員会に拘こう束そくされて、どこか遠くの施し設せつに送られちゃう。それを知ったから、祓わなければならなくなったの。光紗は、救えるかもしれないのに見て見ぬふりをすることを『みひつのこい』だとか言ってた。未筆の恋こい……つまり、書かれなかったラブレターってことかしら」

「違ちがう。恋でもラブレターでも執しつ筆ぴつ活動でもない。魔女は、祓われれば学校をやめなくてすむ。家から引き離はなされなくてすむ。これまで通りに暮らしていける。それなのに放置して魔女が学校から消されていくのを黙もく認にんしていれば、自分も風紀委員会や当局とやらに荷か担たんしたことになってしまう。だから、たとえ何らかのリスクがあろうとも祓う。そういう意味の言葉だ」

　ちこりは「うげ判わからない」と呟きながら、俺の目をいきなり指で突いてきた。

「ぎゃあっ？　何すんだよっ」

「お前、光紗の気持ちがどうしてそんなによく判るのよ。生意気」

「俺はただ『未必の故意』という言葉の意味を知っているだけだ。というか普ふ通つう、誰だれでも知っている」

「まあ、いろいろあってサナギを巡めぐって風紀委員会の笹木と対立することになったのよね」

「津嶋サナギ？」

「そう。去年の夏だった。光紗はね、一人でサナギを祓おうとしたの。二人は一年の時、同じクラスだった。いくらか話したこともあったみたい。光紗はサナギがどこかへ連れ去られてしまうのを黙だまって見ていられなくなったのよね。でも」

　でも？

「……失敗したの。その結果が……今のサナギ」

「失敗？」

「サナギの魔力は非常識なまでに強大だったから、エクソシストとしてすっかり廃はい業ぎよう状態だった光紗には祓いきれなかったわけ。その結果、サナギは……サナギとシュブニグラスとに分ぶん離りしてしまったの」

「使い魔の、アレが？　津嶋サナギの一部なのか」

「そう。本当なら、サナギの中の〝力〟の要素だけを祓って、縫ぬいぐるみに封ふう印いんするはずだった。でも、失敗した。サナギの魂たましいそのものを、二つに割っちゃったの。怨うらみや悲しみや痛みや叫さけびといったマイナスの感情の全すべてが、シュブニグラスという形で分離してしまったのね。だから今のサナギは」

　無口な性格なんじゃなくて、心が……

「心が半分消えちゃってるの。知能は無事だったんだけど、〝感情〟が」

　それで倉橋に輪を掛かけて喋しやべらないんだな。

　じゃあ袋ふくろを被かぶりはじめたのは、その後か。

「あの袋は、魔女化した時から被ってるのよ。元は、何てキャラだったかな……忘れちゃった。あたし、細かいことって三日以上覚えていられないの」

　おい大だい丈じよう夫ぶか。

「笹木は再び、祓はらいきれなかったサナギの身み柄がらを渡わたすよう要よう請せいしてきた。そこであたしと光紗はイマジンを結成して、サナギを部員にしたの。で、イマジンで勝手に魔女を祓うってことにして、サナギは拷ごう問もん係として必要だということにして」

　よくそんな無茶が通ったな。

「学校の上層部に、あたしのパパから手を回してもらったから。学長と生徒会の了りよう承しようさえ取りつけちゃったら、笹木はもう何も言えなかったわよ。あ。光紗にはこの話、内ない緒しよよ？」

　ああ。

　そんな怖こわい瞳ひとみで睨にらまなくても、言わないって。

　だいいち、なんで俺にそんな話をする。

　俺はデバガメだぞ。もうまもなくヴァルキリーの乙おと女めたちを視線で穢けがす覗のぞき魔になる予定だぞ。さもなきゃ強制隔かく離り。

「……ちこりも、イタリアでエクソシストの教育を受けてたのか？」

　ドスッ。また喉のどを突かれた。

「『鹿鳴館先輩』でしょ」

　げほげほげほっ！

「でも〝ろくめいかんせんぱい〟って十文字だぞ。長すぎる。いちいち舌嚙かみそうだ」

「じゃ『ちこり先輩』でいいわよ、もう」

　寝ね不ぶ足そく気味のちこりは割とものわかりがいいな（当社比）。

「あたしはハプチュブリュク家出身だって言ってるでしょ。イタリアなんて行ったこともないし地ち球きゆう儀ぎのどの部分に位置してるのかも知らないもん」

「おいおいイタリアはオーストリアのすぐ南だろうが。自分の故郷の位置ぐらい覚えておけ」

「お前って、あたしよりバカね。オーストラリアの南はグリーンランドでしょ」

　全部間違ってるから、それ。

「イタリア帰りでもエクソシストでもないちこり先輩が、どこでどうしてあの二人や笹木と関かかわったんだ？」

「あはは。それは……えーと……ま、いいじゃない」

「だいたい、ちこり先輩はどうして改造人間じみた超ちよう人じん的な体力を誇ほこってるんだ。訳がわからん」

「……ん……まあね……どうしてかしらねー」

　俺は、はじめて見た。
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　ちこりが、寂さびしげに目を伏ふせて俯うつむいている横顔を。

　こいつ、黙っていれば……こんなに美人なのか。

　目ぇ碧あおい。睫まつ毛げ、長い。肌はだ、白い。

　でもな。

「とお！」

「痛あい。レディの頭にチョップしないでよぉ」

「鹿鳴館ちこりともあろう者が執しつ事じごときの前でしょんぼり落ちこむな。俺は、そういう唐とう突とつなキャラぶれが許せない性格なんだ。人は自分に与あたえられたキャラクターを努力して演じるべきだ」

「だって眠ねむいんだもん。お腹なかもすいたし」

「寝ねればいいだろう」

「ダメよ。『犯人は犯行現場に戻もどってくる』って光紗がいつも言ってた。だからあたしがここで聖母像を死守していれば、きっとそのうち犯人がノコノコやってくるじゃん？　そこをすかさず成敗してやるのよ」

「よく判わかった。再び聖母像がいたずらされて光紗先せん輩ぱいが悲しむ顔を見たくないのだな。なんて友達想おもいの優やさしいヤツだ、俺としたことがうっかり惚ほれてしまいそうだ」

「い、いいから、部室に行きなさいよ。ちゃんと掃そう除じしてお茶の準備を済ませないと、光紗に解かい雇こされちゃうわよ」

「ホームルームがはじまるまで、俺もここにいるよ。テンションの低いちこり先輩を見ていると、鼻がムズムズする。少しくらい仮か眠みんを取れよ」

「イヤよ。あたしが眠ったら、おっぱい触さわるつもりなんでしょ」

　それほど俺は死に急いでもいないし、生き急いでもいない。

　列車に喩たとえれば準急くらいの中ちゆう途と半はん端ぱなポジションがいちばん好きだ。




　…………

　ザッ、ザッ。

　砂を蹴ける足音が、ひとつ。ふたつ。みっつ。

　……それ以上は、聞き分けられなかった。

　来た。

　犯人は、犯行現場に戻ってくる。

　これは犯罪モノのセオリーの一つだ。フィクション、ノンフィクションを問わず。

　俺は（戻ってきてもお縄なわになるだけなのにバカなんじゃないか）と常々笑っていたのだが、今日ばかりはさすがに笑えなかった。

　なぜならば。

「うげっ……な、何人いるのよ、こいつら？」

　手て狭ぜまな中庭へ集まってきた、制服姿の猫ねこ憑つき魔ま女じよの数は。

　三十人、四十人、五十人……

　……まだまだ増える。

　もしかして、昨日猫憑き化した生徒全員、なのかもしれない。

　俺は杉原珠恵の姿を捜さがした。

　だが、あまりに数が多すぎて、見つけることができない。

　仮にこのネコミミ軍団の中に杉原が紛まぎれているとしても、あいつは背が低いから埋うもれてしまっているだろう。

「なななな、なんでこいつらが集まってきてるわけっ？　もしかしてオブジェにいたずらした犯人は……魔女？」

「そのようだな。でも、何か妙みようだ」

　猫憑き女子たちの顔つきが、一様に無表情なのだ。

　それに、誰も声を発しない。

　猫というよりは、どちらかというと圧あつ倒とう的にゾンビに近い空気。

「数が多い。ちこり先輩、逃にげよう」

「冗じよう談だんじゃないわ、わざわざ徹てつ夜やで張りこんできたのは悪を懲こらしめるためなんだから！　悪・即そく・斬ざんっ！　たとえ百八匹ぴきネコミミ大集合状態だとしても、一人残らずこの鹿鳴館ちこりさまが成敗してくれっ……ごほっ。けほけほごほがへっ？」

　ちこりは激しく咳せきこみながら、立ち上がった。

　おいおい。風か邪ぜでもひいたのか？　こんなに暖かいのに。

　スカートの丈たけが短すぎるせいだな、きっと。

「どうして腰こしに手を当てて、突つっ立ってるんだよ」

「くっくっくっ。おいこら尾津〝畜ちく生しよう乃の介すけ〟智弘、このちこりさまが対集団格かく闘とうの奥おう義ぎというものを教えてあげるわ。それはね……」

　人の名前にヘンなミドルネームを挿そう入にゆうするな。

　なんて言っているうちに。

　俺たちは無む為い無策のうちに三方をそれぞれ数十人の猫憑き魔女に囲まれた。

　背後は、池。逃げ場がない。

　いわゆる、背はい水すいの陣じんだな。

「四方から襲おそいかかってくる敵を瞬しゆん時じに倒たおす！　次に襲いかかってくる敵が攻こう撃げき範はん囲いに入る前に、倒す！　ならば、敵は常に四人に限られる！　これをひたすら繰くり返し続ければ、相手がたとえ地球上の全人類だとしても絶対にやられないのよ！　今回は背後が池だから、同時に三人倒すだけでいいのよ楽勝よ楽勝だわっあたしってば戦いの天才ねっ神の子？　神の娘むすめ？　（中略）」

　漫まん画がの読み過ぎだ。

「ちこり先せん輩ぱい。それは『アキレスの亀かめ』と同じ錯さく誤ご思考だ。いいか。アキレスが亀よりいくら速いといっても、アキレスは亀を追い抜ぬけない、なんてことは実際には起こりえない。なぜならば」

「亀がどうしたって？……わっ？　ちょっとあんたたち、順番に三人ずつやってきなさいよっずるいわよっそんな団子みたいに固まって襲ってこられたらあたしの奥義が奥義が、きゃあああーっ？」

　推定百八人の猫憑き生徒が。

　無言のままで、いっせいにちこりめがけて駆かけ寄ってきた。




「アキレスの亀」というのはゼノンのパラドックスの一つで、

・前提。アキレスは亀より足が速い。だから同じ地点からスタートさせて競走させると、必ずアキレスが勝つ。

・ルール。ハンデをつけて、アキレスを亀より後方のＡ地点から、亀を前方のＢ地点から同時にスタートさせ、両者に競走させる。

・展開。アキレスがＡ地点からＢ地点に到とう達たつした時には、すでに亀はＢ地点の前方にあるＣ地点に到達している。つまりアキレスが亀がいた地点に到達する頃ころには亀もまたその先の地点に到達している。両者の間の距きよ離りは無限小に縮まっていくが、それでも亀が運動を続ける限り常に亀はアキレスを先行し続けることになる。

・結論。アキレスは亀に永遠に追いつけない。




「だが現実にはこんなことは有り得ない。このパラドックス自体が実は間ま違ちがいなのだが、どこが間違いなのかもう判わかったか？　ちこり先輩」

「判らない判らない、むぎゅうううっ！　きゃーっ重いっ潰つぶれるっひしゃげるっ胸の形が崩くずれちゃうっ！　どきなさいよ、あんたたち！」

　ちこりは殺さつ到とうしてきた百人超ちようのネコミミ生徒たちにたちまち押しつぶされ、下した敷じきになってしまった。一人五十キロとして、総計五トンの重りがちこりの背中の上に載のせられていることになる。

　なんでまだ大声で喋しやべれるんだ？

　なお、どういうわけか俺はネコミミ軍団に放置されたままだ。

　ところで正解は、「アキレスの亀」のお話はアキレスと亀の運動を無限に分割された点と点の間を移動する「点運動」として捉とらえているところが間違いで、実際の競走は一本の線分の上を移動する「線運動」なのだ。まあ他ほかにもいろんな解かい釈しやくがあるが、いずれにしても「アキレスが移動するうちに亀も常に移動するから、亀はアキレスに追い抜かれない」なんてことは現実には有り得ない。

　ちこりも同じで、この場合四方から来る敵は決して「四個の点運動」ではない。実際には敵は広い空間の中をいっせいに移動してくるのだ。だから「同時に四方の敵を倒す」という方法では勝てるわけがない。

　わけがないのだが。

「……どきなさいって……言ってるでしょおおおおおっ！」

　だからといってちこりが勝てないというわけではない。

　百人を同時に倒してしまえばよいのだ。

　そう。このように。

　自分の身体からだの上にのしかかった百人を、まとめて吹ふき飛ばしてしまえば済む問題だったのだ。

　って、おい。

「にゅー、にゅー」

「にょー、にょー」

「にゃー、にゃー」

「にい、にい」

「にゃん、にゃん」

「ねこ、ねこ」

「にょわんにょわん」

　文字通り蹴け散ちらされた百人の猫ねこ憑つき魔ま女じよ生徒たちは、しばらく宙を飛んだ後、中庭一面にバラバラと墜つい落らくして呻うめき声をあげはじめた。

「なんて非常識なんだ。ちこり先輩、骨とか大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はあはあはあ。ぜえぜえぜえ。ごほごほごほっ。……げふうっ」

　あ。

　真っ青な顔でふらつきながら立ち上がったちこりが……

　吐はいた。

「うぐっ……げぇっ……げほ、げほっ」

「うわっ、全然大丈夫じゃなかった！　し、しっかりしろ」

「……はぁはぁはぁ。ま、まだまだこれからよ……全員、足あし腰こし立たなくなるまで痛めつけないと……こいつらを捕ほ獲かくできないでしょ。うっぷ」

「ダメだ。こいつら、また起き上がってきて、いっせいに襲おそってくるぞ。退たい却きやくしよう。おい脂あぶら汗あせ流れてるぞ。どこか痛めたのか？」

「う、うるちゃい。……うぐっ……」

「おい。また吐いてる、吐いてる。もうやめろ」

「～～～！」

　ちこりは黙だまって俺を振ふり払はらうと、中庭一帯に転がっている魔女たちの中に阿あ修しゆ羅らのごとき形相で突とつ進しんしていく。めちゃめちゃ具合が悪そうなのに、好戦的なヤツだ。

　魔女たちはさほどダメージを受けていない。まだ一度、したたか腰やらお尻しりやらを打っただけだ。体力のある者から順番に一人また一人と立ち上がって、次々とちこりへ飛びかかっていく。

「にゃー、にゃー」

「にょー、にょー」

「ああもう、にゃーにゃーうるさいっ！　あんたたちに聖母像は渡わたさないんだから！　雑ざ魚こは雑魚らしく失神しちゃいなさいよっ！……うっぷ」

　ほとんど物理法則を無視して空中を旋せん回かいし続ける〈無限ハイキック連れん蹴げり〉とでも言うべき脚あし技わざで、飛んでくる猫憑き魔女を迎げい撃げきするちこり。脚一本で、全方位の敵をバタバタと打ち落とし続ける。とことんデタラメな戦せん闘とう力りよくだ。いつもの体調なら、このまま放置しておいても問題なさそうだが……

　しかし今のちこりは、明らかに異常だった。

　酷ひどい汗をかいているし、顔色は真っ青だし、時々口を押さえて吐き気をこらえているし。

「げほ、げほげほっ……う、う……」

　あ、まずい。

　とうとう、膝ひざを突ついた。

　このあたりが潮時らしい。

　俺は、みーみー鳴きながらゾンビのように立ち上がったり転がったりしている猫憑きたちをかきわけながら、蹲うずくまっているちこりのもとへ走った。

　やはり、俺は彼女たちにとって攻こう撃げき対象外らしい。俺は何の抵てい抗こうもなくちこりを抱だきかかえることができた。

　対象外というか、猫憑きたちにはまるで俺が見えてないかのようだ。

　問題外、ってことかな。

　あくまでも狙ねらいはこの黒い聖母像と、それを守護するちこり、なのか。

「ちこり先せん輩ぱい。しっかりしろ。立てるか」

「う……う、う……あぐうぅ……」

　身体が……痙けい攣れんしている。

　目の焦しよう点てんが、ズレている。

　俺は手足を丸めて震ふるえ続けるちこりの身体を、背負った。

　ちょっと重い。特に胸のあたり。なんというか重心がアンバランスだ。

「バカだな。無茶するからだ」

「……うる……ちゃい……」

　俺がちこりを背負うと同時に猫憑きたちのちこりへの攻撃がストップするんじゃないか、と俺は踏ふんでいたのだが。

「にゅー、にゅー」

「にょー、にょー」

「にゃー、にゃー」

「にい、にい」

「にゃん、にゃん」

「ねこ、ねこ」

「にょわんにょわん」

　結果は真逆。俺めがけて、いっせいに迫せまってきた。

　俺まで攻撃対象としてロックオンされてしまったらしい。

　やはり、そこまで〝外の世界〟は甘くなかった。

　もはや外なのか内なのか俺の妄もう想そうなのか判別不能な不条理な状じよう況きようではあるが、それでもやはりここは「外」なのだ。そして俺は、ごく普ふ通つうに無力だ。

　やばい。捕つかまる。

　ちこりを投げ捨てるか、このままちこりを背負って目の前に開けている池を突っ切って向かいの校舎の窓まで走るか。

　どちらが生存確率が高い？　さて前者なら確実に、ゼロパーセントだな。

　なぜなら、後で怒ったちこりに確実にしとめられるからだ。

「よし、俺は生きる。だから逃にげるぞ」

「…………」

　もちろん俺は、女の子を背負ったまま「右の足が水に沈しずむ前に左の足を前に出す。左足が沈む前に、さらに右足を前方へ。これを繰くり返せば、人は水の上を沈むことなく渡ることができる」などという大技を繰り出す体力などない。っていうかこの「水上走行法」もまた限りなくゼノンのパラドックスの類たぐいに聞こえるよな。

　だが「水上走行法」は、実は物理学の原理に適かなった正しいロジックなのだ。南米のジャングルには、水の上を走るトカゲが実際に存在するらしい。ただ、人間の筋力では「片足が沈む前にもう片方の足を出す」という動作を制限時間内に行えないというだけのこと。論理的には不可能ではない。体重七十キロの人間が水上を走ろうとする場合、オリンピックの短たん距きよ離りスプリンターの三倍の速度で走行すればなんとかなるとか。

　たったの三倍である。

　百メートルを九秒のところを三秒で走ればいいんだ。

　赤い人なら、楽勝であります。

　……いやまあ、オレには無理だけどさ。

　天あま草くさ四し郎ろうは赤い人並みの健けん脚きやくだったのだな。

　しかし。

　さらに背中にもう一人の人間を担かついだ状態となると、これはもう。

「にゅー、にゅー」

「にょー、にょー」

「にゃー、にゃー」

「にい、にい」

「にゃん、にゃん」

「ねこ、ねこ」

「にょわんにょわん」

　来た。

　ええい、捕まったら終わりだ。

　とにかく、俺は駆かけた。

　池の水の中を無理やりに、やみくもに、がむしゃらに。

　水が邪じや魔まになって、疾しつ走そうするというよりは二足歩行ロボットの起動実験のような情けない姿になってしまったが。

　まだ早朝なので、猫ねこ憑つき軍団以外の誰だれにもこの無様な姿を見られていないことだけが、唯ゆい一いつの救いだ。

　池は思ったより深く、途と中ちゆうからは足がつかなくなった。

　俺は泳いだ。

　見えてきた。

　窓。

　窓に、手をかける。

　開いた。鍵かぎ、かかってねえ。ラッキー。

　あ。今、足あし下もとに鯉こいを踏んづけた感かん触しよく。

　すまん。これも人助けのためだ、成じよう仏ぶつしてくれ。

　まずはちこりを廊ろう下かへと放ほうり投げて。

　そして俺も、ファイト一発！　と心の中で叫さけびながら、窓の向こうの廊下へとダイビングを……

「にゅー、にゅー」

「にょー、にょー」

「にゃー、にゃー」

「にい、にい」

　うわ、足首を摑つかまれた！

　ジャンプ中にいきなり墜つい落らくした形となった俺は窓まど枠わくに腹を打ちつけて、思わずむせた。

　足を引っ張られる。摑むものがない。踏ふみ止とどまれない。

　このまま俺だけ池の中に引きずり込まれてしまうのか？

　もうちこりは投げ捨てたんだから、俺のことは忘れてくれよ！

「……しゅぶにぐらす……こうげき」

　え？

　ああ、出た。

　謎なぞの使い魔。

　太古の「旧支配者」みたいな軟なん体たい動物ライクな形状。

　触しよく手しゆまみれだが、たぶんメス（なんとなく）。

　津嶋サナギの……分身。

　シュブニグラスが、俺の背中の上に、べちゃっと乗ってきた。

　そのおぞましい姿を見た猫憑きたちは、俺の脚を手放していっせいに池の向こうへと散っていく。

「にゅー、にゅー」

「にょー、にょー」

「にゃー、にゃー」

「にい、にい」

　よほど恐おそろしいらしく、みんな髪かみとネコミミを逆立てている。海の生き物系とは相あい性しようが悪いんだろうか。魚は好きなくせになぁ。

　猫憑き魔女たちの姿は、たちまち中庭から消えていった。

「……あ……」

　……黒い聖母像が……

　……消えている。

　もしかして百八人がかりで持ち去られたのか？

「くそっ。あいつら、逃にげたんじゃない。用事が済んだから退たい却きやくしたんだ！　あんなもの持ち去ってどうしようっていうんだ!?」

「…………」

　頭から袋ふくろを被かぶった女の子……津嶋サナギは、窓枠に乗っかって上半身だけを廊下側に突つきだしている俺の目の前に、ぼんやりと立っている。

「よ、よお」

　手でも差し出して引き上げてくれるのかと思ったが、サナギはさっさとシュブニグラスを俺の背中の上から拾い上げて棺かん桶おけの中に詰つめこみはじめた。

　悪い。俺が甘えていた。

「……助かった。ありがとう」

　俺は礼を言いながら、自力で廊下の床ゆかに転がり落ちた。

　先に廊下へ退たい避ひしていたちこりはまだ、手足を小さく丸めてがくがくと痙けい攣れんしている。

「けほ、けほ」

　あ。

　ちこりがまた、胃液を吐はいた。

　目め尻じりから、大おお粒つぶの涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちている。

　胃の中が空っぽの時に吐くって、死ぬほど苦しいんだよな。

　まずいぞ。どんどん具合が悪くなっているみたいだ。

「……くすり」

　サナギが小さな声で呟つぶやく。

「え？　笑うところなのか、ここ？」

「…………（ふるふる）」

「ああ、薬か？　ちこり先せん輩ぱいに薬を飲ませろって言ってるのか？」

「…………（こくこく）」

「どこにあるんだ。保健室か」

「…………（ふるふる）」

「じゃあ、ちこりの鞄かばんの中か。でも朝から見かけないぞ、あの鞄」

「…………」

　サナギが、黙だまって天てん井じようを指さした。

「イマジンの部室か」

「…………！（こくこく）」

　タテノリがちょっと大きかった。目玉が潤うるんでいる。大当たりらしい。

「じゃあ、すぐに行こう」

「……そうさく」

　サナギは「曹そう操そうが孫そん策さくを養子にしたら、曹そう策さくという名前の新武将が誕生する」などと言いたいのではなく、たぶん「聖母像を捜そう索さくする」と言っているのだろう。

「一人で大だい丈じよう夫ぶか？」

「…………」

　廊ろう下かに置かれた棺桶を無言で指さす、袋少女サナギ。

　かなりホラーな光景だが、今は妙みように頼たのもしく見える。

「判わかった。だが本格的な捜査は部員全員が合流してからだ。すぐ戻もどってこいよ」

「…………（こくこく）」

　サナギが頭に被った袋を外さないのは……

　まだ魔ま女じよとしての〝力〟が残っているから、なのだろうか？

　俺はちこりの身体からだを背負い直すと、階段を駆かけ上った。

　空気は水よりもずっと軽い。

　だから今度こそ、全速力で。










　今朝の部室は、落書きされていなかった。

　俺は合い鍵かぎで扉とびらを開き、ソファーの上にぶるぶる震ふるえているちこりの身体を仰あお向むけに寝ねかせた。

「けほ、けほ、けほ……うぐ……！」

「すぐ薬を用意するから、もう少しだけ我が慢まんしろ」

　俺はちこりの小刻みに痙攣している背中をさすった。思っていたよりも、ずっと小さな背中。

「……さ、触さわらないでよ……チカン……」

「それだけ憎にくまれ口を叩たたけるなら大丈夫だな」

　睨にらまれたが、目にも声にも力がない。

　かわいそうに、涙と涎よだれとで、綺き麗れいな顔がすっかり汚よごれていた。

　それに目の焦しよう点てんが、合ってない。

　俺は、

　この目を、

　過去に。

　たった一度だけ。

　見たことが。

　…………

　…………

　違ちがう。

　そんな過去は、実在しない。

「いいか。鞄、開くぞ？　自分で薬、飲めるか？」

「……指が震えて……お前が飲ませなさいよ、執しつ事じでしょ……」

「わかった」

　ちこりの鞄を開いた。

　え？

　鞄の中には、薬が入っている紙かみ袋ぶくろがぎっしりと詰つめこまれていた。

　これ全部、ちこりが飲んでいる薬なのか？

「げっ……げぇぇっ……うぐ……」

「あ。また戻した。お、おい」

　病人の看病なら、姉貴で慣れている。

　片方の手に持ったタオルで汚れたちこりの顔を拭ふきながら、もう一方の手で薬を準備する。袋に記された「一日三回」とか「一回二錠じよう」なんて注意書きを読みながら。

「……苦し……い……」

「まだ喋しやべるな。喉のどが詰まるぞ」

　ちこりの蒼あお白じろい唇くちびるの中に、大量のタブレットやカプセルを押しこむ。

「ほら。ゆっくり水で飲み下せ」

　水が入ったボトルを開けて、ちこりの唇に近づけてみた。冷蔵庫完備の部室は、こういう時には便利だ。

「……ん……んぐっ……」

　飲めた。

　ちこりの容体は、やっと安定した。

　俺はそのまましばらく、床ゆかの上に座りこんでいた。




　先に口を開いたのは、ソファーの上で休んでいたちこりだった。

「汚きたない姿を見せちゃって悪かったわね。あたしってばうっかり薬を持参するのを忘れて張りこみに出ちゃったみたい。ほんと頭悪いよね。ねえ、もうこんなばっちい女の裸はだかなんか覗のぞく気が失うせたでしょ？　またしても、あたしの予知は外れたみたいね」

　少し口数が回復しているな。そろそろ（中略）の出番かもしれない。

「病気なんだろ？　汚いもばっちいもないだろうが」

「男はみんな、これで逃にげちゃうのよね。まるで悪魔憑つきみたいだもんね。あたし、白目剝むいてなかった？　口から泡あわ吹ふいてたでしょ？」

「どうだったかな。胃液は吐はいてたけどな」

　あんまり正視できなかったから、判わからないな。

　まがりなりにもそれなりに親しい人間があんなふうに苦しんでる姿を見ると、さすがに凹へこむ。

「尾津。なんかお前、平然としてない？　もしかして……ゲロ萌もえなの？」

　そんな属性があったのか。深いな。

「うわ最悪、お前ってばあたしの予想のはるか斜ななめ下を行くヘンタイだったのね？」

　俺はこのジャンルに一番槍やりをつけたのか？

「実はさ。うちの姉も昔、病気でずっと寝込んでた時期があったんだ。いつも俺が一人で看病していた。だから看病には慣れっこなんだ」

「ふうん。それでかぁ。けっこう手慣れてると思った。いつの間にか腰こしのベルトとか胸むな元もとのボタンとか、緩ゆるめてくれていたし。もし変質者としての正体を剝きだしにして悪いた戯ずら目的で服を脱ぬがせにかかってたなら問答無用で両方の目玉を抉えぐりだして頭ず蓋がい骨こつの縫ほう合ごうを外してやろうと手ぐすねひいていたのに、ざんねん」

　危なかったな。もしも漏もらされていたら、俺は着き替がえさせるためにちこりのパンツに手をかけ、その瞬しゆん間かんに光を奪うばわれていたわけか。

「ってかちこり先せん輩ぱい、服で身体からだを締しめ上げすぎだ。プロポーションいいんだから、そこまでして無理やり身体のラインを強調しなくていいだろう。まして、病名知らないけど病気なんだろ？」

「だって、あたしはあたしの綺き麗れいな身体が大好きなの。ほんとに気に入ってるの。誇ほこりたいの。……ま、どうせ発ほつ作さを起こしたら全部台無しなんだけど」

　台無しってわけじゃないさ。ちこり先輩は綺麗だよ。なんて言ったら気まずくなりそうなので、言わないでおく。

「でも……だから、なのかな？　元気な時は、どうしても無茶しちゃうのよね。それでまたすぐに倒たおれちゃうんだけど……あたしって、ほら、バカだから。自分の意思では立ち止まれないの。どうしても、前へ前へと突つっ走りたくなっちゃう。身体が動く限り、どこまでも走っていたいの」

　光紗先輩が昨日ちこりを拘こう束そくしていたのは、部活内虐いじめではなく、ちこりを無理やり休息させて体力を保もたせるためだったのか。

「あのさ。さっきみたいな激しい運動していいのか？　魔ま女じよ狩がりに参加するの、やめたほうがよくないか？」

「いいのよ。魔女狩りがあたしの仕事だから」

「光紗先輩を守りたいからか？」

「それもあるけど、他ほかの理由もあるわ。この仕事をやめたら、あたしの存在意義がなくなっちゃうのよね」

　ちこりはエクソシストじゃないんだろ？　判らないな。




「鹿鳴館、起き上がれる？　ドアを閉めて頂ちよう戴だい！」

　突とつ如じよ、扉とびらが勢いよく開かれた。

「え？」

「何だ？」

　茶色の紙袋を被かぶって棺かん桶おけを曳ひいてきたサナギと、巨きよ大だいな風ふ呂ろ敷しき包みを背負って「ぜぇ～ぜぇ～」と苦しげに息を荒あらげている光紗先輩の二人が、部室内へ飛びこんできた。

「閉めろ、だって？　開けろ、の間ま違ちがいじゃないのか？」

「はぁ、はぁ……いいから閉めるのよ。昨日に続いて、また部室に向かってきてるの。猫ねこ憑き魔女の生徒たちが。はぁ、はぁ、は、あぁ……」

「…………（ぴくぴく）←床ゆかに倒れて手足を悶もだえさせている音」

　サナギが棺桶を曳いて走ってきたために息も絶え絶えなのは判るが。

　あの体温の低い光紗先輩まで、汗あせを流して息を切らしているなんて。しかも夏服姿で。

　ああ、自分よりもデカい巨大な荷物を背負って走ってきたからか。

「それじゃ、閉めておきまーす。うう、お腹なかすいちゃったのになぁ、もう。ねえ光紗、その大きな荷物はいったい何なの？　もしかして、お弁当？　お弁当かしら？」

「違うわよ鹿鳴館。これは魔女を全員祓はらうために私が夜なべして作ってきた『みさぴよ』百八体よ」

　人間の煩ぼん悩のうと同じ数だな。

「大急ぎで作っても一匹ぴき作るのに十分弱かかるから、昨夜ゆうべからずっとずっと家で縫ぬい合わせていたの……ああもう、だめ……動けない」

　俺は、がっくりと崩くずれ落ちた光紗先輩がなおも後ご生しよう大事そうに抱かかえているキングサイズの風呂敷包みを広げてみた。

　ごろごろごろ。

　どさどさどさ。

　確かに、あのキモい縫いぐるみが大量に出現した。

　突とつ貫かん作業だったせいか、手足の大きさが違っていたり、目の位置が高すぎたり低すぎたり、髪かみの毛が一部抜ぬけ落ちていたり、羽根がお腹から出ていたり、クチバシが二つ開いていたり。そんな突然変異系の縫いぐるみがかなり交じっている気がする。絵に描かいたような粗そ製せい濫らん造ぞうだな。

「うわマジ怖こわっ。それで光紗先輩、杉原たちに憑いている猫の正体は判ったのか？」

「……そんなこと考えている暇ひま、なかったわ……」

「光紗、ホントに？　じゃあじゃあ、まだ祓う方法は見つかっていないの？　これからどうなっちゃうのかしら、あたしたち？」

「考えたくないわ」

「考えろよ」

　人形作りで残された時間を潰つぶすだなんて、本末転てん倒とうだ。

「だってだって『みさぴよ』は私がこの手で作らなければ魔力を吸いこめないんですもの。一針一針丹たん念ねんに、呪のろいの言葉を吹ふきこみながら縫い上げてあげなければダメなの。一匹一匹に、私の深い怨おん念ねんが封ふうじこめられているのよ」

　怖いから、制作工程を説明しないでいい。

「ちなみにこの子たちの髪の毛は、私の髪なの。黒髪には魔力が宿ってるから、必ずこの子たちの頭にも被せないといけないのよ」

「だから鳥の縫いぐるみなのに、頭から黒髪が生えてるのか……怖すぎる」

　脳のう裏りにありありと浮うかぶ。

　徹てつ夜やでひたすら何ごとかを呪いながら、己おのれの髪の毛をちょきちょきと切り刻み、こんな忌いまわしいモノを百八匹も作り続けている黒装しよう束ぞくの光紗先せん輩ぱい。

　なんと妖よう気き漂ただよう異形の艶あで姿すがたか。

　こんな女の彼氏にだけは、なりたくない。

「うわ～っ、足音が迫せまってきたみたい。光紗、今日の猫憑つき魔女たちは昨日とは違うの。なんだか催さい眠みん術じゆつにかかってるみたいな感じ。猫語しか発しないし、それに……」

「あいつら中庭で見張っていたちこり先輩に襲おそいかかってきて、黒い聖母像を盗ぬすみだしたぞ。昨日の二つの事件が、とりあえず聖母像で繫つながった」

「ううう。ごめんね、光紗」

　光紗先輩は、なんですって、と暗く静かに呟つぶやきながら手に持っていたキモ縫いぐるみ一匹をみりみりと握にぎりつぶした。ぶちぶちと音を立てながらお腹を縫い合わせている糸が切れて、中の綿がぼろぼろと落ちてきた。

「やめてくれキモすぎる。大事な人形を潰しちゃダメだろ」

「まだ戸と棚だなに何匹かスペアがあるわよ。それより部室の防衛よ。今の時点で踏ふみこまれても祓いようがないわ」

「扉とびらしか出入り口がない最上階で助かったな。一階だったら、今ごろ窓を破られて乗りこまれているぞ」

　ガチャン。

「あ。窓ガラスが投石で破られた……イチローばりに肩かたの強い猫ねこ憑きが交じってるな、さすが三学年混成軍」

「…………（どきどき）」

「どどどどうするの光紗？　どうしようっ？」

「……う、う、うううん……落ち着かなきゃ……落ち着いて……落ち着くのよ……落ち着かねば……落ちつけ私……」

　光紗先輩。掌てのひらに「猫」の字を指で書いて吞のんでるのは、もしかして落ち着くための呪じゆ術じゆつなのか？　それとも錯さく乱らんしてるのか？　しかし手て袋ぶくろを塡はめた右手の小指は、相変わらずぴんと伸のばしている。実は冷静なのか。

　その時だった。




　俺のズボンのポケットに入れてあった携けい帯たいが、不意に鳴りだした。

　こっちは電話どころじゃない。

　本来なら授業中だぞ。誰だれだ。

「尾津、うるさいっ」

「きゃー、ネコミミゾンビ軍団が来たっ！　ドアにわらわらと集まってきて押しはじめてるっ。うぐぐっ」

　俺は、切るために携帯を手にした。

　着信元は。

〈尾津〉

　って、俺の家じゃないか。

「姉貴か？」

　あいつ、電話なんか使えたのか？

　十年間一いつ緒しよに暮らしていて、初めて玲於奈から電話が入った。

　俺は、通話ボタンを押した。




〈うわ～ん、酷ひどいよちひろくん。どうして本を置いていったの？〉

　な。

「ええい、いちいち学校にまで電話をかけてきて恨うらみ言か。俺は〝Schaden Hexen〟に興味がない。俺の興味は、今イマジンの部室の前に殺さつ到とうしているゾンビ状態のネコミミ女子軍団をどう祓はらうかということだけだ」

〈えー？　ちひろくん、今こそ〝Schaden Hexen〟を開くべき時なのに。もしかしてちひろくんって、お姉さんのこと全然信用してなかった？　十五年も一緒に暮らしてきたのに、酷いよ～〉

「何のことだ」

〈猫憑きキャラの正体が〝Schaden Hexen〟に書いてあるんだよ〉

　え？

〈だから、魔ま女じよたちは〝Schaden Hexen〟のキャラクターに憑かれているんだってば〉

　待て。

　話が見えない。

〈わたし、たぶんそうなんじゃないかなーってピンときて、わざわざあの本を書庫から引っ張りだしてきて読んでたんだよ。何だと思ってたの～？　わたしのキミへの愛はぜんぜん伝わっていなかったのね。一方通行の愛だったのね～〉

　ドンドンドンドンドン。

　猫憑き生徒たちが、順番に扉へタックルを敢かん行こうしはじめたらしい。

　このままでは、いずれ扉は破られる。

「みんな、今すぐ携帯で俺の家に繫げ。俺と姉貴の会話に割りこめ。魔女に憑いてるキャラが判わかったそうだ」

　今どきの携帯は六人まで同時に会話できる。

「なんで、お前のお姉さんがここで出てくるのよ？」

「うちの姉は十年間ひきこもり続けていて、古今東西のありとあらゆる物語に精通してるんだ！　そのかわり自分の人生をドブへと投げ捨ててるけどな！……ってこんな話してる場合じゃねえ！　ちこり先せん輩ぱいは黙だまって聴きいてるだけにしてくれ！　話が進まなくなるっ」

「ぶーぶー。まあ、ドアを押さえてるだけで手て一いつ杯ぱいだけどね～。向こうは百人がかりで押してきてるのよ、口まで動かしている余よ裕ゆうがないわ。今すぐきゃつらの中に飛びこんで一人残らず天てん誅ちゆうを食くらわせてやらなければあたしの気が済まないんだけどそうはいってもこっちには光紗もサナギもいるし今ここでドアを開けるわけには（後略）」

「う・る・せ・え！　みんな、直接姉貴から話を聞いてくれ。うちの番号は◎◎◎─◎◎◎─◎◎◎◎だ」

「〝Schaden Hexen〟って何なの。ゲルマン系？　私、そんな神話は聞いたことがないわ」

〈おおー、噂うわさの部長さんの声だ？　はじめましてちひろくんがお世話になっています、姉の玲於奈です。職業はヒキコモリです。うわＮＰＣと喋しやべるなんて初めてだ緊きん張ちようして喉のどがひきつってきた、んがぐぐ、ぐげげげ〉

「ねえ尾津、ＮＰＣって何？」

「知らなくてもいい。こら姉貴、緊張してる場合か。早く祓い方を教えろ！　あっちは百八人だ、もうドアがもたない」

〈じゃ、今すぐその部屋から脱だつ出しゆつして。だって、そのネコミミの女の子たちはエクソシストには祓えないもんね〉

「正体が判ったって、言ったばかりじゃないか」

〈ブブー。外れです。彼女たちは、魔女に憑かれているんじゃないの。彼女たちは、魔女の術に落ちているだけなの〉

　バリッ。

　ドアの中央部に大きな亀き裂れつが入った。

　ちこりがドアに張りついて懸けん命めいに押さえているが、もうそろそろ突とつ破ぱされるな。今すぐ脱出しろって言われても、ここ最上階だぞ。ええと。五階だっけ、六階だっけ？

「もしもし？　イマジン部長の大道寺光紗よ。正式な挨あい拶さつは後。この百八人は魔女じゃないというのね？」

〈おおむねにそうでーす。だから、いくら呪のろっても祓えるはずがないのでーす〉

「あたしが副部長の鹿鳴館ちこりさま！　うううう光紗もうダメ破られるドアが破れちゃう、あううううっ」

「…………さなぎ……（ぺこぺこ）」

　サナギ、携けい帯たいの向こうに頭を下げても見えないぞ。

〈皆みなさん。本物の魔女はきっと、そこにはいませーん。だからただちに部室から脱出して、魔女さんを捕とらえて下さい。うーん凄すごいね。ちひろくん、電話越ごしにバリバリとかメリメリとかドカンドカンとかニャーニャーとかリアルなＳＥが聞こえてくるぜっ！　まるで「ブレーメンの音楽隊」だっ！　凄いよ〝外の世界〟。この電話がモノラル音声放送だという点だけが残念かな～〉

　この騒そう音おんはＳＥじゃねえよ。

「何よ何なのよ、この子。何を言っているのか理解しがたいわ。ちょっと尾津、ほんとに信用しちゃって大だい丈じよう夫ぶなの？」

「その人間性はことごとく信用できないが、遺い憾かんながら知識量は信用していい。今はとにかくここを脱出するのが先決だ」

「…………（くいくい）」

　サナギが、キモ人形を自分の周囲に積み上げて防ぼう護ご壁へき（のつもり）を構築していた光紗先輩の袖そでを引いた。

「何かしら、津嶋」

「…………」

　サナギが無言で指さした先は、壁かべのいちばん隅すみ。

　そこには〈避ひ難なんばしご〉と書かれたボックスが一つ、備え付けられていた。

　ラッキーだ。この建物、消防法準じゆん拠きよだったのか。

「光紗先輩、これで下りられるぞ」

「……わ、私……高いところが……苦手なの。だからここで、みさぴよたちと一いつ緒しよに枕まくらを並べて討うち死にするわ」

　おい。

「きゃーっ、もうこれ以上もたないんだってばっ！　光紗、いいからとにかく脱出よーっ！ほらほらサナギ手伝って！」

「…………（こくこく）」

　入り口の防衛を放ほう棄きしたちこりが、大急ぎで窓を開いて吊つりばしごを設置しはじめる。光紗先輩は……まだキモ人形の城塞を作っている。追いこまれるとどうにもダメだなこの人。

〈うーん、さすがは部長。ここに来て突とつ如じよ「高所恐きよう怖ふ症しよう」だなんて、またしても的確に萌もえポイントを衝ついてくるね～〉

「うるせえ見物客！　ちこり先輩、このはしごって四人も同時に下りて大丈夫なのか」

「四人といっても、女の子が三人。ギリギリセーフじゃない？」

　ほんとか？　またアホアホな計算をしてるんじゃないだろうな？

「ほらほら準備ＯＫよぎゃあ扉とびらが破られた（中略）今すぐ躊ちゆう躇ちよせず脱だつ兎との如ごとく大脱出なんだからレッツゴー！」

「…………」

「みんなあたしに付いていらっしゃい！　一階まで下りてる余よ裕ゆうはないわ。ひとつ下の階に移動するわよっ！　窓を突つき破って突入っ！　あ～ああ～、タ～ザンッ！」

　先導役を買ってでたちこりが、窓の外へと身を翻ひるがえす。

　サナギが棺かん桶おけを気にしながらもちこりの後に続く。

　俺はサナギに続いて、はしごに足をかけて……

「来たっ」

　ちこりという支え棒を失った扉がガタンと倒たおれてきて、半病人状態のネコミミ生徒たちが「にゃーにゃー」言いながら室内に殺さつ到とう。

「って光紗先せん輩ぱい、何してんだよっ？」

　まだ縫ぬいぐるみで城じよう塞さい作ってやがる。

「……た、高いところ……いや……怖こわい……だって人間は重力に引かれて地球に落ちるように作られているのよ」

「いいから来い。光紗先輩がここで脱落したら、誰だれが魔女を祓はらうんだ？」

〈うぉー、いいねえいいねえ。ちひろくんってば珍めずらしく熱血してるね～。素す敵てき、お姉さん惚ほれ直しちゃう〉

「ああもう姉貴うるせえ。ほら先輩、来るんだ」

「にゅー、にゅー」

「にょー、にょー」

「にゃー、にゃー」

「にい、にい」

「にゃん、にゃん」

「ねこ、ねこ」

「にょわんにょわん」

　待ったなし。文字通り、雲うん霞かの如ごとく殺到してきた。

　俺ははしごに片足をかけたまま携けい帯たいを再びズボンのポケットに突っこみ、自由になった片手で座りこんで震ふるえている光紗先輩の手首を摑つかんだ。痛々しいほどに、細かった。羽根のように軽い身体からだ。窓の側へと抱だき寄せ、間かん一いつ髪ぱつで猫ねこ憑つき軍団の手の束から救いだした。

「俺が手伝えるのは、ここまでな。後は勝手に自分で助かれ。それじゃ」

　俺は光紗先輩を放置して、はしごを下りはじめた。

「ひいっ。なんて中ちゆう途と半はん端ぱな助け方なのよ。覚えてなさい尾津智弘」

「ここで討ち死にすれば俺に復ふく讐しゆうすることもできないな。イマジンの部長にしてイタリア帰りのエクソシストという冷血女が、実は高所恐怖症だったために猫軍団にあえなく倒される。ジ・エンド。オカルトミステリーかと思ってたら実は爆ばく笑しようコメディだったとさ。一生、笑い話にしてやる」

〈悪い、超ちようツボに入っちゃった。あははははははははは、あーははははははは〉

「ちょっとこら、待ちなさいっ！　私の弱点を言いふらしたら呪のろい殺すわよ！　待てって言ってるでしょ尾津智弘、早くこの失礼な姉を黙だまらせなさいっ」

　ぎりぎりと唇くちびるを嚙かみしめながら、光紗先輩がはしごに足をかけて下りてきた。おい下りる速度が速すぎる俺がまだすぐ下にぶら下がってるんだから衝しよう突とつするぞ。待て落ちつけスカートの中が丸見えだぞ。

（……あ……）

　やっぱり……穿はいて……ない？

「尾津智弘、待ちなさいっ……ひっ？」

「おわっ？」

　光紗先輩がお尻しりから落ちてきて、俺の肩かたの上にどん、と乗っかった。空中で肩車状態。

「うわ危ねえっ、何やってるんだっ」

「落ちる落ちる落ちるっ。きゃあああっ」

　げ。

　はしごが、窓まど枠わくから外れている。

「にゅー、にゅー」

「にょー、にょー」

「にゃー、にゃー」

「にい、にい」

「にゃん、にゃん」

「ねこ、ねこ」

「にょわんにょわん」

　ネコミミ生徒たちがいっせいに窓から首や手を出して俺たちを捕とらえようとするが、はしごが窓枠から外れてしまったので追つい尾び不能状態に陥おちいっている。

　猫って高いところから落ちてもダメージ受けないんじゃなかったか？

「ちこり先輩、バックアップしてくれっ」

　返事がない。

　ちこりとサナギは一つ下の階に移動済みのようだ。

　おい。あと二人、残ってるんだぞ。なんとかしろ。

「みなさい！　やっぱり私の言ったとおりだったじゃないの、人は高いところから落ちるように設計されてるのよ！」

「こんな時に俺の鼻の穴へ指を突つっこもうとするなっ」




　俺は光紗先せん輩ぱいを肩車したまま、六階の壁かべからまっすぐ落下した。




　うわ。

　死ぬ。




　俺の世界が、スローモーションで動きはじめた。




　これは。

　死への、カウントダウンだ。










　熱い。

　車内が燃えている。

　ぬるっ。

　これは。

　血だ。

　真っ赤な熱い血しぶき。

　ああ、畜ちく生しよう。




（これは……）




　……れおな。れおな。

　……おねえちゃん。




（走そう馬ま灯とう？）




　だめだ。

　しんじゃ、だめだ。

　しんじゃだめだよ。




（やめろ、思いだすな）




　ぼくがたすけるから。

　だから。

　めをとじちゃだめだ。

　…………




（思いださなくて、いい）







「ちひろくんはまだ死なないよ。大だい丈じよう夫ぶだよっ」




　……え？




　姉貴？










　……う。

〈もしもーし？　ちひろくぅん、生きてるぅ？　大丈夫ぅ？〉

　……あ。

　おや。

　まだ生きてる。

　しかも無傷。

〈『どぼーん』って豪ごう快かいな水音が響ひびいてきたけど～？〉

　まだ繫つながってる。最近の携けい帯たいは防水機能が凄すごい。風ふ呂ろでも電話したりテレビ観みたりするヤツが増えたからだな。

「……どうやら中庭の池に落ちて助かったらしい。池の鯉こいは衝しよう撃げき波はを食くらって水すい面めんに浮うかんでいるがな」

〈さすが主人公、実に都合のいい幸運だね～。ま、高いところから落ちて死ぬのは敵役と昔から決まってるしねっ〉

「うるせえ、これは映画じゃないと言ってるだろうが。危なく本当に死ぬところだった。少しは心配しろ、このダメ姉」

〈大丈夫だよ。ちひろくんが死んだら、わたしも一いつ緒しよに死ぬから～。わたしが生きてるってことはぁ、ちひろくんも生きてるってことだよ。だから心配ご無用なの。のーぷろぶれむ〉

「いつにも増して何を言ってるのかさっぱり理解できねえ」

「……ごぼっ、ごぼっ……溺おぼれる……溺れちゃう……」

　光紗先せん輩ぱいは俺の隣となり。黒い髪かみの毛が水面にぶわっと広がって、なんともホラーな光景だ。

「しっかりしろ。水もダメだったのかよ。意外と弱点が多いな」

「けほけほっ。風か邪ぜをひいてしまうわ、早く陸にあげて頂ちよう戴だい。ごぼごぼ」

「そうだな。光紗先輩は細いからなぁ」

　タイタニック号が沈ちん没ぼつしたら、脂し肪ぼうのなさが災わざわいして一発で凍こごえ死ぬタイプだ。

　俺はあっぷあっぷしている光紗先輩を小こ脇わきに抱かかえて、池から陸地へと進出した。庭園側へ出てしまうと校舎から丸見えになるので、逆方向に上陸して茂しげみの中に身を潜ひそめる。

「大丈夫か、光紗先輩？　高所恐きよう怖ふ症しようなのに思いきり墜つい落らくして」

「あら、下には深い池があるって判わかってたから、死ぬ可能性はほぼゼロだってことくらい最初から知っていたわよ」

　だったら、最初からあんなに怯おびえるんじゃない。

〈わたしも気づいてたよ～。昨夜ゆうべ学校のマップ見せてもらったから～〉

「尾津智弘、キミは実に滑こつ稽けいね。つまり気づいてなかったのはキミだけよ。新入生だし、無む知ち蒙もう昧まいだし、仕方ないかしらね。ふふふっ」

　ちぇ。俺一人だけ死を覚かく悟ごして、損した。

〈脱だつ落らく者しやゼロ。全員、無事に脱出できたみたいね～。それじゃこれから魔ま女じよの正体をどーんと発表して、事件を解決に持っていこうと思いまーす。まあ、わたしは部屋でプリン食べながらモニターを観てるだけで、実際にあくせく働いて事件を解決するのはイマジンのＮＰＣの皆みなさんだけど〉

　ムカつく女ね、と俺の隣に寝ねている光紗先輩が呟つぶやいたのを俺は聞き逃のがさなかった。聞き逃したかった。

『しーきゅーしーきゅー。こちら今久留主高校の〝妖ミ艶スなユるニ白バー薔スび薇じん〟鹿鳴館ちこりさま。現在、サナギとともに五階の音楽準備室に退たい避ひ中。どこに行っちゃったのよ光紗～？』

『…………』

「俺と光紗先輩は中庭の茂みに伏ふせて潜せん伏ぷく中だ」

「私は変質者の正体をついに露あらわにした尾津智弘に拉ら致ちされて、草むらの中で押し倒たおされているところ。さんざん水みず攻ぜめされて、もう抗あらがう体力が残っていないわ。ああ尾津智弘、学生の皮を被かぶった悪魔、もう許して頂戴」

「一応断っておくが、事実無根だからな」

「あらそうかしら。変質者の悲願を遂とげるには絶好のシチュエーションだと思うわよ」

　……ぎょっ。

　隣で仰あお向むけに寝ている光紗先輩に、またしても疑ぎ惑わくが。

　水に濡ぬれた夏服の胸のあたり。

　関係者全員が電話回線で繫がっているこの場では口に出すのがはばかられる〝何か〟が、透すけて見えている……ような。

　……ついに「ブラも着けてない疑惑」まで、浮ふ上じようしたか。

〈水に濡れたの？　性欲をもてあましているうちの弟に全ぜん裸らを覗のぞかれるシチュエーションまで、あと一歩だねっ。やはりデバガメの運命からは逃れられないのだよ、ちひろくん〉

「残り二人は無傷だろ。心配ねえよ。それより聴きかせて貰もらおうか。姉貴の推理とやらを」

〈だから今回の猫ねこ憑つきキャラは、〝Schaden Hexen〟に出てくる猫憑き魔女なんだってば〉

「それはさっき聴いたわよ。私はそんな神話聴いたことないって言ったでしょう？」

〈〝Schaden Hexen〟は神話とか伝説の類たぐいじゃないもんね。ティーンズノベルなんだよ。去年の四月にマイナーレーベルから二千部だけ出版されて、すぐに回収されちゃったから市場にほとんど出回ってないんだよっ。もちろん、わたしは持ってるけど〉

「有り得ないわ。去年の四月に発売されたばかりの小説のキャラクターに〝憑かれる〟だなんて。尾津智弘からどこまで聴いているか知らないけど、〝憑きもの〟になれるキャラクターには歴史性が必要なの」

〈ブッブー。歴史性は関係ないよ。例えば三千年の歴史を持つキャラクターがいるとして、そのキャラクターに三千年分の実体的エネルギーが蓄ちく積せきされると思う？　あなたたちが〝現実〟と呼んでいる世界での出来事の全すべては、つまるところ脳の中で起こっている脳内現象なんですよ、大道寺部長〉

「確かに経過した時間の総量が〝憑きもの〟のエネルギーに変へん換かんされるわけではないけど、でも去年登場したばかりのキャラが〝憑く〟なんて……」

〈ヒント。〝Schaden Hexen〟は出版されてすぐに絶版回収されちゃった。さて、この後〝Schaden Hexen〟はどうなるでしょう〉

「くだらない噂うわさになるわね。例えば『読んだ人は七日以内に死ぬ、呪のろいの小説だ』とか、『暴あばいてはいけない真実を描えがいてしまったために、政府機関に抹まつ消しようされた』とか、『作者が精神に異常をきたして死んでしまった』とか、『この小説は近い未来に起こる大事件を正確に予言している』とか。人間は、理解しがたい謎なぞめいた出来事に、勝手な憶おく測そくを付け足すことで凡ぼん庸ような物語に書き換かえてしまう。そうやって自分の自じ我がを安定させようとするのよ」

〈うわ全問正解～。そう。〝Schaden Hexen〟は全然刷られなかった上にほとんど読まれないまま〝現実〟から抹消されちゃった。だから、ネット上で都市伝説になったわけ。〝伝説〟にね。部長が今口にした噂は、全部が去年の夏の時点でとっくに流る布ふ済み〉

「都市伝説は、伝説じゃないでしょう？」

〈おっと現げん役えき女子高生キャラとは思えない発言ですな大道寺くん。部長は頭が良すぎるから同年代の女の子の気持ちが判らないんだよ～。都市伝説とは、まさしく現代の伝説だよ。そして伝説とは、真実のこと。そうであってほしいという願望と妄もう想そうの集積が伝説すなわち真実。物語を真実だと思いこめるからこそ、人は仮想のキャラクターに〝憑かれる〟ことができる。それが魔ヘ女ク症サド候ロー群ム発はつ症しようのシステムだよね、大道寺部長〉

「ウソだわ……そんな頭の悪い子が、仮にも二十一世紀の高校に……ウソよ」

『ええええマジっ？　呪いの小説っ？　未来の予言っ？　ヤバいこと書いて発禁にされたっ？　きゃーきゃー、読みたいっあたしその小説、超ちよう読みたいかもっ。ねえねえ、尾津のお姉さん。貸して貸して、あたしにその小説貸して～！　あ、でも、百ページ以内に終わるよね？　それ以上長い本はあたし読めないから』

「頭の悪い子が少なくともここに一人いるようだな、光紗先せん輩ぱい」

「ぐ……鹿鳴館、後でお仕置きしてやるから……」

『えー？　どうしてー？　おもしろそうジャン？』

〈ほらね。今回の事件の犯人は〝Schaden Hexen〟ファンだよ。あまりにもハマりすぎて〝Schaden Hexen〟に登場するキャラに憑かれたんだよね。で、次に目の前の世界を〝Schaden Hexen〟の世界に造り替かえようと考えた〉

　世界を造り替える？

〈〝Schaden Hexen〟って学園を舞ぶ台たいにした魔ま法ほうバトル小説だってちひろくんに教えたよね？　主人公の女の子たちは古代のケルト魔女の生まれ変わり。敵は、かつて異い端たん審しん問もん所を率いて前世の彼女たちを拷ごう問もんして焼き殺した悪の軍団。そいつらも主人公たちと同じ学校の生徒として転生していて、現代社会を再び中世ヨーロッパのような暗黒の管理社会に改造しようとたくらんでるのよね。なんでそんな連中が学校で悪事を働くのか知らないけど、ま、それはお約束ってことで〉

「姉貴。聴けば聴くほど、設定がうちの学校に似てるんだが。その悪の軍団の設定ってほとんどイマジンじゃないか」

〈まあ〝Schaden Hexen〟の細かい部分の設定はいいかげんなので要約不能なんだけど、魔女が正義で、異端審問軍団が悪。舞台は学園。ちひろくん主演の物語にそっくりだよね～。しょせん物語のパターンなんて数千年も昔に全部消費され尽つくしているから、自分のオリジナリティの無さを気にしないでいいよちひろくん〉

　だから、俺が書いてるんじゃない。

「あら？　イマジンが魔女狩がりを行っていることは誰だれにも知られていないはずだけど」

〈でも『異端審問部』という怪あやしい名前で活動してるでしょう。だから名前の類るい似じ性と、いろいろ流れているらしいイマジンに関する怖こわい噂とが犯人の頭の中で合体して、学校の魔女を狩る悪い軍団という設定ができあがっちゃったんだよね。するとほら、後は正義の魔女が入学すれば今久留主高校はまるっきり〝Schaden Hexen〟の世界になるでそ？〉

『んも～。だからあたしが、いたんちんもんぶなんて怖い名前はやめて、〝きれいなお姉さんは好きですか部〟を名乗ろうって言ったのに～』

「そんな名前の部活動なんて、私は絶対にイヤよ」

　ってか、かわいい名前だぞ。いたんちんもんぶ。

「それじゃ姉貴。犯人のありがちな関係妄想が、偶ぐう然ぜんにも正解に突つき当たっていた、ということか」

〈そうそう。さっきも言ったように物語のパターンなんて限りがあるから。それにね、妄想も現実も同じ現象なんだよ、ちひろくん。ほんものの世界はね……このわたしの部屋だけなんだよ？〉

「それはもういい！　それじゃ、あのネコミミ生徒たちは」

〈催さい眠みん術じゆつで操あやつられてるだけ。〝Schaden Hexen〟の主役キャラの一人が、催眠術の名手なんだぜぃ〉

「では、誰が本物の魔女なの？　私たちが知っている生徒？　それともずっと陰かげに隠かくれたまま？」

〈今回の事件は複雑に絡からんでいるように見えるけど、実は元々計画されていた事件は一つだけなの。オブジェ改造事件ね。あれは、原作通り。原作ではね、異端審問軍団が強力な魔方陣じんを学園内に構築して魔女の力を封ふう印いんしちゃうの。そこで単行本は「続く」。そのまま打ち切り〉

　うん？　異端審問軍団が魔方陣を造った？

「逆だろ？　魔女が造った魔方陣をちこりが撤てつ去きよしたんだろ？」

「ええ、今久留主高校のオブジェをいじったのは魔女の側よ。私たちは、そのオブジェを撤去した側だわ。あ……ひょっとして私たちは、魔女を封じこめるための魔方陣を自ら破は壊かいしたことになるの？」

〈その通りだよ。犯人は、一巻で打ち切られて永遠に未完になった〝Schaden Hexen〟の続きを自分で創造しようとしているんだから、まずは第一巻で異端審問軍団が築いた大がかりな魔方陣を破壊してその力を消してしまうところから〝第二巻〟をはじめなければならなかったの。だってオリジナルの作者は都市伝説の中では死んじゃったことになってるんだし、他ほかの同人作家が勝手に続きを書いてもそれは彼女にしてみたら単なる模も倣ほう品にすぎないの。続きを読むためには自分で続編を描えがくしか方法がなかったのよね〉

「現実を書き換かえなくてもいいだろうに、迷めい惑わくな話だな」

〈だから現実も仮想も同じなんだってば、ちひろくん。犯人は中学時代にイマジンの存在をすでに知っていて、〝Schaden Hexen〟の続きを自分たちで創成するために今久留主高校に入ったのかもね〉

「え？　じゃあ魔女は新入生なのか？」

〈そう。それも三人いるの。〝Schaden Hexen〟のヒロインは三人だから。一人は魔ま槍そうボルグガゲイを振ふるって戦う戦士スカーザフ。もう一人は強力な催眠術で敵を惑まどわすドルイド神官ドゥーヴ。そうして最後の一人が……猫ねこ憑つき魔女、シュレーディンガー〉

　なるほどな。

　魔槍ゲイ・ボルグを持って暴れていた倉橋希美。

　杉原珠恵たち百八人のネコミミ生徒。

　そのネコミミは、催眠術によって生やされたもの。

　確かに、〝Schaden Hexen〟のヒロインたちと、重なっている。

「待って。倉橋希美はアイルランド旅行でクー・フリンに憑つかれたのよ。だからこそ私が犬の肉を食べさせることで祓はらえたのよ？」

〈でも、その子は自分が持っている槍やりをボルグガゲイって言ってたでそ？〉

　ゲイ・ボルグじゃなかったっけ？　それはちこりが言っていたのか。

「……もしかして、倉橋希美は〝Schaden Hexen〟の続きをこの学校でスタートさせる前に……つまり私たちに魔方陣を撤去させてしまう前に、勝手に槍を持ちこんで一人で暴走しようとして……催眠術を使うドゥーヴによって、とっさに術をかけられた……？　そういうこと？　ドゥーヴが倉橋希美に、急きゆう遽きよアイルランド旅行なんて偽にせの記き憶おくまで植えつけたの？」

〈んー、たぶん。ちょっとくらいホントが混じってるかも。でも時間がなかったから完全に術をかけられなかったんじゃない？　キャラクター名や憑かれる経けい緯いは書き換えたけど、倉橋くんが持っている槍の名前までは書き換えられなかったってこと。ドゥーヴはイマジンが本物の魔女狩り部かもしれないと最初から知っていたから、あわてて倉橋くんの本当の記憶を封印しちゃったんだと思うよ。魔方陣が除去される前に立ち上がっても、力が出せない。イマジンには勝てない。だから倉橋くんを口封じのために切り捨てちゃった〉

「ボルグガゲイとゲイ・ボルグって似てる名前だから、単なる言い間ま違ちがいだとちこり先せん輩ぱいが勝手に勘かん違ちがいしたわけか」

『だだだだって似てるじゃんっほとんど同じじゃんっ』

〈元の作者が、適当なアナグラムでアイテム名をつけたんでそ？　よくある、よくあるぅ〉

「なるほどね。だいたい判わかったわ。ネコミミ生やした生徒が大量発生したのも、同じパターンね？　まず最初に、本物の猫憑き魔女が学内で目もく撃げきされてしまった。その時点ではまだオブジェの撤去作業が行われていないので、魔女たちは校内で完全な力を発揮できない。しかし猫憑き魔女まで脱だつ落らくさせてしまったら、〝Schaden Hexen〟の物語そのものが成立しなくなってしまう。そこで、魔女を脱落させるんじゃなくて」

「ドゥーヴが催眠術を駆く使しして、大急ぎで偽物の猫憑き魔女クローンを大量に発生させたのか。前日の失敗に懲こりて、もっと良いごまかし方を考案したんだな」

〈うんうん。もう判ったでしょ〉

「とっさに百八人も作ったから、設定を与あたえる余よ裕ゆうがなかった。ただ女子生徒の頭にネコミミをくっつけただけで、ベースとなった〝憑きもの〟キャラなど最初から存在しない。だから私のやり方では祓えない……ああもうっ、どうしてもっと早く気づかなかったのかしら！　何のために私はみさぴよを百八匹ぴきも作ったっていうの？」

「まあまあ、落ちつけ光紗先輩」

「待って。ドゥーヴが作ったのは、百七人だわ。だって一人だけは本物が交じってるんですもの。その本物を隠かくすために大量の偽物を作って……」

〈最初に発見された一人が、本物なんだよ～〉

　杉原珠恵が？　なぜ。その根こん拠きよは？

「当然じゃない尾津智弘。最初に本物が発見されていなければ、偽物を大量に作る必要なんてなかったんだから。でもシュブニグラスまで使って尋じん問もんしたのにどうして」

〈本物の記憶も一時的に書き換えられていたから、だよ。たぶん。その使い魔さんは、本人が忘ぼう却きやくしている深層記憶までは引きだせないんだよね〉

「ええ。単に身体中を這はわせてキモがらせてるだけだもの」

　そうだったのか。

　杉原は徹てつ夜やでオブジェをいたずらして、早朝の教室で眠ねむってしまった。その時に頭のネコミミを隠しているリボンがほどけて……登校してきたクラスメイトに観みられたんだ。その騒さわぎの際に、日本野鳥の会（仮名）が床に落ちていたリボンを拾ったのか。

　しかし、ドゥーヴも一年生だと……なぜ断定できる？

「キミは本当にバカね尾津智弘。キミの愚ぐ昧まいぶりには心底同情するわ。杉原珠恵のネコミミが朝の教室で見つかった後、彼女はクラスメイトたちに取り囲まれていたのでしょう。同じクラスにいる生徒でなければ、彼女に催さい眠みん術じゆつを施ほどこすチャンスがなかったはずよ。きっと、直接目を見なければ術をかけられないというキャラ設定でしょうから」

〈当たり。さすが部長さん。どこからでも好き勝手に催眠術をかけられるなんて設定だと、話が盛り上がらないもんね～。能力にリミットをかけておくのはバトルもののセオリーだよねっ〉

「だとすると……ドゥーヴの正体は一年Ａ組の生徒ということよね？」

　しばらく携けい帯たいの向こうで寝ね息いきを立てていたちこりが、突とつ然ぜんすっとんきょうな大声で叫さけんだ。

『ああああああ────（中略）────あああああっ？　判った！　あたし、判っちゃったあっ！』

「うるさい。何が判ったんだ」

『ラスボスのドゥーヴとはつまり、尾津智弘、お前なんだわ！　お前しかいないじゃん！　一年Ａ組で魔ま力りよくを持ってるヤツっていえばっ！（中略）大変っ光紗が人ひと質じちに取られちゃってるうううっ？　ああああっどうしようどうしようサナギっ？　尾津にみんなの裸はだかを覗のぞかせれば許してもらえるかナ？』

「はぁ？　アホだな。俺はあいつらと高校ではじめて顔を合わせたんだぞ。倉橋と杉原とドゥーヴはすでに中学時代に知り合っていて、一いつ緒しよに〝Schaden Hexen〟に夢中になってるうちにそれぞれがキャラに憑つかれていったんだろ。……あっ」

「どうしたの。何か判ったの、尾津智弘？　早く言いなさい、キミの意見なんてアテにはしていないけれど一応聴きいてあげてもいいわよ」

「委員長の高橋香苗だ！　委員長は倉橋と同じ中学だって言っていた。知り合いだって。それに委員長は漫まん研けん所属で、杉原も漫研だ！　普ふ通つうの学生なら〝Schaden Hexen〟なんてまず知らないけど、漫研の彼女たちなら知っていてもそれほど不思議じゃない」

「それだけ？　根拠としては薄うすいわね」

「根拠はまだある。例えば、変人揃ぞろいのうちの生徒の中で、委員長は一人だけ不自然にキャラが薄い。実際にはかなり濃こい目のキャラに違いないのに、目立たないよう、敢あえて薄いキャラを演じていたんだ。まあそれでも、〝日本野鳥の会〟よりは濃かったがな」

「そんなの根拠にならないわよ」

「まあ聞いてくれよ。委員長はイマジンの存在を中学時代から知っていて、しかも『気に入らない女生徒に呪のろいをかけて、心身ともに破は壊かいしてしまう人たち』だと言ってた。何らかの理由でイマジンの真相に近づいていたんじゃないか。だとしたら倉橋や杉原が失策した際に催眠術を駆使してイマジンの目をごまかすようフォローできた理由も説明できる」

「なんですって？」

「さらにあいつは昨日の早朝七時、学校の正門の脇わきに立っていた。朝一番に登校してきたんだと思っていたが、実は前日からずっと学校にいたのかもしれない。徹夜でオブジェにいたずらしていたのかもな。目が真っ赤だった。だいたいあの時、グラウンドの銅像が葉っぱで覆おおわれて隠されていたのに気づかなかったのも妙みようだ。ありゃ誰だれだって気づく」

　ぱん。平手で頰ほおを打たれた。

「痛いっ。だからノーモーションで暴力を」

　ぱん。

「ふる」

　ぱん。

「うなっ」

　ぱん。

「痛い痛い痛いっ」

「そんな重大な情報を摑つかんでいたのなら、早く教えなさい！　キミって徹てつ頭とう徹てつ尾び役に立たない男ね。まともな知ち恵えもないのに自分の頭でものを考えようとするからそうなるのよ、キミは私の命令に唯い々い諾だく々だくと従って動いていればそれで幸せなのっ！」

　本気で言ってるだろ、もしかして。

「鹿鳴館、津嶋、聞こえてる？　これから漫研の部室に乗りこむわよ！」

〈あいや待たれい。昨日いたずらされたオブジェがもし全部撤てつ去きよされちゃってるとしたら、もう魔方陣じんは壊こわれちゃってるってことだよ？　だとしたら残る二人の魔女は、ものごっついフルパワーで闘たたかえる状態なんだけど～〉

　今朝になって黒い聖母像を猫ねこ憑き軍団が持ち去ったのは、魔方陣の破壊を完成させるためだったのか。

「たぶん、破壊完かん了りよう……してるな」

〈このお話にはタイムリミットがあって、今日中に魔女を祓はらわないと廃はい校こうなんだよね？　だから向こうは今日を決戦の日と定めて準備万ばん端たんなはずだよ。もうちょっと〝Schaden Hexen〟の設定を頭に入れてから戦わないとヤバいよ。バッドエンド確定〉

　光紗先せん輩ぱいはしかし、もう止まらない。

　携帯を片手に南校舎の一階入り口へ飛びこみ、漫研の部室へと脇わき目めもふらずに突つっ走っていく。どの部の部屋がどこにあるのか暗記しているらしい。

　仕方なく、俺も後を追った。

〈まず三人共通の弱点は渦うず巻まき。螺ら旋せん。ケルトの呪じゆ法ほうはペンタグラムじゃなくて螺旋が基本なんだよ。だからオブジェは螺旋状に配置されていたでしょお？〉

　いやマップ上の配置はかなりバラバラだったけどな。

「ん？　そういえば、昨日の朝イマジンの部室の扉とびらが落書きされてた。あれも委員長たちの犯行だったのか？」

「なんですって？」と光紗先輩。

　何が？　ああ、部室の落書きのことか。今さら言うべきじゃなかったかな？

「キミって凄すさまじいまでのバカね、ほんっとに！」

　なんでだ。

「じゃあサナギの言った通り、オブジェは螺旋状に配置されていたんだわ！　最上階のイマジン部室が起点で、そこから順番に螺旋軌き道どうを描えがきながら、下へ下へとオブジェが下がっていくのよ。螺旋の最終地点は、中庭の黒い聖母像。つまり起点も終点もイマジンの活動拠きよ点てんだったんだわ。私たちが設置した魔ま方ほう陣という設定なんだから、当然よね」

　なるほど。催さい眠みん術じゆつにかけられた猫憑つき軍団がイマジンの部室のドアを壊した理由も、黒い聖母像を撤去した理由と同じか。あのドアを壊さないと、魔方陣を完全に破壊したことにならなかったんだ。

「今までこんな単純な事実に私が気づけなかったのは」

　なぜだったんだ？

「尾津智弘、キミが朝一番に部室の落書きを消してしまったからよ！　今回私が失敗続きなのは、全部キミのせいなんだわ！　ああもうっ、あそこが起点だと判わかっていればっ！　オブジェの撤去を中止できたかもしれないのにっ！」

「無理だろ。普通なら、魔方陣が造られたから撤去しなくちゃ、という話になるだろ。昨日の光紗先輩は魔方陣を壊させるのが彼女たちの意図だなんて気づいてなかった」

　ぱんぱんぱんぱん。

「うるさいわね。きっと気づけたわよ。……たぶん」

　衝しよう動どう的に殴なぐり終えてから、申し訳なさそうに目を逸そらすな。

「今の速そく射しや砲ほうはなかなか痛かったな」

「だってイマジンの部室が起点だなんて、わざと見つかろうとしてるのが丸わかりじゃない。普ふ通つうなら見つからないように魔方陣を造るでしょ？」

「ああそうか。それもそうだな」

　俺は無む駄だに殴られたんじゃなかった。よかった。

　あの落書きは、魔術……「呪しゆ」だったんだな。光紗先輩がただのパンを犬の肉だと言ったり唾つばを血だと言ったりするのと同じで、「この扉が魔方陣の起点だ」と宣言するための呪印だったんだ。罵ば詈り雑ぞう言ごんの文面はただの嫌いやがらせに見せかけるためのカムフラージュか。他ほかのオブジェに仕し掛かけたいたずらも全部、呪か。ぱっと見バカげたいたずらに見せかけておいて、本当の目的を隠かくしていた。

〈ちょっと待って～。ドゥーヴの弱点は鏡。術をかける瞬しゆん間かんに鏡を見せれば、自分の術に落ちてダウン。こっちは割と楽。でも戦せん闘とう力最強のシュレーディンガーには、なかなか勝てないよ〉

「きりきり教えなさい」

〈彼女は現実をねじまげて自分の意のままに変へん換かんしてしまう力を持つ地上最強魔女っていう反則キャラだよ。めっちゃ強いねん。全宇宙一レベル〉

〝別の世界〟を構築する力、か。

　そうか。この世界にはもう逃にげ場がないんだな、杉原。

　この世界の誰だれも、お前を救わなかった。

「そっくりそのまま『ＤＳＭＥ─Ⅶ』による魔ヘ女ク症サド候ロー群ムの定義に当てはまるわね。それが〝Schaden Hexen〟が発禁になった理由かしらね。作者は中高生向きの学園魔法バトル小説を書いているつもりだっただけ。でも、たまたま魔ヘ女ク症サド候ロー群ムの存在を偶ぐう然ぜんにも言い当ててしまった、しかもイマジンの存在まで偶然ビンゴ。だから当局が圧力をかけた。そういうことね」

　その結果、ただの若者向け小説が、都市伝説に化けてしまったのか。

「発禁になどしなければ、そんな小説のキャラに憑かれる子なんて現れなかったはずなのにね」

　ありふれた凡ぼん庸ようなパターンの物語のパーツ。マンネリでありがちな王道の展開。しかし現実は、そのような仮想の物語と何一つ違ちがうことはない。人間が空想できることは、実は現実に可能なことだけなのかも、しれない。

　あるいは、その正反対なのか。

　人間が現実で行えることは、空想可能なことに限られる、のだろうか。

「部室の前に到とう着ちやくしたわ。突とつ入にゆうするわよ」

『ちょっと待って光紗、あたしたちまだ動けないんだけど～。廊ろう下かを猫ねこ憑つき軍団が走り回ってるんだけど～』

「今すぐドゥーヴを祓はらうわ。それで偽にせ物ものの猫憑き軍団は正気に返るでしょ」

　光紗先せん輩ぱいが腰こしのポシェットからキモ人形を取りだして、懐ふところに抱だいた。

　常に二、三匹びき持ち歩いているらしい。

「待てよ光紗先輩、一人で杉原に勝てるのかよ？　俺は人間の盾たてぐらいにしかなれないぞ？」

〈あとね、シュレーディンガーの弱点は小鳥だよ。幼い頃ころに飼っていた小鳥〝風林火山〟が悪あく霊りように取り憑かれてシュレーディンガーの片目を潰つぶした……ってなトラウマ設定持ちなんだよ〉

「どこかの国営放送の大河ドラマみたいな設定ね」

　杉原。今朝からつけていた、あの眼帯は。

　偶然か、それとも。

　どこまでが杉原が創りだした〝半径三メートルの世界〟で、どこからが俺たちがいる〝外の世界〟なのか。

　もう、境界線がどこにあるのか、俺には判らない。

　それとも、そんな境界線なんて、元々ないのか。

「これはまた好都合ね。小鳥ならちょうど今、私の腕うでの中にたおやかに抱かれてるわ。あまりにもご都合主義な展開で、笑っちゃう」

　先方が、ソレを鳥だと認にん識しきしてくれればいいんだがな。

〈えぁ～やばいっスよ。それこそミエミエの罠わな。そんなにあっさり勝てるんなら「猛もう特とつ訓くん」や「年寄りの導師」や「飲んだら死にかけるかわりに強くなる魔法の水」は要いらないよ～。部長っていかにも終しゆう盤ばんでドラマを盛り上げるために戦死しそうなキャラだよね、胸も薄うすいそうだしメインヒロインの座から転げ落ちなきゃいいんだけど。きゃはっ〉

「尾津智弘、殺されたくなければただちにこのうざい姉を黙だまらせなさい。これはお話じゃないのよ」

　いや、姉貴にとっては全すべての世界が平等に〝物語〟なんだ。諦あきらめてくれ。

〈シュレーディンガーに勝つには、魔ま方ほう陣じんを造り直してもう一度彼女の力を封ふうじるしかないよ？　そうすれば昨日の無力なネコミミ少女に戻もどるから。まだ今日という日が終わるまでには時間あるでそ〉

　オブジェがなくても、光紗先輩がオブジェのあった場所に呪しゆをかけて回ればなんとかなるか。

「無理よ、百七人の偽物魔女が邪じや魔まするから。さあ、行くわよ尾津智弘。お姉さんのもとへ逃げ帰るなら今のうちよ」

「逃げたら退部の末に強制隔かく離りだろ？　俺としてはイマジンとこの学校を守るしかないだろうが」

「それじゃ恨うらみっこなしね？　いいわね？」

　光紗先輩を恨んだって、呪のろい返されるだけだろ。

「……ねえ尾津智弘、私のために死んでくれる？」

　いきなり何を言いだすのか、この女は。

「いや、いざとなったら逃げる。そして先輩の菩ぼ提だいを弔とむらう」

「あらそう。それは残念だわ。私を口説く千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だったのにね」

　そんな物ぶつ騒そうな機会、ことごとくスルーしてやるから心配するな。

　だいたい、この会話は姉貴たちに筒つつ抜ぬけだ。

「そう。よく判わかったわ。キミってとっても照れ屋さんなのね」

「どうしても俺を人間の盾にしたいのか？」

　光紗先輩は、俺を小こ馬ば鹿かにするように「ふん」と鼻を鳴らしながら。

　漫まん研けんの扉とびらを、開いた。

　ふるふると、小刻みに震ふるえる指で。

　右手の小指だけは、ぴんと伸のばしたまま。

　仕方ないな。

　俺は、光紗先輩の細い身体からだをぐいっと脇わきにどけて。

　漫研の部室の中へと、飛びこんだ。







　ACT.4







「あ……あれっ？」

「うん？　何をしに来た、尾津智弘」




　漫研部室に突入した俺たちは、肩かたすかしを食くらっていた。

　暑苦しい冬服を着た風紀委員長・笹木亜久里が、直立不動の姿勢で調書らしきものを取っていたのだ。

　委員長を、椅い子すに座らせて。

「ご覧の通り、今は取り込み中だ。出ていきたまえ」

「ちょっと待ちなさい笹木。これから〝祓い〟を開始するんだから、お前は邪魔しないでくれる？」

　光紗先輩が、腕を組んで笹木の前に立ちはだかる。

「そうもいかない。高橋くんはわが風紀委員会に自首してきたんだ。この数日中に学校で起こした全ての事件について自供すると」

「…………」

　委員長は光紗先せん輩ぱいの視線を避さけるように、目を伏ふせて動かない。

「だいたいのところは判った。高橋くんは風紀委員会で保護する」

「待ちなさい！　ちょっとあなた、どうしてこいつに自供したのよ。イマジンの活動について摑つかんでいるのなら、風紀委員会送りになった魔女が学校から消されることも判ってるんでしょう？」

「……あなたにだけは、祓はらわれたくないですから」

　委員長？

「去年の秋でした。今久留主高校に通っていた私の先輩が、あなたに祓われました。それ以来、明るかった先輩は人が違ちがったようになってしまいました。まるで生きる気力が涸かれてしまったかのように。私、その現場を見たんです」

　その記き憶おくが消えなかったということは。

　その時、すでに委員長は。

　魔ヘ女ク症サド候ロー群ムを発はつ症しようしていた……のか。

「ちょうどその直後でした。中学で同じサークルに所属していた倉橋さんと杉原さんが、発症しました。私と同じく、〝Schaden Hexen〟のキャラに憑つかれたんです」

「ふうん。あなたが憑かれるように誘ゆう導どうしたんじゃないかしら？」

「…………」

　光紗先輩の意地悪い質問には答えず、委員長は独り言を再開する。

「私は、三人の魔ま力りよくを合わせればイマジンに復ふく讐しゆうできると考えたんです。倉橋さんは中学で虐いじめを受けていて、杉原さんは劣れつ悪あくな家庭環かん境きように追い詰つめられて、二人とも自分を取り巻く〝世界〟に絶望していました。二人はイマジンには怨うらみはありませんけど、みんなで今久留主高校を〝Schaden Hexen〟の世界に書き換かえてしまうという私の計画に賛同してくれました」

「催さい眠みん術じゆつで操あやつったの？」

「違います！　私の……ドゥーヴの催眠術の効果は、そう長くは続きません。百七人の猫憑つき生徒たちも、もうまもなく術が解けて正気に返ります。あの二人は……私の大切な……お友達です。操ったりなんて」

「あら。槍やりを学内に持ちこんで暴走しようとした倉橋さんを切り捨てたでしょう？」

「それは、急なことだったので仕方なく……でも、すぐにとても後こう悔かいしました。だから杉原さんが教室でネコミミを見られてしまった時には、別の手段を使ってごまかしました……偽にせ物ものの猫憑き魔女をたくさん造って、その中に杉原さんを埋うもれさせるという方法で」

「あなたの手口は、ごまかしばかりだわ。倉橋さんにクー・フリンに憑かれているという記憶を植えつけてごまかす。杉原さんを大量の偽物の中に入れてごまかす。グラウンドの銅像も木の葉の山の中へ入れてごまかす。魔方陣じんもただのいたずらのようにごまかしながら制作。イマジンへの復讐というあなたの動機すら、きっとごまかしね」

「……違います」

「あなたは常にそうやって難局に直面した際、うまくごまかし続けながら生きてきたんだわ。本当の動機は何？」

「…………」

　もうやめておけ、光紗先輩。

　俺は、委員長の髪かみの毛を摑もうとしていた先輩の手をひいて、制止した。

「だいいち、あなたの計画は成功寸前じゃない。どうして土ど壇たん場ばになって笹木に自供したのよ」

「……大道寺さんが校舎から落ちる姿を見て……怖こわくなって。これは小説の世界のお話なんかじゃなかった、現実の世界だったんだ、って気づいたんです。それで」

「ウソね。私があなたの代わりに、あなたの本心を話してあげましょうか」

「……やめてください……やめろ……この……魔女……」

「私と一いつ緒しよにあなたのクラスメイトの尾津智弘まで校舎から落ちて、あやうく死にかけた。あなたは、尾津を巻きこむことが怖くなったんだわ！」

　そ、そうか。そういえば私を愛しているならイマジンをやめてとか何とか委員長は言っていたな。そうだったのか。

「あ、それは違います。彼は関係ありません。これっぽっちも」

　ああ、そう。

「本音を言えば、杉原さんが怖くなったんです。魔方陣の撤てつ去きよが完かん了りようした直後からです。強大な魔力を得た彼女はすっかりシュレーディンガーになりきってしまい、イマジンの部員たちを皆みな殺ごろしにすると宣言したんです。私は、殺すなんてこと考えてませんでした。魔女騒そう動どうで学校が荒あれて、イマジンが廃はい部ぶにでもなればいいな、くらいにしか……。彼女はもう、杉原さんなのか、シュレーディンガーなのか。私にも判わからなくなってしまいました……いえ、彼女自身ももう、判らなくなっちゃってるんです」

「だからその思考パターンがごまかしだって言ってるのよ。こんな大がかりな仕し掛かけを完成させておいて、死人が出ることを想定してなかった？　悪いのは勝手に暴走した杉原さんだって言うの？　あなたが彼女の魔力を異常なレベルに増ぞう幅ふくしたんでしょ？」

「杉原さんは今朝、もう帰る家がない、って言ってました……家で、何か決定的なことがあったらしいです」

　じゃあ、あの眼帯は。

「彼女にとってはもう、この学校だけが唯ゆい一いつの〝世界〟なんです」

　たとえ一人でもイマジンとの戦いを始めるつもり、なのか。

　イマジンに何の怨みもないはずなのに？

　仮想の人格に〝憑かれすぎた〟のか。

　杉原。

〝外の世界〟を、捨てるつもりか。

「そういうわけだから、高橋くんは連れて行くよ。杉原くんはおとなしく出頭しないだろうから、引き続き〝祓はらい〟を頼たのむ。彼女の捜そう索さくまでは手伝おう。〝祓い〟の期限は変へん更こうなし。今日いっぱいだ」

「…………」

　笹木が委員長の手を取って、どこかのホストのような身み振ぶりでエスコートを開始。なるほどイタリア帰りだ。

「高橋さん。自分がこの後どうなるか理解しながら出頭したのかしら。だったら止めないけど」

「……よく……知りません」

「いっさいのごまかしが通用しない世界に送られるのよ、あなたは。私に魔力を祓われない限りはね。あなたの先輩とかいう生徒も、そうだった。誰だれだか知らないけど」

「…………」

　委員長は憎ぞう悪おの視線を光紗先せん輩ぱいに向けながら、出口へと歩きはじめた。

「裏切り者っ！」

　部室の外。窓ガラスの向こうから、

　女の子の叫さけび声が、聞こえた。

　眼帯。

　ネコミミ。

　杉原が、窓の外に立っている。

　……片かた腕うでが、猫ねこの手になっていた。

　魔ま方ほう陣じんの撤去が完成して、完全な〝力〟を得たのか。

　その腕の中に。

「裏切り者！　カナエまで、タマを裏切ったにゅ」

「……あ……あ」

「誰もタマを助けてくれないにゅ。みんな、いなくなっちゃえ！」

　杉原が、猫の手を振り上げた。

　パリン。

　パリン。

　パリン。

　パリン。

　窓に塡はめられていたガラスが、いっせいに砕くだけ散る。

　俺たちは、ガラスの破は片へんを避よけるように廊ろう下かへと走った。

　大変なことになった。

「大道寺くん、君まで逃にげてどうする。早さつ急きゆうに祓いたまえ！」

「あの猫の手は、とてつもない〝力〟を持ってる。魔方陣を再構こう築ちくしないと、私たちに勝ち目はないわ」

　俺は廊下を走りながら、後ろを振り返った。

「うわ。漫まん研けんの部室が」

　緑色のゼリーみたいな柔やわらかい何かが、部室のドアから廊下へと溢あふれはじめていた。

「シュレーディンガーが〝世界〟の構築を開始。この学校そのものを〝Schaden Hexen〟の学園世界に書き換かえるつもりよ。しかも、書き換えた〝世界〟を閉じてしまおうとしている。こちら側の〝世界〟と完全に切り離はなすつもりだわ」

「光紗先輩、そんなこと可能なのか。この学校の敷しき地ち全部を、だって？　それも、元の世界から切り離すだなんて」

「普ふ通つうの魔女はたいてい半径三メートル程度、大きくてもせいぜい校舎ひとつ分ほどの〝世界〟を造るのが限界。でも、今回は特別よ。〝Schaden Hexen〟の設定を利用した入念な計画、複数の魔女の参加、杉原珠恵の常識を逸いつ脱だつした〝別の世界〟への希求心、つまり膨ぼう大だいな〝力〟。全すべての条件が重なったのよ」

　笹木は委員長の手をひいて全速力で走りながら、携けい帯たいを取りだして叫びはじめている。風紀委員会の留守番役を呼びだしたらしい。

「もしもし僕だ。今すぐ全校生徒および職員に退たい避ひ命令。津つ波なみで校舎が水すい没ぼつすると発表して、一人残らず今すぐ退去させるように。津波警報用のサイレンをひたすら鳴らせ。君たちは教職員および生徒会と協力してマニュアル通りに避難誘ゆう導どうを済ませ次し第だい、即そつ刻こく退去しろ」

　いつ海に沈しずむか判わからない学校だから、災害時の避難対策は万ばん全ぜんらしい。

　校舎を出た。

　グラウンドを突つっ切る。

　正門へ向かって。

　ウウゥゥウゥウウゥゥウゥ。

　耳みみ障ざわりなサイレンの音。

　戦争でも始まるかのような勢いの、大だい音おん響きよう。

　生徒たちが続々と校舎から出てきて、正門へ向かいはじめているのが見えた。

「ああ今久留主高校が、異世界の海に吞のまれていく……高橋くん、君は実にとんでもない真ま似ねをしでかしてくれた」

「……わ、私は……私じゃない……」

　正門前まで辿たどり着いた。

　幸いまだ緑色の空間は、漫研の部室近辺に留とどまっているようだ。
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　もしかしたら……

　……イマジン部員以外の生徒が退去するのを待っているのか？

　一いつ般ぱんの生徒たちに猶ゆう予よを与あたえてくれたのか。それともただ、最終決戦の舞ぶ台たいには主人公と敵役以外のキャラクターは不要ということなのか。

「僕は今後のことを話し合うために高橋くんの自宅へ行くが……大道寺くん、どうする。祓はらうか。それともイマジン解散か」

「あら、祓うに決まっているでしょう。笹木、私はお前と違ちがって〝祓える〟のよ。あの子の耳元に呪のろいの言葉を思う存分囁ささやいて、あの〝力〟を根こそぎ奪うばい去って、二度と夢を見られなくしてあげるわ」

「光紗先せん輩ぱい、どうしてそこまで」

　本当は、祓いたくないんだろうが。

「だってこの私こそが、この学校に巣くう魔女なんだもの。黒い魔女、なんでしょう？」

「だ、大道寺先輩。もうやめて。逃げましょう」

　光紗先輩は委員長の頰ほおを、打った。

「あなたがはじめたんでしょう？　私は少しばかり人と違った〝力〟に目覚めたからって、コンプレックスをたちまち裏返して〝力〟に酔よいしれるような紛まがい物が嫌きらいなのよ。だから祓うの。エセ魔女どもに嫌いやがらせしてやってるのよ。自分は超ちよう人じんでも魔女でもなんでもない、ただの子供だってことを思い知らせてやるの。それが私の唯ゆい一いつの楽しみ」

　もう、やめろ。

「尾津智弘。キミはもう、お姉さんのもとに帰りなさい。キミみたいな無能な部員、イマジンには要いらないもの。足手まといだわ。キミはクビ。少しくらいの魔ま力りよくはあるらしいから、笹木のパシリにでもなりなさい」

「冗じよう談だん言うなよ。どうして俺が、こいつのイタリア話を毎日聞かされなくちゃいけないんだ」

「それはいい。誰だれも、誰も僕のイタリア話を聞いてくれないんだ」

　うるせえ。

「杉原を祓うには、魔方陣じんを造り直さなきゃならないんだろ？　俺も参加するよ。何か手伝えるだろ」

「へえ……キミはもう少しクールかと思っていたけど、実は意外に安っぽい正義感の持ち主だったわけ？　凡ぼん庸ようね。私のとんだ見こみ違いだったのかしら。がっかりだわ」

「いくら悪役みたいな台詞せりふを連投したって、無む駄だだ。そんなことで今さら俺が萎しおれると思ってるのか？　入学初日からさんざん罵ば倒とうしまくってきて、それは無いな。もう光紗先輩の毒どく舌ぜつには慣れた」

　祓うたびに自分を傷つけて泣いてるくせしやがって。

「……ふん」




　俺と光紗先輩は。

　笹木と委員長を、正門まで送り終えると。

　その足で振ふり返り、南校舎へと歩きはじめた。

　もう、他ほかの生徒や職員はみんな、退避を終えたらしい。

　グラウンドの中央まで進んだとき。

　ズボンの中で、俺の携けい帯たいが鳴った。

〈ねえねえ、しばらく繫つながらなくなってたんだけど、いよいよクライマックスのラストバトルに突とつ入にゆうしたの？　ちひろくぅ～ん〉

　姉貴だった。

　いつの間にか通話が切れていたらしい。さっき、杉原の〝世界〟が迫せまってきた時に電波が吸収されたんだな。

　あの〝世界〟の中に入ったら最後、杉原を祓わない限りは二度と出られない。

「どうも、そうらしい。まあ生せい還かんできたら今夜はご馳ち走そうだから、涎よだれを垂らして待っていろ」

〈うええぇ～。ねえねえ、ちひろくん。声がテンパっちゃってるよ？　もうそのへんで舞台から降りて帰ってきたほうがいいんじゃない〉

「姉貴、最終回を目前にして打ち切りはないだろう？」

〈だってこれは典型的な負けパターンだよ。せいぜい相打ち。部長も副部長も明らかに死亡フラグ立ってるもん。それぞれ、どこで立ったか指し摘てきしてあげてもいいよ？　早く学校ダンジョンから撤てつ退たいして帰ろう帰ろう〉

「姉貴が俺の心配をするなんて、珍めずらしいこともあるもんだ。これはただの『物語』だから大だい丈じよう夫ぶ、じゃなかったのか？」

〈だって、ちひろくんは人間のプレイヤーだよ？　他のＮＰＣとは違うんだから。こんなハードな展開に巻きこまれると怪け我がするかもよ〉

「悪い。今まで隠かくしていたが、実は光紗先輩たちも人間のプレイヤーなんだ」

〈うー。えー。おー。本気で言っていらっしゃる……ちひろくんが、現実の世界に戻もどってこられなくなっちゃった……〉

「俺たちは双ふた子ごだけどさ、そこだけが違うんだ。俺には、先輩たちが人間に見えるんだ」

〈ふうん。ま、それだけキャラへの愛が深いってことだよね。うんうん〉

「ま、そうかも知れないな」

〈そんなに思い入れが深まっちゃうと、パーティが全ぜん滅めつしたときの悲しみがちひろくんを死なせちゃうかもね……ぐっすん〉

「全滅とか言うな、縁えん起ぎでもない」

〈ま、大丈夫かぁ。ちひろくんには超ちよう反則技わざの「究きゆう極きよく奥おう義ぎ」があるもんね～。もしもバッドエンドに行き着いちゃったら、その時は久しぶりに本気出して頑がん張ばってねっ〉

「ん？　何のことだ？　よく判わからん」

〈ちひろくぅん、夕ご飯までには帰ってきてね～。餓うえたら、わたし暴れるから。ちひろくんの部屋をとことん破は壊かいするから〉

「ああ。今夜は、明あか石し焼きにくわえてイカ焼きとモダン焼きも買ってきてやるからな。じゃあな」

　…………

　俺は、携帯の電源を切った。

　あいつ。

　俺のこと、人間だって思ってたのか。

　あいつの世界の中に、ずっとこの俺もいたのか。

　ちょっとだけ報むくわれた。

　長年、明石焼きで餌え付づけしてきた甲か斐いがあったというものだ。

　隣となりを歩いていた光紗先せん輩ぱいも、手にしていた携帯を折りたたんで腰こしのポシェットにしまいなおした。

「鹿鳴館たちと連れん絡らくをつけたわ。もう猫ねこ憑つき軍団は術が解けて学外に退たい避ひし終えたから、このまま魔方陣の再構築作業を開始するわよ」

「どうやって？　オブジェはもう撤てつ去きよ済みだろう」

「石ころでも貝かい殻がらでも何でもいいのよ。私が呪しゆをかければ、それが魔ま方ほう陣じんのパーツになるわ」

「でもちこり先輩たちは呪をかけられないだろ？」

「ええ。あの二人には陽動部隊として活動してもらうわ。作業が終わるまでの間、なるべく杉原珠恵を引きつけておく役目。囮おとりね」

　大丈夫なのか？

「今久留主高校は広いのよ。鹿鳴館の走力なら、津嶋をおんぶしていても杉原珠恵より速いわ。たとえ彼女がシュレーディンガーの能力を得ていたとしても、鹿鳴館にはそれ以上の身体能力があるはずよ」

「ずいぶん信しん頼らいしてるな」

「あの子だけはね。本物の超人だから」

　光紗先輩に匹ひつ敵てきする困り者であることは確かだがな。いいコンビだ。

「だから、ちこり先輩が走り続ける限り追いつかれることはないと？」

「ええ。下手に戦せん闘とうせずに逃にげ回るだけなら、捕つかまらないわ」

　俺たち全員がゼノンのパラドックス的な錯さく誤ご思考に陥おちいっていなければいいんだけどな。

「それじゃ魔方陣の終点、中庭からはじめましょう。キミはただ見張ってくれていればいいわ、どうせ役立たずなんだから」

「中庭と一階部分は今や杉原の〝世界〟のテリトリーだぞ」

「いずれ学校全体が乗っ取られるでしょうから、今さら怖こわがる意味はないわよ」

「それもそうか」

　再び、南校舎へと歩きはじめる。

　中庭は、コの字形に曲がった南校舎の壁かべに抱だかれている。

「ねえ尾津智弘、どうしてお姉さんのもとへ帰らないの。姉を心配させるなんて弟失格だと思うわよ。『姉孝行』は弟にとってもっとも大切な徳目なのよ」

「どうしてかな。俺にもよく判らない。ただ」

「ただ？」

「ここで引き返したら、一生後こう悔かいするだろ。結果がどうあれ」

「これ以上はないというくらい、安っぽい感傷ね。私がキミくらいに無能で無力なら、躊ちゆう躇ちよなく撤退したけど。だって、参加したからって何もできないんだもの。役に立つどころか、かえって私たちの敗因になりそうだわ」

「それにな。俺が見ていないと、イマジンの命がけの活かつ躍やくを誰だれも見てないってことになるじゃないか。それって、寂さびしいだろ」

「別にぃ」

　目が泳いでるぞ。

　この偽ぎ悪あく者しやめ。

　……来た。

　エメラルドグリーンの高波が、南校舎の一階部分からグラウンドへと迫せまってきた。

　吞のみこまれる。

　…………

　……すぐに、違い和わ感が、なくなる。

　もう、緑色のゼリーも高波も見えない。

　静せい寂じやくのグラウンド、人ひと影かげのない校舎。

　俺たちは、取りこまれた。

〝杉原の世界〟に。

　携けい帯たいを手にしてみた。

「圏けん外がい」。

　もう、通話はできない。

　時間表示は、「００：００：００」のまま静止している。

「おや」

　視界が、暗い。

　グラウンドに並ぶ蛍けい光こう灯とうが、いっせいに人工の光を放ちはじめた。

　まだ昼過ぎだったはずなのに。

　真夏のような青空は、寂じやく寞まくとした夜の星空に置き換かえられていた。

　そして。

　俺たちの頭上には、満月が隣となり合って二つ。







　金色の月と、銀色の月。







　俺たちは、中庭に到とう着ちやくした。

　と言っても、俺にはできることなど、ない。

　光紗先せん輩ぱいの背後に立って、杉原珠恵に見つからないか周囲に目を光らせる程度が関の山だ。

　三十六カ所のオブジェは南校舎および中庭、東校舎、グラウンド、その西側のプールや体育館、つまりこの学校の敷しき地ち全体に点在している。急ピッチで呪をかけて回っても、数時間を要するだろう。

「…………」

　光紗先輩は、今朝まで黒い聖母像が建っていた跡あと地ちにしゃがみこんで、何ごとかを呟つぶやきながら右手の二本の指をすりあわせている。何か指の間に挟はさんでいる。巻き貝？

「それ、何なんだ？」

「カプリ島の浜はま辺べで拾った貝かい殻がらよ。ちょうど渦うず巻まきの形になっているでしょ？　たくさんあるし、シュレーディンガーの魔ま力りよくを封ふうじる魔方陣じんの素材として最適でしょ」

「イタリア土産みやげか。どうして都合よく持ち歩いていた」

「弟の形見なの」

　…………。

「そういう唐とう突とつな台詞せりふを、こんな極限状況下でさらっと言うな」

「あらどうして。私はキミがお姉さんの言いつけを守らずにこんな危険な場所にのこのこやってきたことを心底怒おこっているのよ。キミがここでゴミのように死んだら、遺のこされたお姉さんがかわいそうだわ」

　なあ。その話って、本当なのか。俺への嫌いやがらせのために考えた設定なのか。

「はい、これでこの結界は完成。これからあと三十五回、キミは今味わったとても胃が酸っぱくなるイヤ～な思いを繰くり返さなければならないのよ。自じ業ごう自得だわ」

「ぐ」

「ほら、行きましょう。時間が惜おしいから最短ルートで回るわよ。次は南校舎一階の美術室ね」

「漫まん研けんの部室が近くにあるぞ。大だい丈じよう夫ぶか」

「鹿鳴館がなんとかしてくれるでしょ」

　光紗先輩は、意に介かいさず南校舎の中へ入っていく。

　身体からだが軽いせいだろうか、ほぼ無音で移動している。

　俺も、足音を立てないように後を追う。

　廊ろう下かに出るなり、対面のＴ字路を右から左へと走っていく人影が見えた。

　まず、背中に何かを負ぶっている金きん髪ぱつの女生徒。

　次いで、猫ねこの手を振ふり上げている杉原珠恵。

　すぐに二つの足音は、聞こえなくなった。

「……うまく吊つりだしてくれたわね。この調子なら成功するでしょきっと」

「大丈夫かな」

　せめて携帯で連れん絡らくを取り合えれば連携が楽なのだが、この〝世界〟では電波が通らない。後は二人の〝呼吸〟を信じるだけだ。




　以後、黙もく々もくと結界を造る作業が続く。

　無む駄だ口ぐちを叩たたいている余よ裕ゆうはない。

　南校舎。東校舎。グラウンド。体育館。

　俺は、夜の学校を無言で周回する光紗先輩の後ろを、そっと付いていくしかなかった。

　後ろからだと、足あし下もと近くまで伸のばした黒くろ髪かみと黒のニーソックスに覆おおわれた細い脚あししか見えない。

　ここまで付いてきたのに、俺は未いまだに傍ぼう観かん者しやのままだった。

　何の力も持たない俺は、〝杉原の世界〟に参加する資格がないのだ。

　だが、だからといってそれが何だというのだ。

　俺は元々、〝外の世界〟でも傍観者だった。

　今さら寥りよう々りようたる気分を味わえるほど、俺は体温の高いヤツじゃなかったはずだ。

　ちぇ。

　夜の学校なんて、うろつくもんじゃないな。




　順路を回り、プールに到着した。

　時々ちこりを追い回す杉原珠恵とニアミスしそうになるという危険もあったが、作業の八割以上を無事に終えることができた。

　後は南校舎の五階、六階だけか。

「ここは隠かくれる場所がないから、最速で片付けるわよ」

　プールは高台のように盛り上がったスペースに設置されている。プールの下が体育館になっているのだ。だからグラウンドから容易に発見される心配はないが、急きゆう襲しゆうされれば逃にげ場もない。

　光紗先せん輩ぱいはプールサイドにしゃがみ、白い手て袋ぶくろを塡はめた指を水すい面めんに浸ひたした。

「水の中で呪しゆをかけるには、手袋がちょっと邪じや魔まね」

「左手を使え。そっちは素す手でだろ」

「私の〝力〟は、右手に宿ってるの」

「じゃあ手袋を取ればいいだろう」

「いいのかしら？」

「誰だれに何を遠えん慮りよしてる。ところでその小指」

　どうしていつも右手の小指だけぴんと伸ばしてるんだ。

　尋たずねようとしたが、声が出なかった。

　また俺を落ちこませる爆ばく弾だん発言を準備しているに違ちがいない、と気づいた。

「伸ばしているのではないわ。曲がらないだけよ」

　ほら。

　光紗先輩は、手袋の指先を唇くちびるで嚙かんで。

　白い手袋を、外した。

　手首に、深々と凹へこんだ、

　痛ましい傷きず痕あとが、あった。

　満月が二つも昇のぼっていなければ。

　暗くて見えなかったかもしれないのにな。

「だから付いてくるなと言ったのよ。どうして私がキミに自分の凡ぼん庸ようでくだらない過去をあれこれ晒さらさなければならないの？」

「手首を切った時に、小指の神経をやられたのか」

「たぶんね。一度だけ、手首をまるごと切断するつもりで思いきり切ったことがあるの。その後しばらくして、小指が動かなくなっていることに気がついた」

「噂うわさは本当だったのか。去年の夏休みに屋上から飛び降りようとしたという噂もか？」

「ねえ、尾津智弘。人間なんて誰しも、噂や都市伝説と同レベルのくだらない行動パターンしか持ち合わせていないわ。もっとも、この手袋は〝力〟を右手に集めておくために昔から塡めているのだけれど」

「その手袋を見て悪意に満ちた妄もう想そうを膨ふくらませて、あいつ実はリストカッターなんだろ、なんてくだらない噂を立てたヤツがいた。で、たまたま中あたっていた」

「まあ、そういうことね。私はその程度の低能な連中にあっさり正体を見破られてしまうような、ごくごく月並みで愚ぐ劣れつな人間なのよ。それが、イマジンを率いる黒い魔女の正体。怖こわいのは外面だけ。中身は、空っぽ。誰にも近づかれたくないから、正体を見破られたくないから、恐おそろしげな部室を造って仲間と立てこもっているわけ。ふふっ、笑えるでしょう？」

　この傷痕は連中を喜ばせるのがシャクだから隠してるんだけど、まあキミになら別に知られても構わないわ。だってキミは心の底からイヤな気分を味わってくれるでしょうから、と先輩は笑った。

「なぜ右手を切り落とそうとした。自分の〝力〟がイヤになったのか？」

「もう忘れたわ。今の私はあの頃ころとは違う生き方を選せん択たくしたのよ。昔の私は、常に自分を呪っていなければ生きていられなかった。朝も昼も夜も。自分の〝力〟を。自分の存在を。自分の身体からだを。自分の生命いのちを。でも、今は違うわ」

　呪をかけ終えた光紗先輩が、手袋を塡はめ直しながらゆっくりと立ち上がった。

　月光が水面に反射して、先輩の蒼そう白はくな肌はだをライトアップしている。

　先輩が、両手を広げた。

　勝ち誇ほこるように、宣言する。

「今の私は、魔女を呪うことで生きていられるのよ」

〝祓はらう〟のではなく、〝呪う〟ことでか。

「私みたいな生きる資格のない死に損ぞこないが自分で自分を呪わないためには、他人を呪うしかないもの。それが最も効率的な方法で、そして唯ゆい一いつの解。気づいてみれば、簡単な真理よ」

「唯一の解なのか？」

「そうよ。私は黒い魔女として復活したの。だから今は、毎日が楽しいわ。妙みような妄想を膨らませてヘンな同情とかしないで頂ちよう戴だい。気持ち悪いから」

「……本当か？」

　ぱん。

　いきなり頰ほおをビンタされた。

「だか」

　ぱん。

「ら痛」

　ぱんぱんぱん。

「いって」

「尾津智弘。先に命令しておくけど私を哀あわれみの目で見ることは許さないわ。私に飼われている執しつ事じの分際でそんな傲ごう慢まんで愚おろかな真ま似ねをしたら、この場で呪い殺すわよ」

　まだその執事って設定、有効だったのか。

　光紗先輩が俺に背を向けて歩きはじめようとした、その時。




　ドンッ。




　プールサイドが、左右に大きく揺ゆれた。

　光紗先せん輩ぱいがまたプールに転落しかけた。

　すかさず後ろから抱だき留めて、バックアップ。

　俺にはこれくらいのことしか、できない。

「何？　何が起こったの？」

「下の体育館で、何か爆ばく発はつしたようだ。ちこり先輩が杉原と戦ってるんじゃないかな」

「戦うなって、あれほど言っておいたのに」

「何しろ、あの性格だからな」

　俺たちはきっと、杉原に発見されそうになったんだろう。

　だからちこりは、とっさに杉原へと突とつ進しんしたのだ。

　しかし背中にサナギを背負っている不利な状態で、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか。

「逃にげきってくれることを祈いのるしかないわね」

「そのようだ」

「急いで先へ進みましょう」

　俺たちは脇わきの階段を下りて、グラウンドへ向かった。

　下りる途中、夜のグラウンドのそこかしこで次々と砂さ塵じんが吹ふき上がっていく光景を、目まの当たりにした。

　あの砂塵の中で、ちこりは戦っているのだ。

　この荒こう涼りようとした暗くら闇やみの世界を創つくりあげた、魔ま女じよと。

　人間の動体視力では捉とらえきれないスピードで移動しながら、蹴けりを繰くりだし続けているのだろう。

　あの長い片かた脚あしで杉原の猫ねこの爪つめを打ち落とし、払はらい、防ぎ、同時にサナギと、そして光紗先輩を守りながら。

　俺も光紗先輩も、二人の戦いに割りこむことはできない。

　あのデタラメな竜たつ巻まきの渦うずへ近づけば、瞬しゆん時じに身体をはじき飛ばされてしまうだろう。

　一秒でも早く魔方陣じんを完成させるしか、ない。

　俺たちは階段を駆かけ下りると、闇の中をまっしぐらに走った。

　体力のない光紗先輩の足あし下もとが、もつれる。

　俺は先輩の右手を摑つかんだ。

　強ごう引いんに引っ張りながら、駆ける。

　無む性しように、叫さけびたくなった。

　空気が冷たい。

　風が冷たい。

　そうか。

　ここは今、「夏」じゃないんだな。

「晩秋」……なんだ。

　西せい暦れき一九九九年にやってこなかったはずの、〝世界〟の終わり。

　それなのに、先輩の手を摑んでいる俺の体温だけは、上じよう昇しようし続ける。

　この十年分の焦しよう燥そう感が、一度に襲おそってくる。







「これで、完成よ」

　南校舎六階。

　イマジンの部室に、俺たちは戻もどってきていた。

　まだちこりと杉原の戦せん闘とうは続いているらしく、時々木が倒たおれる音や何かがはぜる爆ばく音おんが何ど処こからか響ひびいてくる。

　螺ら旋せんを形成する三十六カ所の魔方陣ポイントの、出発地点にして最終地点。

　イマジンの部室の扉とびら。

　今朝の騒さわぎで半ば破損しているが、とにかくこの「扉」が起点なのだ。俺は、再びドアの枠わくに扉を塡はめこんだ。

　見み栄ばえは最悪だが、形ばかり復活した部室扉。

　そのドアノブの鍵かぎ穴あなに、光紗先輩は小さな巻き貝の殻からを、一つ、そしてもう一つ、合計二つ差しこんだ。

　どうして、この部室だけ貝殻が二つなんだろう。

「……終わったわ……」

「お疲つかれさま、先輩」

　よくも間に合ったものだ。

　あれからほぼ三十分間、超ちよう人じん的なスピードでシュレーディンガーと互ご角かくに戦い続けてきたちこりの無む尽じん蔵ぞうのスタミナとパワーに、素す直なおに敬服する。

　完全なアウェイの戦場で、サナギを背負いながら、桁けた違ちがいの魔力を手に入れた魔女を相手にして。

　あの人は確かに、超人だ。

「さて、これでもう杉原の猫の手は消えたのか？」

　振り返ると。

　光紗先輩は、制服の上着を脱いでいる途中だった。

　陶磁のように、白い素肌。意外なほど、なだらかな腰のカーブ。

「わ、悪い。仕事着に着替えるなら、一言先に言えよ」

「どうして顔を伏せるの？　今なら誰もいないのよ、私たち二人きり。見せてあげるわよ？」

　罠の匂いを感じた俺は、先輩がエクソシスト服に着替え終えるまで目をつむって待った。

「そもそも杉原はどこにいるんだ。まだ携けい帯たいは繫つながらないし、ちこり先せん輩ぱいが杉原を捕らえて連れてくるのをここで待ったほうがいいんじゃないか」

「あの子、油断して気を抜ぬくことがあるから心配なのよ。それに」

「それに？」

「あ……ううん。なんでもないわ」

　なんだよ。気になるな。

　まあいずれにしろ、二人が信しん頼らいしあってなければ、絶対に成功しない作戦だったな。

　俺はといえば、光紗先輩にネチネチといたぶられただけに終わった。

　焦燥感。

　俺は、空気を入れ換かえるために窓を開いた。

「……うん？」

　人の気配。

　今……誰だれかに睨にらまれた？

　思わず眼下の中庭を、覗のぞきこんだ。

　闇の中。

　黒い聖母像が立っていた。

　違う。

　眼帯をした生徒。

　杉原珠恵だ。

　右手が、人間の手に戻っている。

　しかし。

　にやり。

　俺の目を見ながら、そいつは嘲あざ笑わらった。

　……気取られた？

　それとも、最初から俺たちの作戦に気づいていて……わざわざ三十六カ所を周回させていたのか！

　ただ、俺たちをへとへとに疲れさせ、そして土ど壇たん場ばで絶望させるために。

「光紗先輩、まずい。杉原のヤツ、知っている！　終点の中庭に埋うめた結界を壊こわそうとしているぞ」

「えっ？」

　光紗先輩が、這はうように窓まど枠わくに手をかけて、階下に視線を落とす。

　杉原が、地中に自らの人間の手を深々と差しこんで。

　巻き貝を。

　摑つかみだした。

「あはは。あはははっ！」

　杉原珠恵が……焦しよう点てんの合っていない片目をギラつかせながら、哄こう笑しようした。

　貝を、割られる。

　万ばん事じ休す。

「ちょっと待ちなさいよっ、やらせはせん、やらせはせんぞおっお前はこの場でさっさと祓われて正義が勝って終わりなんだからあっ」

　ちこりの、怒ど鳴なり声。

　サナギの姿が見えない。

　もう戦いが終わったと思って、どこかに下ろしてきたのか。

　しかし、それがかえって幸いした。

　これまでよりもはるかに身軽になったちこりが、一直線に杉原へと突とつ進しんしていく。

　杉原はまだ、貝を割っていない。

　右手は、人の手の形に戻もどってしまっている。

　あの女の子の小さな手では、握にぎりつぶせまい。

　足で踏ふみつぶす時間も、もう無い。

　ちこりがハイキックの間合いに、入ったからだ。

[image: ]

　勝負は一いち撃げきでつく。

　……はずだった。

　だが。

「……うぐ……っ」

　杉原の側頭部へ脚を振ふり落とそうとした瞬しゆん間かん。

　ちこりは……

　……どさっ、と地面に倒たおれた。

　まるで縫ぬいぐるみのように、力なく転げ落ちた。

「……あ……ぐ……げほっ……」

　発ほつ作さ。

　薬が、切れたのか。

　全力で動き続けてきたために、薬効が予定よりも早く失われてしまったのか。

「げっ……げえっ……！」

　ちこりの全身が震ふるえる。

　小さな背中が、さらに縮こまっていく。

　杉原のカン高い笑い声が中庭に木こ霊だまする。

「うわっ超ちようキモい！　こいつ、白目剝むいてゲロ吐はいてる！　ホントに悪あく魔まに憑つかれてたんだ！　あはははははっ」

　ドカッ。

　蹲うずくまってがくがくと震えているちこりの背中を、杉原がめちゃくちゃに蹴けりはじめた。

「汚きたない！　臭くさい！　お前なんか人間じゃない、さっさと死んじゃえ！」

「……うぐっ……あ、あ……あが……」

　そんなバカな。

　どうして、この最悪のタイミングで発作が。

　それとも。

（ちこりはとっくに限界を超こえていたのに、ずっと無理して動いていたのか）

　弱点のない超人キャラクターなんて、どこにもいない。

　物語の世界にも。この世界にも。

　自分の視界が暗くなっていくのが、判わかった。

　これから見なければならない光景を俺の脳が拒きよ絶ぜつし、見てしまう前にキャンセルしようとしているのだ。

　いや。

　まだ、間に合う。

　ここから池へ飛びこんで、すぐに陸おかへ上がって、そして……

「鹿鳴館！　逃にげて！」

　俺が思考するよりも早く、光紗先せん輩ぱいは飛び降りていた。

　はるか下方の池へと。

　高所恐きよう怖ふ症しようで、しかも泳げないくせに。

　そう呟つぶやいた時には、俺の身体からだもすでに落下していた。

　もう、思考の出番じゃない。

　どれだけ速く、身体が動くか。

　落ちた。

　衝しよう撃げき。

　浮うかび上がった。

　彼方かなたに、ちこりの頭を、腰こしを、背中を蹴り続けている杉原。

　逆光。黒いシルエット。

　片目に眼帯をつけた、黒い聖母。

「ごぼっ……ごぼごぼっ」

　光紗先輩は、やはり水中から浮かび上がれない。

　這はい上がる体力が、もう残っていないのか。

　このまま放置して、杉原に突進するか。

　それでは間に合わない。

　担かついで陸へ上がるか。

　先輩の身体はとても軽い。タイムロスは少ない。

　より確実に死が迫せまっているのはどちらだ。

　いや、それはこの際、問題じゃない。

　杉原の手から巻き貝を取り戻もどさなければ全すべてが終わる。

　最善の結果を得るために次の行動を二者択たく一いつしようと脳が動きはじめるが、その時にはもう腕うでが勝手に光紗先輩の腰を抱だいていた。

　間ま違ちがいだ、と俺の脳が叫さけぶ。

　俺の肉体は、この破は滅めつの瞬間を目まの当たりにしながら冷れい徹てつに思考する恐おそろしさに耐たえきれなかった。




　俺は、この大一番で、致ち命めい的なミスを犯おかした。




　十年前のあの時と、同じに。







　俺が光紗先輩を担いで陸に上がり終えるのと、ほぼ同時。

　杉原はちこりの後頭部に巻き貝を置いて。

　ぐしゃっ。

　ちこりの頭ごと、貝かい殻がらを踏ふみつぶした。




「あははははっ！　タマの勝ちみたいだねっ！　しゃきーん、猫ねこの爪つめが堂々ふっかーつ！」




　もう、杉原じゃない。

　シュレーディンガーでも、ない。

　最後の友人を失い、行き場を無くして破滅に突つっ走っている、一人の魔ま女じよ。

　その距きよ離り。

　あと、三メートル。

　向こうからは、俺たちの姿はまだ見えていない。池の畔ほとりの茂しげみが、俺たちを隠かくしている。

　水を吐はきながら呻うめいている光紗先輩を脇わきの芝しば生ふの上へ転がして、俺は立ち上がろうと……

　立ち……

　立……

　ドサッ。

　腰が……悲鳴をあげていた。

　脚あしに、力が入らない。

　いつ痛めた。

　そうか、先輩を担ぎ上げて陸に引っ張り上げた時か。

　どこか捻ひねったのか。

　立てない。

　立てない！

　ウソだろ。おい。動け、俺の脚。痛いのは腰だろ。脚は無事だろ。なんで立たない。これくらいの痛みがなんだ。お前。おい。

「あれ～？　尾津くん、どこに消えたの？　池から出てこられないの？　もしかしてタマが怖こわくて、腰が抜ぬけちゃった？　それとも、もうどこかへ逃にげだしちゃった？　だっさ～」

　杉原が、再生した右手の猫の爪を、ぺろりと舌先で舐なめた。

「ま、いいや。どうせ学校からは出られないんだからぁ。さぁて、悪の組織イマジンが滅ほろびる時が来ました！　〝Schaden Hexen〟は感動の最終章を迎むかえまーす！　あははははっ」

　杉原の右手から生えているそれは、「猫の爪」なんてかわいいモノじゃなかった。

　その長さ、その鋭するどさ。

　まるで、サーベルタイガーの牙きばだ。

　仮に魔力なんか帯びてなくたって、あれで刺さされたら……！

「じゃ、このばっちい女から消しちゃうね。うわ、タマの靴くつにゲロが付いちゃった！　きったな～い！　このゲロ女！」

「……う……ぐ……あううっ……ぐすっ……ひぐっ……」

　ちこり。

　ちこり……先せん輩ぱい。

「さっきからゲロゲロうるせえんだよ！　ゲロの中に顔を埋うずめて死ね、この化け物！」

　やめろ……杉原。

「グロキモ女、ばいばい」

　消すな。

　そいつは、物語のキャラなんかじゃない。

　ちこりは……人間だぞ。

　お前のオモチャじゃないんだ。

　お前を苦しめたのは、そいつじゃない。

　関係無いヤツを、お前の物語に巻きこむな。

　今日のお前は、なんでそんなにテンション高いんだよ？

　そんなことしたって……全部無む駄だなんだ！

　やめろ。

　やめろ。

　やめろ……！




「ろ・く・め・い・か……」

　泥どろまみれの光紗先輩が懸けん命めいに這はって進むよりも、速く。




「………[image: ]！！！！！！！」




　サナギが、右脇の茂みから飛びだしてきた。

　振ふり上げた杉原の右みぎ腕うでに、飛びかかろうと。

　武器も持たず、素す手ででシュレーディンガーへ突とつ進しんしていく。

　何を叫さけぼうとしているのか。

　叫びたくても、感情を露あらわにする術すべを持たないのだ。

　ただ、袋ふくろから覗のぞいている二つの瞳ひとみは。

　涙なみだで潤うるんでいるかのように、見えた。

　失っていない。

　サナギは感情を失ったわけじゃ、なかった。

　ただ、それを表現する方法を、忘れてしまっただけだったのだ。

　しかしそのサナギの戦いは、ほんの二秒ほどで終わる。

　発見。迎げい撃げき。消しよう滅めつ。

　ハエでも叩たたくかのように無造作に。

「ああ超ちよううざいっ！　戦せん闘とう力ゼロの雑ざ魚こキャラはすっこんでろ！」

　ドカッ。

　杉原は。

　その巨きよ大だいな「猫ねこの爪つめ」を横よこ殴なぐりに振って、サナギの側頭部に突つき立てた。

　頭に被かぶった袋ごと。

　サナギの頭を、何の逡しゆん巡じゆんもなく、右から左へ貫つらぬいた。

　袋にあいた穴から、真っ赤な血潮が噴ふき飛ぶ。

「…………（ぴく、ぴく）」

　頭を持ち上げられて宙に浮ういたサナギのつま先が、痙けい攣れんする。

　茂しげみの中に身体からだを這わせて懸命に前進しようとしていた光紗先輩が、硬こう直ちよくした。

　衝しよう撃げきで身体が止まっただけではない。

　声すら、出ない。

　俺も、同じだった。

「けっ」

　杉原は、右腕の先にぶらさがったサナギを……

　……爪の先に絡からまったゴミでも捨てるかのように、地面へ叩きつけた。

　…………

　…………

　「ぐしゃっ」とサナギの亡なき骸がらが土に衝突する衝撃音は、聞こえてこなかった。

　サナギの肉体は。

　この〝世界〟から、跡あと形かたもなく消え去っていたのだから。

　恐おそらく、サナギの心臓の鼓こ動どうが止まった、その瞬しゆん間かんに。

　サナギが被っていた布の袋と、血にまみれた制服。

　そして靴くつ下したやシューズだけが、土の上に残った。

「うあ……うあああああっ！」

　痙攣もおさまらないままのちこりが、杉原の片かた脚あしにしがみついた。

「ああああああっ！　よくも、よくも……！　殺してやる！　殺してやる！　殺して……」

「うわっ汚きたない顔っ。ああもう臭くさいからタマにくっつくなっての！　はい、さようなら。ぶすっ」

「……ぐふっ」

　ちこりの背中から、胸へと。

「猫の爪」が……貫かん通つうした。

　ちこりの制服の胸むな元もとが、真っ赤に染まっていく。

「あーあ。自じ慢まんの胸が潰つぶれちゃったぁ。ぼんっって。中からはじけちゃった。かわいそー」

「……う、うぅっ……く……ゃ……ち……ぃ……！」

　もう。これ以上は、たくさんだ。

　やめろ。

　やめてくれ。

「お前、しつこいよ。早く死んじゃえ。ほーら、判る？　ここが心臓。これをタマが『ぶちっ』てやったら、それでお前はおしまい」

　もしこれが映画なら、もう終わってくれ。

　そして俺はこんな下げ劣れつなクソ映画を撮とった監かん督とくを、殺す。

「……さな……ぎ……ごめん……ね……」

「あはははは、すっげえ負け犬台詞ぜりふ！　何お前、あんな袋被ったキモ女に友情とか感じてたわけ？　さすがゲロ女！　キモいヤツ同士、気があったわけ？　それとも他ほかに友達なんて作れなかった？　やばい超泣ける！　ねえねえ、もう飽あきたから殺していいかな？……『ぷちっ』」

　……碧あおい目からぽろぽろと大おお粒つぶの涙をこぼしながら、ちこりは……

　消えた。

　血に汚よごれた制服だけを遺のこして。

　光紗先せん輩ぱいがその瞬間、どんな顔をしていたのか。

　先輩の後ろに倒たおれていた俺には、見えなかった。

「これでイマジンは、あと一人と、オマケの一匹ぴきだけ。自殺マニアの部長さーん、尾津くーん。早く出てきてくださーい。出てこないと、こっちから突とつ撃げきしますよー？　早くタマの遊び相手をしてくださーい！　タマに挑ちよう戦せんしてくださーい！」

　二人を消してしまった杉原が体育座りして、大声で叫さけんでいる。

　出ていくにも、俺はまだ立ち上がれない。

　だが幸い、腰こしの痛みは徐じよ々じよにひきはじめていた。

　どうやら一晩中身動きができないという最悪の状じよう況きようでは、ないらしい。

　ないけれども。

　今さら、手て遅おくれだ。

「あと一分間だけ待ってあげまーす！」

　ふらり。

　杉原が立ち上がって、南校舎の中へと入っていく。

　校舎に潜ひそんでいると思ってのことなのか。

　わざと席を外して、俺たちが最後の悪あがきをはじめるのを見物しようというのか。

　まだ。

　まだ、光紗先輩が、生きている。

　一分で考えて実行して完かん了りようさせろ。

　完全に自らの狂きよう気きの虜とりこと化してしまった杉原を祓はらう段取りを。

　俺は、まるで死んだように動かなくなってしまっている光紗先輩の肩かたに手をかけて、草くさ藪やぶの中から引き戻もどした。

「先輩。早く貝かい殻がらに呪しゆをかけてくれ。これが最後のチャンスだ」

　もう一度、黒い聖母像が建っていた跡あと地ちに、渦うず巻まきを……光紗先輩が呪をかけた貝殻を埋うめ戻す。

　それで、祓える。

　しかし。

「……う……あ……も、もう……許して……もう……やだ……あ、あぁ」

　もう、光紗先輩は……限界だった。

「もういや。もういやぁ。こんなの、もう我が慢まんできない。怖こわい怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い」

「落ちつけ。貝を。貝を出して。まだ残ってるだろ？」

　聴きいちゃいない。

　当たり前だ。

　目の前で、二人も親友を殺されたのだから。

　あんな残ざん酷こくなやり方で。

　まるでウジ虫でも潰すように。

　だが、慰なぐさめている時間はもう、ない。

　あと三十秒。

　俺は先輩の腰にかかったポシェットを開いて、貝殻を摑つかみ取った。そのまま先輩の右手に握にぎらせる。

「今はとにかく、貝殻に呪をかけてくれ。それだけでいい。貝殻は、俺が埋める。先輩はここでじっと待っていてくれればいいから」

「いや。いや。いや。いやぁ」

　光紗先輩は俺の視線を避さけるように膝ひざ小こ僧ぞうの上に顔を伏ふせ、頭を抱かかえて壊こわれたボイスレコーダーのような早口で呟きはじめた。

「私のせい。私が魔ま女じよ狩がり部なんてつくったから。私が私がこんな部活動なんかはじめたせいで津嶋も死んでしまった鹿鳴館も死んでしまった私が私がこんな呪のろわれた魔女の力なんか持っているからみんな死んでしまう私が生きている限り私が好きになった人はみんなみんな」

「呪をかけるんだ」

「いや。いや。もういや。もう、呪うのは、いやぁ！　やめて、唾つばをかけないでもう許してごめんなさい謝りますですからもうお願いこんなところに閉じこめないで鍵かぎを開けて」

　先輩の右手を堅かたく握る。

　とにかく、頼たのむしかない。

　俺には何もできないのだ。

　この期ごに及およんでも。

「頼む。これが最後だ」

「……う……うぅ……ううぅぅぅ」

　…………

　先輩の人差し指が、ぴくりと、動いた。

　……呪をかけた……のか？

　判わからない。

　判らないが、行くしかない。

　どのみち埋めるしかないのだ。

「……もう何もしません友達も作りません誰だれも好きになりません誰とも喋しやべりません誰とも遊びませんですからもう誰も呪いませんだからお願いですここから出して下さい私は魔女じゃない魔女じゃない魔女じゃない魔女じゃない魔女じゃない魔女じゃない魔女じゃない魔女じゃない……やめて、唾はやめて。私はブタじゃない私は人間なのやめてやめてやめてお母さんもうやめて……」

　もう俺の言葉は、聞こえていない。

〝半径ゼロメートルの世界〟に籠こもっちまったんだな、先せん輩ぱい。

　仕方ないさ。

　籠もらなければ、壊れてしまうんだから。

　それに俺は、こういう扱あつかいには慣れっこなんだ。

　どれだけ拒きよ絶ぜつされても存在を無視されても。

　最長三年まで、耐たえられる仕様になっている。

　そんな仕様と引き替かえに誰の〝世界〟からも常に浮うき上がったヤツになってしまうという代だい償しようも支し払はらったが、おかげで奇き跡せき的にも今ここでこうして低い体温を維い持じしていられるわけだから。

　さ、そろそろ行くか。

　俺は先輩の掌てのひらから貝殻を受け取ると、慎しん重ちように植え込みの草藪の中を進みはじめた。伏せたままで。

　まだ、走るのは無理そうだ。

　痛む腰こしに耐えながら草くさ藪やぶの中を匍ほ匐ふく前進するしかないだろう。

　最悪、腕うでの力だけでも前へ進める。

　まあ、どうせどこかから中庭を見張っているであろう杉原の視線を考こう慮りよすれば、案外これが正解かもしれない。

「……知らない私じゃない私が殺したんじゃない違ちがうそんなんじゃない私はそんなヘンタイじゃない違うの誤解なのどうして信じてくれないの助けて助けて鹿鳴館助けて私もう一秒も呼吸していられないどうして信じてくれないの誰も誰も誰も私に飛び降りろ飛び降りろって囃はやし立てるの飛び降りて死ねば信じてもらえるの死ねば死んでみせたら私がこれだけ苦しんでるって理解してもらえるのどうすれば私のこと好きになってもらえるのねえねえねえねぇ……」

　芝しば生ふの上で身体からだを丸め、顔を覆おおって呟つぶやき続けている先輩。

　俺の、最期の一言。

「俺さ。先輩のこと、結構好きだったのかもな」

　返事はなかった。

　俺は情けなくも地を這はいながら、草藪を抜ぬけた。

　そのまま、芝生の上を進む。

　蚯蚓みみずにでもなった気分だ。

　ぽっかりと土に穴があいている聖母像の跡あと地ちまで、あと二メートル。

　無様だとか惨さん憺たんたるものだなどという感情とは無む縁えんなまま。

　泥どろに塗まみれて芝の上を這いずっている俺を斜ななめ後ろから観察している、もう一人の俺の視線を感じながら。

　どうやら俺は、最後までこの世界にも、参加できなかったらしい。

　まぁ、いつものことだ。

　一メートル五十センチ。

　あの穴の中にこの貝を入れれば。

　魔ま方ほう陣じんが、再起動する。……はずだ。

　杉原の「猫ねこの爪つめ」は消える。

　俺は、貝かい殻がらを握にぎりしめた右手を、伸のばして……




「惜おしいっ！　時間切れっ！」




　……伸ばした右手の甲こうを、学校指定のスニーカーに踏ふみつけられた。

　小さな足。

　みり、みり、みり。

　物理法則を無視した加重が、手の甲を押さえつける。

　右腕が、動かない。

　こうなる前に、一か八かで穴の中へ貝を投げこめばよかったか？

　この期ごに及およんで、石橋を叩たたいて渡わたる徳川家いえ康やすイズムが炸さく裂れつか。炸裂っていうか不発っていうか。

　はは。体温低すぎだな、俺。

「尾津くん。キミって、意外とやるじゃんにゅ。なかなかの勇気だにゅ」

「……杉原……か。勇気なんかじゃない」

「でも勇気だけじゃ、神には抗あらがえないにゅ」

　この世界の幼い〝神〟を、俺は地にうつぶせたまま、世にも滑こつ稽けいな表情で見あげるしかなかった。

　今久留主高校の制服を着ていなければ小学生と言われても信じてしまいそうな、小さな身体。

　気の優やさしそうな大きな垂れ目は、今はもう夜や叉しやみたいに吊つり上がってしまっていた。

　片目には、眼帯。

　頭には、猫の耳。

　右手は、愛らしいのは名前だけの「猫の手」。

　あのな。こんな萌もえパーツ大集合のコスプレ姿で〝神〟なんて言われてもな。この舞ぶ台たいにもし観客がいたら場内大だい爆ばく笑しようだぞ杉原。

「俺は……俺は、誰の〝世界〟にも参加できなかっただけだ」

「ふうん……尾津くん。どう？　タマと一いつ緒しよに、この学校で暮らさないかにゅ？」

「なんだ？」

「タマはもう友達がいないにゅ。でも、いざ一人きりの世界を造ってみたら、意外と楽しくなかったにゅ。タマには、タマとおもしろトークを繰くり広げてくれる機知に富んだ相方が必要にゅ。それもツッコミ役が」

「関西人の性さがだな、それは」

「なんでやにゅん」

　ガスッ。

　腹を蹴けり上げられた。

　身体が宙に浮うかび上がり、反転して仰あお向むけに芝の上へ落下する。

「げほ。げほ。げほ。お前がツッコんでどうする。もしかしてＷツッコミなのか」

　咳せきこんでいる俺の腹の上に、杉原がしゃがみこんできた。

　素す早ばやく俺の右手を、片腕で押さえながら。

　軽い。

　月の光が逆光になって。

　どんな表情しているのか、よく判わからない。

「……タマは……どこにも帰るところがないにゅ。あの男に何もかもをめちゃくちゃにされたにゅ。もう、彼氏も作れないにゅ。ノゾミもカナエも、もういないにゅ。だからタマはもうこの学校から出ないにゅ。ここにいれば、もう誰だれもタマを虐いじめに来ないにゅ」

「だからちこり先せん輩ぱいとサナギを、殺したのか」

「タマは人を殺してなんて、いないにゅ。ただ、消しただけにゅ」

「同じだ」

「同じじゃないにゅ」

　鋭するどい爪が、俺の喉のど元もとに添そえられた。

　皮ひ膚ふが裂さけて、血が溢あふれる感かん触しよく。

「もう一度だけ質問するにゅ。タマと一緒に生きていくか、それともここで消されるか。五秒だけあげるから、どっちか選べにゅ」

「即そく答とうしよう。どっちの結末も絶対にお断りだな、と」

「外の世界なんて、どうせそのうち海に吞のまれて沈しずんで消えていくにゅ。だけど、ここは違ちがうにゅ。タマの世界には、〝破は滅めつ〟はないにゅ。いつまでも平和にゅ」

「もう破滅済みの世界だろう、ここは。見ろよ、何も動いていない。セミも鳴いていない。時間すら、流れていない。あらかじめ全すべてが滅ほろんでいるじゃないか」

「あと三秒。さあ、ここでタマと一緒に暮らすにゅ」

「断る。俺は人を呪のろうのが趣しゆ味みの女には萌えるが、人を殺すのが趣味の女はさすがにダメだ。俺のマニア性については諸説ふんぷんだが、実際の俺はそこまでウルトラマニアックじゃない。午後からのマニアック確率四〇パーセント程度だ」

「どうしても？　タマを救ってくれないのかにゅ？」

「ああ」

「今なら、救えるのに？　タマがせっかく、舞台に上るチケットを渡してあげてるのに？」

「観客のいない舞台なんかに興味はない。それに、悪いが杉原。お前は強いだろ。今の俺にはどうしても救いたいヤツがいる。そしてそいつは、どうやらお前じゃないんだ。もっとずっとずっと弱いヤツだ」

「…………」

「そいつは心の中に俺なんかには想像もできないくらい大きくてドス黒い〝何か〟を抱かかえていて常に人を呪ったり呪ったり呪ったりするが、お前のように人を殺したりはしない。自分の中に巣くう〝何か〟に耐たえきれなくなって人を殺すくらいなら、そいつはまず自分を殺すだろう。そんな、どうしようもなくダメなヤツなんだ」

　俺ごときに救えるはずがないということが痛いほど判っている俺自身は、もっとダメダメなヤツだがな。

「ふうん、そうなんだ……タマを助けに来てくれたんじゃ、なかったんだ」

　中ちゆう途と半はん端ぱに期待だけさせて、済まなかったな。

「じゃあ、お前も……消えろにゅ。ばいばい……」

　…………

　いいかげん、そろそろ発動してくれよ俺の〝力〟。

　何かあるんだろ。眠ねむってるんだろ。俺の魔ま力りよく。超ちようパワー。

　あ。ダメだ。

　何も、湧わき上がらない。

　覚かく醒せいとか発動とか、スーパー尾津智弘誕生とか、何もなし。

　そんな都合の良い展開、あるわけないよな。

　俺は、諦あきらめて瞼まぶたを閉じ……




「待ちなさい！　夢の時間は……これで終わりよ！」




　……あ。

　光紗先せん輩ぱいが。

　キモ縫ぬいぐるみを握にぎりしめた左ひだり腕うでを高々と掲かかげながら、

　俺の上にしゃがんでいる杉原珠恵に、背後から飛びかかってきた。

　ダメだ。

　腕が無防備すぎる。伸のびきっている。

　杉原は素す早ばやく俺の腹の上から腰こしを上げると、予備動作も助走もないままに高々と跳ちよう躍やくした。

　宙に跳とんだ光紗先輩の、はるか頭上へと。

「……ちっ！」

「そんなキモい鳥を見せられたくらいではタマは祓はらえないにゅ！」

　ザシュッ。

　落下しながら杉原は、自分が着地する地点へと突とつ進しんしてくる光紗先輩の左腕を……

　爪つめで、肩かた口ぐちから切断した。

　縫いぐるみを握りしめたままの先輩の左腕が、倒たおれたままの俺の頭をかすめて、芝しばの上に転がった。

　杉原が、膝ひざをかがめて着地する。

「……ひっかかった……！」

　先輩の、冷たい微び笑しよう。

　残ったほうの右手で、腰のポシェットに詰つめこんでいる縫いぐるみを取りだして……

「みぎゃっ？」

　二人の少女の身体からだと身体が、衝しよう突とつした。

　杉原の眼帯をしていないほうの顔面に、光紗先輩は鳥の縫いぐるみを押し当てていた。

　魔力の籠こもった右手で摑つかんだ、聖なる傀く儡ぐつを。

　ジュウッ。

　肉が焼け焦こげる臭におい。

「みぎゃあああああああああああああっ!?」

　顔を焼かれながら、杉原が断だん末まつ魔まの悲鳴をあげる。

　シュレーディンガーのただ一つの弱点は、小鳥。

　先輩が祓いのために持ち歩いている縫いぐるみも、小鳥。

　シュレーディンガーはケルトの魔術師で、光紗先輩はカトリックのエクソシスト。ケルトの文明を滅ほろぼした、最大の天敵。

　偶ぐう然ぜんか。必然か。どっちなんだ、玲於奈。

「あなたなんかには絶対に渡わたさないわ絶対に絶対に絶対に。私の友達を二人とも奪うばっておきながらこの上まだ私から奪おうなんて私から何もかもを持っていこうなんていったいどこまで欲深なのかしら絶対に許せない呪われろ呪われろ呪われろ」

「ぎゃっ、ぎゃっ……ぎにゃっ……！　ひぐっ……！」

　もうどっちが魔女なんだか、俺には判わからない。

　自分の左腕一本を囮おとりにしてまで、先輩は〝祓い〟を強行したのか。

　恐おそろしい女。

　しかしまだ、杉原の「猫ねこの手」は、生きている。

「やらせない絶対にやらせない。殺させない。今度こそ私が守るの。私が。私が。私が。天にまします、我らの父よ。願わくは、そのみ名を崇あがめさせたまえ」

「ふぎゃっ……がっ……ぐぅっ……！　よ、よ、よくも……！　タマは、タマは悪魔じゃない……」

　カトリックの詠えい唱しよう？

　倉橋の時と違ちがう。

　相手がケルト魔女だから、なのか。

「み国を来きたらせたまえ。み心の天に為なる如ごとく、地にも為なさせたまえ。わたしたちの日々の糧かてを今日も与あたえたまえ」

「……うっ……うううぇえんっ……！　もう、やだぁ。もう、やめて。痛い。痛いのはいやぁ！　助けて……！　どうして、どうして黙だまって見ているのママぁっ？」

「……わたしたちの罪を赦ゆるしたまえ。わたしたちが罪を為すものを赦すがごとく。彼かのものを誘ゆう惑わくにおちいらせず。尾津智弘を……」

「うああああんっ！　ママぁあぁぁあぁっ！」

「……尾津……智弘を……」

　魔ヘ女ク症サド候ロー群ムは、〝現実〟を否ひ認にんすることからはじまる。

　杉原が見ている〝夢〟は今、そのはじまりの瞬しゆん間かんまで戻もどされようとしているのだ。

「……尾津智弘と、杉原珠恵を……悪から救いたまえ！　〝世界〟と、〝力〟と、勝利とは、永久に汝なんじの」

「……死ね……死ね……死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死んじゃえっ！」

　まだ。まだ祓い終わらない。

　魔ま力りよくが、大きすぎる。

　敗走する杉原の身体に密着してそのまま駆かけ続ける光紗先せん輩ぱいの細い首筋に。

　杉原の「爪」が、伸びる。

　聖母像跡あとの穴まで、あと一メートル。

　もう一秒のロスも許されない。

　俺は、右手に握にぎりしめていた貝かい殻がらを……空へ投げた。

　…………

　貝殻が……

　ぶおっ。

　いきなりの、強風。

　……外したっ……！

　俺が悲鳴をあげそうになったその瞬間。

「……ぴち、ぴち」

　ぼろぼろに傷ついたシュブニグラスが。

　六階の窓から、舞まい降りてきたのが、見えた。

　棺かん桶おけから、自力で這はいだしてきたのか。

　回転しながら、触しよく手しゆで空気抵てい抗こうを調節しつつ。

　シュブニグラスは、宙を飛ぶ貝殻を触手に搦からめ捕とって。

　そのまま螺ら旋せん状に回りながら、穴の中へと……落ちていった。

「……サナギ」

　ブ……ン……。

　魔方陣じんが、再び発動する。

　空気が、波のように大きく揺ゆれる。

　緑色に染まった柔やわらかな空間が、潮が引くかのように消えていく。

　倉橋が祓はらわれた時と、同じだ。

　……祓われたんだ。

　力の大部分を魔方陣に封ふうじられた杉原の魔力が、先輩に祓われたんだ。

　杉原の〝世界〟は、消しよう滅めつした。

　間かん一いつ髪ぱつ。

　俺は、這った視線のまま、先輩のほうを向き直って……




「…………」




　ブシューウウウウウゥゥゥ……




　祓われた杉原は、ネコミミと「爪つめ」を失って芝しば生ふの上に倒たおれていた。

　そして、光紗先輩は。

　静かに直立したまま。

　その白い首筋からは。

　紅あか色の、血潮が。

　鮮せん血けつが。

　凄すさまじい勢いで。泉から水が湧わきだすかのような勢いで。

　冗じよう談だんみたいに、どくどくと噴ふきだしていた。




「…………」




　表情は、なかった。

　まるで人形のような。

　唇くちびるが、ゆっくりと動く。

　先輩は、何かを喋しやべろうとしていた。

　でももう、聞こえない。

　喉のどを、横一文字に切断されていたから。

　消える直前の、「爪」で。

　視線が、合った。

　ほんの、一瞬。

　すぐに、先輩の身体からだは前のめりに崩くずれ落ちた。

　真っ赤に染まった手て袋ぶくろを塡はめた右手が、虚こ空くうを彷徨さまようように震ふるえて。

　俺は、這いながらその手を摑つかもうとして。

　自分の手を、伸のばした。

　俺の指が、先輩の指に触ふれる前に。

　光紗先輩の身体は、〝世界〟から消えた。

　その身に纏まとっていた漆しつ黒こくの衣い装しようだけを、遺のこして。










　セミの鳴き声が、どこからか聞こえてくる。

　夜空を見あげる。

　俺の視界が捉とらえた月は、一つ。

　冷たい銀色の満月が、ただ一つ。

　そうか。

　もう、〝こちら側の世界〟も……夜になっていたんだな。

　俺は、芝生の上に体育座りして動かない杉原を、抱だき起こした。

　焼かれたはずの頰ほおには、火傷やけどの跡あとは残っていなかった。

　今ごろ、立てた。

　まだ足あし下もとがおぼつかないが、よちよち歩きくらいなら……

　……もう、遅おそい。

「……あの……尾津くん……私、どうして学校に……」

　倉橋と同じ。

　自分の制服がどうして血で汚よごれているのか理解できず、困こん惑わくしている。

　でももう、泣いたり叫さけんだり喚わめいたり呪のろったりは、できない。

　何者でもない、「その他大勢」に、杉原は、戻もどされた。

「津つ波なみ警報が出た。杉原は逃にげ遅おくれて、気絶していたんだ」

「……そう……」

「もう行け」

「……帰りたく……ない……」

「委員長の……高橋の家に駆かけこめ。今行けば風紀委員の笹木がいるはずだ。笹木に助けを求めろ。こじれるようなら俺からも口くち添ぞえしてやる」

「……無む駄だ……だよ」

「無駄かどうか勝手に決めんな。あいつはそういう仕事には向いているヤツだ。安全第一主義というか事なかれ主義というか、人をどこかに隔かく離りしたり誰だれかから引き離はなしたりして見せかけの平へい穏おんを守るのが趣しゆ味みみたいなヤツだからな」

　光紗先せん輩ぱいが、人を呪うのが趣味だったのと同じように。

　あいつはあいつで、イタリアで何かあったんだろう。

　ま、俺がその件について話を伺うかがう機会は永久にないだろうが。




　杉原を中庭から帰した後。

　俺は、腰こしの痛みに何度か呻うめき声をあげながら三人の制服や靴くつや下着を拾い集め、ついでに穴の底に落ちてもがいていたシュブニグラスの触しよく手しゆを摑んで引っ張りあげた。

　ちなみに光紗先輩の下着だけは、どうしても見つからなかった。

「どれもこれも血みどろだな。お前が持ってろ」

「…………（ぴち、ぴち）」

「部室に帰るぞ」

　シュブニグラスの扁へん平ぺいな頭部（頭なのか腹なのか知らないが）に、先輩たちの衣服を積み上げた。

　このまま中庭に永遠に埋うめてしまってもいいのだが、あの三人にだっていくら変人とはいえ家族がいるだろうし、遺品はできるだけ回収して部室に保管しておかないとな。

　ん。

「……しくしくしくしく」

　そうだ、忘れていた。

　芝しばの上に、キモい縫ぬいぐるみが二個、転がっていた。

　一個は羽根が生えた新品で、光紗先輩が左手で摑んでいたものだろう。

　もう一個は……いや、もう一匹ぴきは羽根のない中古品。

[image: ]

　杉原の〝力〟を封ふう印いんしたヤツだ。

　そいつは、芝しば生ふの上にくちばしを押し当てながら、小声で泣き続けていた。まるで、「土ど下げ座ざする縫いぐるみ」みたいに見えた。見えたというか、本当に土下座しているつもりなのかもしれない。

「ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい……」

「もういいんだ。もう、悪い夢は終わったんだ」

　杉原。

　お前はもう、夢を見ない。

　お前は今朝、電車に乗った時。何を俺に伝えようとしていたのか。

　もう、誰にも……判わからないな。

「今度こそ、行くぞ」

　俺は動かない新品と泣いている中古品の「みさぴよ」をまとめて指で摘つまんで、シュブニグラスの上に放ほうり投げた。










　南校舎の六階。

　イマジンの部室のドアの前に、俺は立った。

　扉とびらのところどころに亀き裂れつが入っている。

　今朝、ニセ猫ねこ憑つき魔ま女じよの大軍が襲おそってきた時に割られたんだっけ。

　はは。今になって、胸が痛くなってきた。

　部室のドアノブに、手をかけた。

　もう、誰も待っていない部室の中に、入るために。

　誰もいないと、判っているのに。

　……耐たえられるさ。

　俺は、こういう演技には慣れっこなんだ。

　どれほど自分の無力さに失望しても、どれほど後こう悔かいの念を背負っても。

　最長三年まで、平然と耐えられる仕様になっている。

　……なぁんだ。

　ちょうど、高校生活の期間とぴったり同じじゃないか。

　そんな仕様と引き替かえに、先輩たちのために泣くことすらできないヤツになっちまったわけだが。

　なっちまったわけだが。

　なっちまった、わけだが。

　……やめられると……思ってた……のにな。

　イマジンの部室で。冷れい酷こく無比かつ傍ぼう若じやく無人な光紗先輩にからかわれてこき使われているうちに、ハイテンションのちこりと早口で罵ば倒とうし合っているうちに、気配を消して突とつ然ぜん俺の背後に立つサナギにビビらされているうちに、きっとそんな俺をやめられると。

　どこかで、思ってた。

　さあ。

　取り返しのつかない〝現実〟を確かく認にんする儀ぎ式しきを、済ませようか。




『あああああっちょっと待ったっ待ちなさいよっそのままいきなり開けちゃダメダメダメっあたしたち三人を皆みな殺ごろしにするつもりっ血ダルマ死体にするつもりっやめなさいちょっと待て考え直せもう一度っ！（中略）』




「は……はあっ？」




　待て。

　待て待て待て。ちょっと待てよ、おい。

　どうしてドアの向こう側で、ちこりが怒ど鳴なってるんだ？

「おい。お前は死んだだろ。死してなお怨おん霊りようと化して相変わらずほとんど意味のない台詞せりふを吐はき続けるだなんて、よほど生前から喋しやべり足りなかったんだろうな」

『違ちがう違う違うっ！　あたしもよく判らないんだけど、光紗が造り直した魔方陣じんはシュレーディンガーの攻こう撃げきを無効化する秘サクラ蹟メントの役目も兼かねていたんだって！』

　そんなぶっ飛んだ秘蹟、カトリックにはないだろ。つくづくアンチクライストな女だ。

　それに、中庭の貝かい殻がらが杉原に壊こわされた時に魔方陣はいったん無効化したはずだ。三人が消されたのは、俺が貝殻を投げて魔方陣を造り直すまでの間だった……その時間帯は、秘蹟とやらも無効だったのでは。

　あ……そうか。先せん輩ぱいは部室にだけ、呪しゆをかけた貝殻を二つ、使っていた。

　シュレーディンガーの力を封ふう印いんする魔方陣には三十六個の貝を使わなければならなかったが、秘蹟とやらを作動させるための貝殻は、この部室に置いてきた二個目の貝殻だけだったんだな。

「うん？　でも、おかしいぞ？　光紗先輩は〝Schaden Hexen〟を読んだことがないはずだ。どうして『猫の爪つめ』に的確に対処できたんだ？」

『あたしに聞かれても知らない！　っていうか聞いたんだけど、難しくて意味わかんなかったぁ！　シュレーディンガーって名前のキャラだから、どうせ量子論的に対象の存在を〈確率〉の状態に変へん換かんしてしまう魔法を使うんだろう、とか何とか。ケルト魔女にわざわざドイツ系の名前を付けるのは不自然だから、きっと最初に量子論魔法というギミック設定を決めてから、有名な量子力学者の名前を流用してキャラ名を付けたはずだとか云うん々ぬんっ（中略）』

「まて、そこは中略するな！」

　ああ。あれか。

　シュレーディンガーの猫の部屋。

　量子論の世界では、粒りゆう子しの存在を確率としてしか記述できない。粒子の正確な位置は、〝観測者〟が粒子を観測する行こう為いによって初めて決定される。これが、量子論のパラドックス。

　で、このパラドックスを判わかりやすく説明するために考えられた譬たとえ話が、シュレーディンガーの猫の部屋を使った思考実験。

　準備。

　まず部屋の中に、猫と、猫を死に至らしめる放射性原子を含ふくむ鉱石を準備する。仮にこの原子が放射線を放出すると、部屋の中に毒ガスが噴ふん射しやされて、猫は死ぬことになる。

　展開。

　だが、放射線が放出されるかどうかを決定するのは、〝観測者〟だ。

　だから〝観測者〟が部屋の中にある原子を観測するまでは、原子の位置は確定されない。だから毒ガスが出るかどうかも決まらない。

　故ゆえに〝観測者〟が部屋の中を覗のぞきこむまで、猫は生きているのか死んでいるのか確定されない。

　結論。

〝観測者〟が部屋を覗かない限り、猫は生きている状態と死んでいる状態の両方の状態であり続ける。生きた猫と死んだ猫が同時に共存する。確率的な存在として。

　これが、「シュレーディンガーの猫の部屋」。

　まあ常識で考えれば「アキレスと亀かめ」よりも有り得ない錯さく誤ご思考なのだが、なにしろ常識の通じないミクロな世界を扱あつかっているのでなかなか厄やつ介かいな難問らしい。

「光紗先輩は、シュレーディンガーの力は対象を確率的な存在に変換した上で消しよう滅めつさせる能力だと読んだ。だから造り直した魔方陣を使ってこの部室を『シュレーディンガーの猫の部屋』に変換しておいたんだ」

　あの爪はどう見ても物理的殺傷兵器だったが、まあ杉原の造った世界のルールでは〝消す〟と〝殺す〟は別物だったらしいからな。さすがに〝殺す〟のはイヤだったんだろう。

「万が一シュレーディンガーの術中に落ちても、消滅する前にこの部屋の中に退たい避ひできるようあらかじめ秘蹟の準備を施ほどこしておいた。だが、確率的な存在に変換された状態から自力で脱だつ出しゆつすることは、できなかった。そうなんだな？」

　だって〝観測者〟が現れないと、状態を確定することはできないからな。そして〝被観測者〟である光紗先輩たちは、決して〝観測者〟にはなれない。

『んーたぶんそうなんじゃない？　ちんぷんかんぷんだけど』

　おいおい大だい丈じよう夫ぶか。

「じゃあちこり先輩たちは今、部室内に死体と生体の両方の状態で確率的に存在しているわけか」

『うううう実はそうなのっあたしたち三人はちゃんとここで生きてるのに、床ゆかにはあたしたちの血みどろ死体が転がってるのおおおおっ！　もうエグくて見てられない、あんなに美しいあたしの肢し体たいが死体になって血ぃドバーで、うげげっ。げろげろ』

「ええい吐はくな！　落ちつけ。つまり俺が〝観測者〟として部屋の中を見れば先輩たちの存在が確定されて万ばん事じ解決だろ？」

　いきなりドアを開けて踏ふみこむと、俺まで〝被観測者〟に変換されかねない。あくまで〝観測者〟、つまり傍ぼう観かん者しやとしての足場を守らなければならない。

　これは実に俺らしい仕事じゃないか。

　そうだ。ドアに大きな亀き裂れつが入っている。これを指でちょっとだけ押し広げれば……室内が見える。

『あーっだからっ死体を見ちゃダメっ死体を先に見たらあたしたち生きてる三人のほうが消えちゃうからっ！　ちょっとこらしくじったらブチ殺すわよっどーしてあたしたちが生き残れるか死んじゃうか尾津智弘ごときデバガメ男に決定されないといけないのよっ超ちようむかつく、うっぎゃー（後略）』

「じゃあ死体を隠かくせ。布でも被かぶせてろ。カーテンを使え。念のために言っておくが、生きているほうにカーテンを被せるんじゃないぞ？」

『うわ。凄すごい。尾津って、頭いい！　もしかして、実は頼たよりになる？　頼りにしていいノ？』

　ま、カーテンで隠したってどちらの世界が観測されるかにはたいして関係ないけどな。ただの気休めだ。自分の死体なんて、あんまり見ないほうがいいだろう？

『サナギ、ほらほら、そこを押さえてて。そうそう。ん～、完かん璧ぺき。これで仏サンは三体ともカーテンで覆おおいましタ！　ねえ尾津あたしトイレに行きたいのぉ、早く早くさっさと迅じん速そくに穏おん便びんに片付けちゃってよぉ』

「判った。ところで、光紗先せん輩ぱいは何をやってるんだ。一応、光紗先輩の許可を貰もらってからのほうがいいだろ」

『うー……それが……ダメなの』

「何がダメなんだ」

『……光紗、さっきから……蹲うずくまって、返事してくれない……』

　またかよ。

　今度は何だ。

『途と中ちゆうまで、なんとかお喋しやべりできてたんだけど……尾津の足音が廊ろう下かから響ひびいてきたとたんに、また錯さく乱らんして……光紗ってね、一度こうなっちゃったら、もう何日もこのままなの』

「そうか。仕方ないな……っていうか、あれだけ怖こわい目にあっていながらケロッとしてるちこり先輩が神経太すぎるんだと思う」

『あはっ、そうかナ？　ねえ、どうする？　何日も待ってたら、死体が腐くさっちゃうカモ。なにしろ暑いもんね。今すぐ覗のぞいちゃう？』

「ああ、そうさせてもらう。今すぐ俺が、〝先輩たちが死ななかった世界〟を、〝生き延びた世界〟を、この目で観測して…そして確定する。信じろ」

『……一〇〇パーセント信じてるわよ……三割ぐらいね』

「それはありがたいな。残りの七割は？」

『三〇〇パーセント、超信じてる！』

「凄いな俺の信しん頼らい度ど。全部足すと、何パーセントになるんだ？」

『１００×３＋３００×７＝４２００％……かな？』

「悪い。どこから赤ペン添てん削さく指し導どうを入れればいいのか判わからない」

『あははっ』

　さて。

　実は、俺には勝算がある。

　俺は、しくじらない。

　なにしろ、先輩が「シュレーディンガーの猫ねこの部屋」なる秘サクラ蹟メントを準備してくれてるんだし。

　この時点で、とりあえず成功確率五〇パーセント。

　ちこりの期待値に達するにはあと四一五〇パーセントほど不足するが、実はその四一五〇パーセントをもはるかに凌りよう駕がする自信が俺にはある。

　なぜって？

　なぜなら俺は。

　絶対に、否定するからだ。

　イマジンの三人が死んだ、というこの〝世界〟の〝記憶〟を。

　絶対に、認めないからだ。

　だって、そんな〝現実〟は。

〝本当の現実〟じゃない。

　断じて、違ちがう。

〝怒り〟の奔ほん流りゆうが、俺の脳を内側から焦こがしはじめる。

　ああ、そうだよ。

　俺は、珍めずらしく真しん剣けんに腹を立てているんだ。

　なんでこいつらが杉原に殺されなくちゃならないんだ？

　どうして杉原が人殺しにならなきゃいけないんだ？

　本当に罰ばつされなければならない人間は、平然と生きているというのに。

　どうして、彼女たちが。

　こんな壊こわれた〝世界〟の犠ぎ牲せいにならなければ、ならないのか。

　ああ。

　まだ、俺の中に、残っていた。

〝外の世界〟に突つき刺させる情念が、残っていた。

〝怒いかり〟という名の感情が、燻くすぶっていた。

　俺はその〝怒り〟の全てを、

〝世界〟へと、放射した。




　俺は。




　本気で。




　怒った。




　身体中の血液が、沸ふつ騰とうする。

　心臓の鼓こ動どうが早はや鐘がねのように鳴りはじめる。

　流れでる汗あせが肌はだの上でジュウジュウと音を立てながら蒸発していく。

　熱い。

　全身の神経が焼き切れてしまいそうに、熱い。

〝力〟が、目覚める。

　俺の脳のう裏りに。

　分岐した二つの〝世界〟が、ホログラムのように浮うかび上がる。

　三人の死体が転がっている部屋。

　三人が生きている部屋。

　二つの〝世界〟の観測確率は、それぞれ五割。

　光紗先せん輩ぱいの用意してくれた、秘サクラ蹟メントによる効果補正。

　いける。

　取れ。

　摑め。

　選せん択たくしろ。

　この俺が、〝外の世界〟を、選ぶ。

　俺の意志で。

　だから。

　光紗先輩も、

　ちこりも、

　サナギも、

　みんな、生きている。

　明日も明後日あさつても、俺はイマジンの部室に通う。

　激安の執しつ事じ服を着て、紅茶を淹いれて、キモ人形にビビらされる。

　そこが、俺の〝世界〟だ。

　ドアの裂さけ目へ、指をかける。

　部屋の中を、覗のぞきこむ。










　……室内には。










　無傷のまま生きている三人の姿が、あった。

　また顔を覆おおって蹲うずくまっている光紗先輩。

　斬きり飛ばされたはずの左ひだり腕うでは、何ごともなかったかのように繫つながっていた。

　光紗先輩の脇わきに不安げにしゃがみこんでいるちこり。自じ慢まんの大きな胸に傷はついてない。っていうか、脱ぬいだらもっと凄すごかったんだな。驚おどろいた。正直、目のやり場に困る。

　そして、もう一人の見知らぬ女の子。

　…………

　…………

　……誰だれ？

　誰だ、この天使のように愛くるしい、ショートカットの少女は？

　うわ。顔小さい。目ぇ、でかい。髪かみの毛さらさら。頭に天使の輪。

　何だ？　ビスクドールか何かか？

「すまん失敗したっ！　部屋の中に、ありえない美少女がいる！　俺の心のどこかに巣くっていたロリータ願望が突とつ然ぜん顕けん在ざい化して、猫ねこの部屋に取りこまれて実体化してしまったっ！　どうすれば消せるんだっ」

『はぁ？　何を本物のヘンタイみたいなこと言ってんの？　この子はサナギよぉ』

　…

　……

　………

「………ウソだっ！！！！！」

『ホントよ～。見て見て、超ちようかわいいでしょう？　素す顔がおのサナギって。こんなかわいい子を笹木なんかに渡わたしてなるものですか！　ああもう、サナギってばほんとにかわいいんだからぁほっぺ擦すり擦りさせて、うわ～ふにふに～。きゃあきゃあ（後略）』

『…………（どきどき）』

　そうかサナギだったのか。袋ふくろを取ったら実は美少女なのか。今さらそんな古典的な設定が隠かくされていたなんて、さすが現実ってのは凡ぼん庸ようだな。袋を被かぶっている時点で凡庸ではないといわれればそれまでだが、そもそも袋キャラという初期設定にダメだししていた玲於奈がこんな急転直下のテコ入れ設定を納なつ得とくしてくれるかどうか。




　あ。




　待て。




「三人とも、どうして全ぜん裸らなんだ」




　って、三人の衣服は今、廊ろう下かで休んでいるシュブニグラスが担かついでいるんだったな。

　うん？　このシチュエーションは……？




『え？　あれ……？……いっ……いやあああああああああああああああああああ（中略）あああっ!?　ついについについにあたしの予言が成じよう就じゆしてしまったのねっ！　やっぱりお前はデバガメ変質者だったんだわこの魔ま男おとこ魔男魔男魔男魔男魔男っ！　お前もしかしてひょっとして観測で確率が確定とか適当なヨタ話をでっちあげてあたしたちのカラダを覗いたのねええええっ！　信じられないっなんて悪わる知ぢ恵えの働くヤツなのっマジで問答無用で本気で全力で攻せめかかって殺すっ屠ほふるっ貴様の髪の毛一本地上には遺のこさ（後略）』

　もし観測中に俺自身が気づいて、「運命に抗あらがおう」なんてお茶目なことをうっかり考えてしまっていたら……

　きっと今ごろ俺は、三体の死体を前に途と方ほうに暮れていたな。

「珍めずらしく予知が当たって良かったじゃないか」

　俺はドアを開けると、まっすぐに歩いていった。

　自分の膝ひざ小こ僧ぞうを抱かかえてがくがく震ふるえている、光紗先せん輩ぱいのもとに。

　膝を突ついて、先輩の耳元に話しかける。

「光紗先輩、お疲つかれさま。こんな仕し掛かけがあったのなら、最初から言ってくれよ。まったく性格が悪いな。さぁ、帰ろう」

「……ひ……ぐ……も、もう、放ほうっておいて……このまま死なせて……どうして、どうして私まで連れ戻もどしたの……酷ひどい……酷い……キミは最悪な男だわ、尾津智弘」

「光紗、さっきから……ずっとこうなの……どうしよう……」

「…………（しゅん……）」

　ちこりとサナギは、包んでいた死体が消しよう滅めつして用済みになったカーテンを自分の身体からだに巻き、ソファーの上に並んで腰こし掛かけた。

　光紗先輩は、まだ動かない。

「先輩。杉原を祓はらう時に、あいつのことを救おうとしていただろう？　俺は一応聞いてたぞ。結果的にはあいつも元と性格が変わっちまったが、だからって先輩が気に病やむことはない」

「あんなの、口先だけよ……また……また、人を呪のろった……もう、いや……怖こわい。みんなみんな私を恨うらんでるの。赦ゆるしてもらえない。いくら謝ってもダメ。逃にげても逃げても、目を瞑つぶっても、逃げられないの。だって私は人を呪うことしかできないの、誰も救えない、誰も幸せにできない。ただ呪って傷つけて奪うばい取って殺すことしかできないできない」

　ああもう。厄やつ介かいな女だな。

　まぁ、かつてのうちの姉貴よりは全然マシだ。

　ちゃんと喋しやべってくれるだけ、な。

「私は呪われてる。呪われてるの。だから人を呪わないと生きられない。だからもう生きたくない生きられない生きるのが……怖い……ぐすっ……ひぅっ……」

　仕方ないな。

　光紗先輩の黒くろ髪かみを摑つかんで、力ずくで顔を上げさせた。

　濡ぬれた黒い瞳ひとみが、ありったけの憎ぞう悪おを籠こめて俺の目を睨にらみつけてくる。

「もう、放っておいてよ！　やめて、私を見ないで！」

「誰かを呪わないと生きられないんなら、これからは俺を呪え。せっかく光紗先輩が安楽に死ねたのに、無理やりこの世に引き戻して生きながらえさせるという拷ごう問もんプレイを先輩に食くらわせた張本人だぞ。だから毎日俺を呪い続ければいいさ。俺は先輩になら、一いつ生しよう涯がい呪われ続けたって構わない」

「……う……う……」

　いくらそんな怖い目で睨まれても、俺は動じないね。

　光紗先輩は、かわいいからな。

「今後は先輩に祓われる連中も、俺を呪うことになる。だって俺がでしゃばらなければ、先輩は消えていた。つまり連中は俺のせいで祓われるってことになるからな。それに、これまで先輩に祓われた連中も今は俺を呪ってるさ。にっくき先輩がついに地じ獄ごくに堕おちて怨うらみが晴れたはずだったのに、俺が反則技わざを使ってキャンセルしちまったんだからな。でも俺はこの通り、ぴんぴんしてるぞ」

「……う……ぐ……ぅ」

「ははははっ。光紗先輩にかけられている呪いなんて、しょせんはその程度のものだ。いやぁ先輩って、本当に弱虫さんだな」

「……く……この……バカ……キミなんか……嫌きらい……大嫌い……一生、呪ってやる……！」

「そうそう、その意気だ。呪えるなら呪ってみろ。ほんとは人を呪う度胸なんてないんだろ？」

「キミだけは、別よ！　思いきり、呪ってやるから！　今ここで！　うぅぅ……ううううっ……！」

　ピッ。

　目の中に……水を……打ちこまれた。

　唾つば……か？

　反射的に瞼まぶたが閉じる。

「うっ」とたじろいだ瞬しゆん間かんに。

　いきなり、抱だきつかれた。

　裸はだかの、光紗先輩に。

　ほんとに……軽いな。

　そのまま床ゆかの上に押し倒たおされた。

　もしかしてベタなハッピーエンドなのかと、思ったが。

　もちろん、違ちがった。

　首筋に、鋭するどい歯を突き立てられた。

　がぶっ。

「い……痛いてぇぇええええええぇぇうぅぅぅえぅぅっ！！！！」

「ううううぅっ、ううううっ！」

　ちょ。破れる。首の太い血管が破れる、嚙かみちぎられる。

　うわ。なんかヌルッとしたものが首筋に。

　血が。血。血だよ。俺の血が。

「光紗、ストップ、ストーップ！　いつから吸きゆう血けつ鬼きになっちゃったのよ、光紗は黒い魔ま女じよでしょ？　吸血鬼キャラはサナギでしょぉ？」

「…………（おろおろ）」

　吸血鬼っていうか、もはやライオンだろ。

　嚙みつきなんて、人間タイプのモンスターが繰くりだす攻こう撃げきじゃないぞ。

　これは、獰どう猛もうな四足獣じゆうだけに許された攻撃技だ。

　ズボンに入れっぱなしの携けい帯たいが、鳴りはじめる。

　きっと、姉貴からだろう。
















「本当にイカ焼きとモダン焼きも買ってきてくれるの？」という念押しのためにかけてきたのか。

　あるいは「夕ご飯の時間は終わった。お前の部屋はすでに滅めつ殺さつした」という犯行声明か？

　さて、と。

　学校の前のコンビニ、稲荷いなり寿ず司し売ってるかな？

　黒い聖母像も捜さがさなきゃいけないし。

　玲於奈には悪いが、まだしばらく帰宅できそうにない。

　家に帰ってから、玲於奈に今日の物語をどう伝えようか。

　光紗先輩は泣き疲つかれたらしく、俺を抱き枕まくら代わりにして眠ねむってしまった。

　もしかしたら俺の首筋には生涯傷きず痕あとが残るかもしれないが、特に後こう悔かいはない。

　俺が自分で、この面めん倒どうくさい〝世界〟を、選んだのだ。

　他ほかならぬ、俺自身の意志で。

　唾をつける少女も。

　ゲロを吐はく少女も。

　袋ふくろを被かぶる少女も。

　みんな、周囲を困こん惑わくさせながら、きっちり生きている。

　そして明日も明後日あさつても、俺はこのイマジンの部室に通う。

　激安の執しつ事じ服を着て、

　見よう見み真ま似ねで紅茶を淹いれて、

　鳥だかなんだか判わからないキモ人形にビビらされて、

　キツネ目の少年にイタリア話を聞かされそうになりながら、

　家から出ない少女のために、駅前で明石焼きを買って帰る。

　春も夏も秋も冬も、

　鳴りやむことのないセミの声を聴ききながら。




　ここが、俺の〝世界〟だ。







　あとがき







　十六歳の時に僕は、自分が決して他人から必要とされない人間、いてもいなくてもどっちでもいい人間だということに気づきました。

　いてもいなくてもいいということは、生きなくてもいいということです。

　今すぐマンションの八階から飛び降りて死んでもかまわない、ということです。

　そんな生きなくてもいい人間が死を順延して生きていくには、自分の存在意義を得られるであろう「その日」を未来に幻げん視しして現実との対たい峙じを先送りにする必要があります。

　コミックで読んだ台詞せりふが僕に「その日」を与あたえてくれたはずでした。




　出番が無かったなんて有り得ないなあ。

　あんたは写真じゃないんだから。

　華はなやかな舞ぶ台たいから他人を引きずり降ろすことばかり考えているから、

　自分の出番に気づかないんですよ。




　それからの僕は二十年の間、頭の中でこの言葉を何度も繰くり返してきました。

　しかしその後、僕はおおむね正確に十年おきに、一度は目を逸そらしたはずの現実を二度三度と突つきつけられ、思い知らされることになりました。

　十年ごとに「僕は不必要だ」という現実を見せられる再確かく認にん作業。

　二十六歳で、僕の世界のすべてが壊こわれて、永久に失われました。

　その時に僕は、僕がほんとうに、言葉のレトリックでなく、「ほんとうに」いてもいなくてもいい人間なのに「たまたま」死にそこなってしまっただけなのだ、と知りました。

　窮きゆうした僕の脳はその反動形成で、「僕は、壊されてしまった物語の力を再生するという使命を抱いだいており、故ゆえになおも生きなければならない」という誇こ大だい妄もう想そうに憑つかれました。無意味な生も死も、恐おそろしかったから。

　そしてすぐに、僕は僕がただ一度きりの「自分の出番」をみすみす逃のがしたことに、あるいはそもそもそんな力などはじめから持たなかったことに気づきました。

　三十六歳で、「自分の出番」を得る最後のチャンスを摑つかんだ、と思いました。

　もちろん、それは勘かん違ちがいでした。恥はずかしい誤解の直後、僕が「自分の出番」だと思っていた仕事は実は誰だれが代行しても構わない種類の仕事で、そしてそれは僕ではない別の他人、もっとずっと優ゆう秀しゆうな人間がすでに完全な形で成し遂とげてしまったのだと知りました。

　もう出番もなく、未来もなく、存在意義も使命も欲望もない。

　それでもまだ、僕に「君は不必要だ」という「ほんとうのこと」を教えてくれる親切な人たちに向かって土下座したり喚わめいたり泣いたり怒ど鳴なったりしながら、かつての夢の舞台だった場所へ、僕に存在意義を与えてくれる約束の地だったと一人勝手に妄想していた地点へ、僕はいまごろみっともなくも辿たどり着きました。放送終了後に。周回遅おくれで。

　そして今、僕は途と方ほうに暮れています。

　この物語に登場するキャラクターたちは、そんな人間がほんの一いつ瞬しゆん、覗のぞきこんだ夢の欠片かけらです。たぶん僕はこれからも、砕くだけ散ちった欠片たちを集め続けるのでしょう。彼らを、僕が摑むことのできなかった「未来」へと送りこむために。




　なお作中に量子力学の話題が登場しますが、本作では量子力学的現象の類たぐいはいっさい発生しません。
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